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　かつて、天てん界かいと地ち界かいは向かい合って存在していた。

　神の統すべし生せいに溢あふれた豊ほう穣じようの世界には、清きよき慈じ愛あいの心を持つ神しん族ぞくが。

　魔ま王おうの統べし屍し臭しゆうに塗まみれた呻しん吟ぎんの世界には、欲深き醜しゆう悪あくな心を持つ魔族が。

　光と闇やみ、相あい反はんする世界の中で、二つの種族は背中合わせの関係を築きずいてきた。

　いつしか魔王は、天界そのものの支配を強く望むようになっていった。彼の貪どん欲よくに濁にごった瞳ひとみには、頭上高く輝く聖なる世界は、どのような宝にも勝る宝石のように映っていたのだ。

　やがて魔王は己おのれの欲より生まれた魔族へ命じ、天界を攻せめ落とそうとした。

　しかし、神は魔族の侵攻を逸いち早はやく察知していた。

　天界に生きる者達を守るため、神は万ばん物ぶつ創造の力を使い、地界を封じ込む蓋ふたの役目を果たす、緑豊かな「封印の大地」を新あらたに創り出した。

　神の迅じん速そくな対応によって、天界は魔族の襲撃を逃のがれた。だが封印の大地では、天界からの生気を直じかに浴びたため、数あま多たの動植物が際限なく増殖するようになった。

　その繁殖力は凄すさまじく、神は封印の大地から天界を遠ざけ、爆発的な生物増加に歯止めをかけたのだが──今度は天界の恩恵が減じたことにより、封印の大地の表面には目に見えぬ歪ひずみが生じてしまった。

　その歪からは地界の瘴しよう気きが漏もれ出し、やがて意思を持つ異い形ぎようのモノへと姿を変じる。そうして生まれたモノ達は自身を魔ま物ものと名乗り、地表に芽め生ばえた幾多の生物の中でも、神と姿の似た人間という種族のみを標的にして、おぞましき殺さつ戮りくを繰り返すようになった。

　遠く離れた天界からその惨むごたらしいさまを見ていた神族達は、どうにかして人間を救いたいと、清らかな涙を流しながら神へと懇こん願がんした。

『人間を助けたいというそなたらの切なる願い、聞き届ける。その紺こん碧ぺきの瞳から生じる慈いつくしみの雫しずくを糧かてに、彼かの者もの等らを救う命を新たに誕生させよう──』

　そして神は、神族達の流す涙を集め、たゆたう大きな球体を作り出した。

　球体は「涙の卵」と名づけられ、やがて、紅ぐ蓮れんの翼を持ち、人の姿をした退魔の種族──神かみ鳥どりを生み出すようになった。

　唯一の完全体として生まれた初代の神鳥は神の側そば近くに仕つかえ、涙の卵から十と月つき十とお日かの時を経て生まれくる新たな神鳥達を地上へと降ろす役目に就いている。

　五つの大陸から形作られる封印の大地に、同時に存在する神鳥の数は、僅わずか五名。初代からその力を認められ、地上に〝神かみ降おろし〟された彼らは、各大陸の〝神殿〟の主あるじとなり、退魔の使命を果たす。

　封印の大地が神の手により生み出されてから、既すでに気が遠くなるほどの時が過ぎ去ろうとしていた。しかし、どれほど永ながき時が流れようとも、異形の魔物は絶えず生じ、人間を喰くらい続ける。

　地界を封じた神を、魔王が憎いと思うように。

　清純な涙を零こぼす神族達を、浅ましき魔族が妬ねたむように。

　魔物もまた、人間を憎み、同時に求めていた。いくら殺しても飽き足らず、傷つければ傷つけるほどに、その血ち肉にくを欲ほつしてしまうのだ。

『人間を守りなさい、私の可か愛わいい分身達よ……』

　永遠の命を持つ初代神鳥は、人間とともに封印の大地で戦い続ける同族達の姿を、今も遙はるかなる天界から見守り続けている。




　人を守れと宿命づけられた命は、あたかも紅蓮の炎のごとく──。

　神鳥はその命を燃やしながら、戦いの運命さだめの中でのみ生きるのだ。
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　夜明け前の、静せい寂じやくに包まれた神かみ鳥どりの屋や敷しき。

　いつもより早く寝しん台だいから抜け出し、まだ誰だれもいない静まり返った屋敷の外そと廊ろう下かを、屋敷の主あるじである神鳥のカナイは裸足はだしでひたひたと歩いていた。

　辺り一面に濃い霧が漂ただよい、未いまだ夢の中にいるかのごとき朧おぼろげな場じよう景けいが広がっている。その霧の中を、何者かに導かれるように頼りない足取りで歩みながら、カナイは外廊下に面した中庭へ履はき物ものも履かずに降り立った。

　しっとりと朝あさ露つゆに濡ぬれた下草を足裏に感じながら、濃い乳白色をした霧の海を進む。目指しているのは、中庭の隅すみで滾こん々こんと湧わき出る小さな泉だ。

　いつもならば、女官が用意する聖水で洗顔を済ませるが、今朝はどうしても泉の水を使って顔を洗いたかった。普段はそんなことなど露つゆとも考えないのに、今日は目を覚ました瞬間から、この泉に呼ばれているような奇妙な思いに囚とらわれていたのだ。

　寝巻きのままのカナイは、辿たどり着ついた泉の縁へりへそっと膝ひざをつき、澄みきった鏡を思わせる水みな面もを覗のぞき込む。

　そこに映し出されたのは、大きな紺こん碧ぺきの瞳ひとみを持つ少女。年の頃は、十代半なかばほどだろうか。膝の裏まで届く色素の薄い髪は寝ね癖ぐせひとつなく、夜明け前の涼すずやかな風にサラサラと絹きぬ糸いとのように流れている。

「……なによ、これ……」

　何なに気げなく水面を覗き込んだカナイは、風によって露あらわとなった額ひたいを撫なでながら、儚はかなく掠かすれた声で呟つぶやく。昨日まではなんの変哲もなかった額には、いつの間にか見たことのない紅ぐ蓮れんの模も様ようが浮かび上がっていた。

　目覚めた時から、予感がなかったわけではない。自分は呼ばれていたのだ──神鳥の宿命という、決して抗あらがうことのできない強い力に。

　ついに、恐おそれていた時が訪おとずれてしまった。

　カナイはその表情を絶望一色に染め上げ、未知なる恐怖と直面し、大きく脈打ち始めた胸を無意識に搔かき抱いだく。呼吸は浅く不規則になり、身体からだは寒くもないのに小刻みに震え出していた。

「私、神かみ降おろしされるの……？」

　誰に問うでもなく、か細く震える声でカナイは呟く。

　地上に使わされた神鳥が、その役目を終える時、天界に御お座わす初代神鳥により、次代の神鳥が決められる。選ばれし神鳥には、その証あかしとして、額に翼を象かたどった紅蓮の御印が刻まれるのだ。

　神鳥として地上に降ろされることは、最上の名めい誉よだと天界に生きる誰もが言う。けれどカナイには、どうしてもそう思うことはできなかった。

　人間とは違い、肉体が成熟した状態で「涙の卵」から生まれてくる神鳥は、外見で年齢を判断することはできない。肉体の年齢は、地上で神鳥の役目を終えるまでは生まれた時のまま老いることはなく──それと同時に、寿じゆ命みようや病やまいで命が散ることもない。

　十代中頃の少女に見えるカナイも、この世に生を受けてたったの三年。人間ならば、未だ物心つく前の子供だ。

　神鳥は、生まれたその日からいつか訪れる神降ろしの時に備そなえ、地上で生きるために必要となる知識と、武器を使った戦い方を神族達から学ぶ。当然カナイも、生まれてから今こん日にちに至るまで十分すぎるほどの知識を与えられ、戦いにおいては、剣術ならば誰にも負けない自信を持っていた。

　しかし、知識を深め、鍛たん錬れんを重ねたからといって、神降ろしに対する恐怖が消えるわけではない。

　書物に描かれた魔ま物ものの絵は、どれも目を覆おおいたくなるほどおぞましいものだった。首が六つもある竜や、毒どく牙がを持つ巨大な狼おおかみを相手に、生半可な武器が通用するとは思えない。

「む、無理よ。私には戦えない……っ！」

　今にも気が狂ってしまいそうな不安と恐怖に襲われ、紺碧色の瞳から溢あふれた涙が音もなく頰ほおを伝い、凪なぎの水面へ零こぼれ落ちて幾つもの波は紋もんを広げる。

　錯さく乱らんしたカナイが、どうにかしてこの場から逃げ出そうと泉の縁に手をついて立ち上がろうとした──まさに、その時だった。

「……ひッ!?」

　泉の水面へ複雑な魔法陣が描えがき出されたかと思えば、目も開けていられないほどの眩まばゆい光が天を穿うがつ柱のように逬ほとばしった。

　その刹せつ那な、白しろ銀がねの光を噴き出す泉の中から一本の腕が現れ、泉の縁にかかったカナイの手を痛いくらいの力で摑つかんだ。咄とつ嗟さのことに悲鳴ひとつ上げられないカナイは、当然ながら手首をとらえた腕を振り払うこともできなかった。

　次の瞬間、泉から伸びた腕に力強く手を引かれ、カナイの小さな身体からだは光を発し続ける水面へと引きずり込まれてしまう。

　とぷん──と、歳とし若わかき神鳥の姿が泉の中へ消えた途端、泉の水面に浮き出ていた魔法陣が溶けるように消え、それまで噴き出していた白銀の光もぴたりと止まる。

　一瞬にして夜明け前の静けさを取り戻した中庭には、後はただ穏やかに風が流れるばかりであった。
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　西の大国、セレシェイア。

　王都トレス・ラーグリマの北西に位置する、神鳥の城にて。

　城の敷地内に建つフレイムローズ神殿では、現神鳥とその後見人である先代神鳥の祈き禱とうが、三日前より夜よを徹てつして行われていた。神職の頂点に立つ姫ひめ巫み女こが、新あらたな神鳥が降こう臨りんするお告げを天の神より賜たまわったからである。

「イナミ、覚悟はよろしいですか？」

　先代の神鳥であるセレナの問いかけに、祭さい壇だんの上で聖水の張られた巨大な水すい盤ばんへ一心に祈りを捧ささげていた現神鳥のイナミは、長い睫まつ毛げを微かすかに震わせ、閉ざしていた瞼まぶたを静かに上げる。

　現れた紺こん青じよう色の瞳はどこまでも真剣で、刃やいばのように鋭するどい光を宿していた。額には微かに薄れた紅くれない色の御印が刻まれており──神鳥としては珍しい男性である彼は、女おんな物ものの装しよう束ぞくの長い袖そでを静かに二の腕まで捲まくり上げる。

「水盤が白銀に輝きし時、その光の中へ手を差し入れ、新たな神鳥の手を摑む──この手順で、間違いありませんか？」

　これから自分が行う儀式は、決して間違いがあってはならない。もし失敗などすれば、この大陸に生きる民たみが犠ぎ牲せいとなる。

　この数年は、神鳥として出で来き損そこないの自分が神降ろしされてしまったせいで、数多くの人間が魔物に喰くわれてしまった。神鳥の御印が通常よりも早く薄れ始めたことも、民達を不安に駆かる要因となっている。

　この大陸に生きる万ばん民みんを安あん堵どさせるためには、新たな神鳥が必要だ。それも、自分のような未熟者では意味がない。今度こそ、女装をした男の神鳥などではなく、十分な力をその身に宿やどした完全なる女の神鳥でなければならないのだ。

　ひどく思い詰めた表情をしているイナミに、祭壇の下に控えるセレナはできうる限りの優しい声こわ音ねで答える。

「その手順で、確かに間違いはありません。──大丈夫ですよ、イナミ。あなたならば、万ばん事じ上う手まくゆくはずですわ」

　そんな後こう見けん人にんの励はげましに答えることなく、神鳥の青年はじっと水盤を見つめるばかり。

　力無い男の神鳥である自分に、事を上手く運べた例ためしなどない。神鳥としての力が未熟なせいで、初代神鳥から与えられる守護者も二人しか息い吹ぶくことがなかった。しかも、神鳥の力が消えるまでには本来十年ほどの猶ゆう予よがあるはずのところ、自分は御印が刻まれてたったの二年でその役目を終えようとしていた。

　……自分は、神に見捨てられた神鳥だったのかもしれない。

　セレナから寄せられる厚い信頼は嬉うれしかったが、素直に喜ぶことはできない。自分の力量は、自分が一番よく知っていた。

「……きた、か」

　水盤の縁が淡い白はく銀ぎんに輝いたのを見み逃のがさず、イナミは紺青色の瞳を鋭く眇すがめた。

　それまで凪ないでいた水面が細こまかに波立ち、白銀に輝く波紋が幾つも生じる。まるで、雨が湖面を打っているようだと思っていれば、水盤の中心からひときわ大きな波紋が広がり──その刹那、水面に複雑な光の魔法陣が浮かび上がった。

「今です、イナミ！」

「……っ」

　セレナが叫ぶと同時に、水盤全体から目も開けていられないほどの閃せん光こうが逬る。その、網もう膜まくを焼くような苛か烈れつな光に怯ひるむことなく、イナミは両腕を水盤の中へ差し入れた。

（どこだ……どこに、いるんだ……）

　水を搔くような感覚の中、イナミは新たな神鳥の手を探す。

　やがて水面から手が突き抜けた感覚に、イナミは小さく息を吞のんだ。

（天界へ、手が届いた……っ）

　そのことを知ったイナミは、袖が濡れるのも構わず更に腕を伸ばし、すぐに目当ての者の手を摑むことに成功した。

　思ったよりも、ずっと小さな手のひらだ。その温ぬくもりを感じた瞬間、鼓動が大きく高鳴った。

（これが、私の仕える神鳥の手……）

　思わず涙してしまいそうな実感を嚙かみ締しめる間もなく、イナミは腕を振りほどかれてしまう前に、しっかりと摑んだ新たな神鳥の手を渾こん身しんの力で引く。

　まずは、自分よりも小さく白い手が白銀の光を噴き出す水面に現れる。その手首を摑む右手は決して離すことなく、イナミは水盤の中に浸けたままの左手で、偶然手に触れた腰帯を辿り、その細い腰を強ごう引いんに抱き寄せた。

　水盤の中から濡れた華きや奢しやな身体を引き上げたイナミは、三日三晩続いた祈禱により、軽い眩暈めまいを感じて祭壇にへたり込んでしまう。

「よくやり遂とげましたわ、イナミ！」

　いつの間にか水盤が発していた光は収まり、祭壇を駆け上がってきたセレナが、荒い呼吸を繰り返すイナミの傍かたわらに膝をつき、いつになく興こう奮ふんした様子で叫ぶ。

「見なさい、あなたがその手で摑み取った新たな神鳥を。とても可か愛わいらしい、女の子ではありませんか」

「あ……」

　セレナからそう言われ、初めて見た新たな神鳥の姿。

　腕に抱いていたのは、意識を失った線の細い少女だった。額に貼はりつく濡れた前髪を払ってやれば、見事な紅蓮の御印が現れる。

（成熟した、完璧な女の神鳥だ……）

　これで多くの民が救われると感じた瞬間、イナミは微かな笑みを浮かべつつ、甘いまどろみの世界へ意識を深く沈めた。
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　甘い花のような香りに、意識が緩ゆるやかに浮上する。

「ん、ぅ……っ」

　小さく呻うめき、カナイはうっすらと瞼を開く。ぼんやりとした意識で見上げた天てん井じように見覚えはなく、背中に感じる寝台がいつもより柔らかいことが奇妙だ。部屋で香を焚たく習慣もないので、鼻び腔こうをくすぐる甘い香りにも違和感を覚える。

　ここはどこなのだろうかと疑問に感じ、寝台から起き上がろうとしたカナイは、傍かたわらに感じる温もりに気がついてふと動きを止めた。

（うわぁ、すごく綺き麗れいな人……）

　首を傾かたむけて見下ろした先には、思わずうっとりしてしまいそうなほど美しい女性が、寝台に上半身を預けて穏やかな寝息を立てていた。

　頰に影を落とす長い睫毛。薄く化け粧しようの施ほどこされた寝顔は、まるで作り物のように美しく整っている。手入れの行き届いた長い髪は艶つややかで、色とりどりの簪かんざしや髪かみ紐ひもを使い、器用な形に結われていた。

「……え」

　安らかに眠り続ける女性の、乱れた前髪の向こう──微かに薄れた紅蓮の模様を目にした瞬間、カナイの心臓がドクリと不規則に脈打った。

　我われを忘れて寝台から跳はね起きたカナイは、部屋の中を見回して愕がく然ぜんとする。天界と様式の違う、広い部屋。見たこともない調ちよう度ど品ひんの数々に、後頭部を力一杯殴なぐられたような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　妙に弾力のある寝台から飛び降り、カナイはまろぶように窓辺へ駆け寄る。どうやらこの部屋は屋敷の中でも高い位置に存在するようで、木枠に色硝子ガラスのはめ込まれた扉とびらを押し開ければ、露台バルコニーの向こうに綺麗に整えられた垣かき根ねや、季節の花々が咲く美しい庭園を見下ろすことができた。

　眼下に落としていた視線を僅わずかに上げれば、生命力に満ちた青々と茂る森の向こうに、民家と思われる建物がぎっしりと立ち並んでいるのが見えた。その中心には、幾つもの塔で形成された、厳げん粛しゆくな佇たたずまいの偉容がそびえている。

　平ひら屋やばかりの建つ天界で生きてきたカナイにとって、こうして高みから世界を見渡す行為自体が初体験だった。それ以上に、目に映るすべてが天界の光景と違うことに、戸と惑まどうよりも先に心臓が止まるほどの恐怖を覚える。

「目が、覚めたようだな」

「──っ！」

　その時、背はい後ごから突然声をかけられ、カナイは飛び上がらんばかりの勢いで肩を震わせた。

　開けっ放しの扉を後ろ手で閉めながら、オドオドと振り返った先には、それまで眠っていたはずの美女が立っていた。

「そう怯おびえるな。私はお前に、危害を加えるつもりはない」

　震える両手を胸の前できつく組み、今にも気絶しそうなひどい顔色をしているカナイの様子に、女はそれ以上近づかず、その場で敵意がないことを両手を上げて示した。

　こちらをじっと見つめてくる透き通った紺青色の瞳に、カナイはごくりと生なま唾つばを吞み込む。眠っている時こそ、触れたら壊れてしまいそうなほど儚はかない印象を受けたが、今の彼女からは研とぎ澄すまされた刃のような、凜りんとした強さと美しさが感じられる。

　将来はこうなりたいという理想の女性像を前に、カナイは思わず何もかもを忘れてぽーっと見み惚とれてしまった。

「あなたは、いったい──」

　夢に浮かされたように問うたカナイに、女は額にかかる前髪を徐おもむろに搔き上げながら答える。

「私の名は、イナミ。女ばかりが多く生まれる神鳥の中、異端の男としてこの世に生を受けた者だ」

「お、とこ……」

　信じられないとばかりに、カナイは紺碧色の瞳を大きく見開く。

　正しよう真しん正しよう銘めいの女である自分よりも、目の前の神鳥は遙かに麗うるわしい風ふう姿しをしている。けれど彼女の声は、そのたおやかな見み目めには不ふ釣つり合あいなほど低く、淑しとやかさに欠けた物言いはまさに男そのものだった。

　しかし、不可解な点がある。もしこの神鳥が本当に男だというのならば、何ゆえ女物の装束を纏まとい、化粧までしているというのだろうか。

　無遠慮な視線が上から下へと身体を這はい、イナミと名乗る麗しき神鳥の青年は、形のよい柳りゆう眉びを静かに寄せた。

「その様子では、なぜ私が女の真ま似ね事ごとをしているのか気になるようだな？」

「うっ」

「私がこのような形なりをしているのは、民に無用な不安を抱かせないためだ。この大陸では、男の神鳥は不吉の象徴とされている。ゆえに私は普段から女のように振舞っている。──どうだ、これで納なつ得とくできたか？」

　イナミから淡白に問われ、カナイはとりあえず無意識に頷うなずいた。

　ここが天界でないことは、今しがた窓から見た光景が何よりの証拠だ。だとすると、残る可能性はただひとつ──額に御印の刻まれた自分は、地上へ神降ろしされてしまったのだろう。

　もしここが本当に地上だというのならば、イナミもまた、神降ろしを経験した神鳥のはず。だとしたら、彼なら自分が今感じている恐怖や不安を理解してくれるだろうし、事情を話せば色々と力になってくれるかもしれない。

　絶望の中に差し込んだ一ひと筋すじの希望に、意を決したカナイは喉のどの奥から絞しぼり出すようにして、その質問を口にした。

「あ、あの……いったい、ここはどこなの？」

　額に御印が刻まれた自分は、突然白銀の光を噴き出し始めた中庭の泉へ、何者かの手によって引きずり込まれたはずだ。水に入ってすぐに意識を失ってしまったので、濡れた衣服をどのようにして着替えさせられたのかも、誰が寝台まで運んでくれたのかさえわからない。

　そんな彼女の問いに、イナミは相変わらずの無表情で淡たん々たんと答える。

「ここは、地上に存在するセレシェイアという国で、お前が今しがた窓から見ていた集落が、セレシェイアの王都、トレス・ラーグリマだ」

「地上ってことは、やっぱり私、神降ろしされてしまったのね……？」

　血色の悪い頰ほおから、更に血の気が失われてゆく。ある程度予測していたこととはいえ、はっきりとその現実を突きつけられた衝撃は、高い崖がけの上から突き落とされたかのようだ。

　あまりの絶望に顔がん色しよくを失ったカナイは、震える両手で頭を抱え、その場に力なく座り込む。

「お前は、己の力を初代神鳥様に認められたことが不服なのか？」

　毛足の長い絨じゆう毯たんの上で小さく身を丸めている神鳥の少女を、イナミは驚くほど冷さめた瞳で見下ろしている。

　頭上から浴びせられる凍いてついた眼まな差ざしを、垂れた前髪の奥から憎しみすら込めて見返すと、カナイは嚙みつくような甲かん高だかい声で叫ぶ。

「神降ろしされるくらいなら、力なんて認めてもらいたくなかったわっ！」

「……なんだと？」

「あなただって私と同じ神鳥なら、神降ろしをされた神鳥が魔物と戦わされるってことを、知っているはずよ。だけど私は、あんな恐ろしい化物となんか戦えない。──戦いたくなんかないのよッ！」
















　澄んだ湖面を思わせる瞳から、ボロボロと大粒の涙を零しながら絶叫したカナイに、それまでなんの感情も浮かべていなかったイナミの表情に僅かな変化が生じた。

「魔物と戦えないなどと、どの口で言える」

　イナミは女物の装束の長すぎる裾すそを引きずりながら滑すべるように移動し、床に蹲うずくまって泣いている神鳥の傍らに立つ。その怒りに満ちた低い声音に、カナイは伏せていた顔を上げた。その瞬間、伸びてきた二本の腕が乱暴に寝巻きの胸むな倉ぐらを摑み、気がつくとカナイは身体を無理やり宙に吊つり上げられていた。

「な、何を……っ」

「神鳥に与えられた責せき務むを、知らないとは言わせない」

　襟えり元もとが締まり、苦く悶もんに満ちた表情で絞り出したカナイの言葉を、静かな怒ど気きを孕はらんだイナミの声が遮さえぎる。

「この世界で、人間がどのような状況に置かれているのかすら理解しようともせず、よくもそのように無情なことが言えたものだな。魔物と戦う術すべを持たぬがゆえ、無残にも喰い殺されている人間達を前にして、お前は戦う術を持ちながら自みずから戦いを放ほう棄きするというのか？」

「そんなの、私には関係ないッ！」

　金切り声を上げたカナイから渾身の力で胸元を突かれ、イナミはその衝撃に摑んでいた寝巻きの胸倉を離してしまう。

　後方へ数歩たたらを踏ふんだイナミは、絨毯敷きの床に尻しり餅もちをついたカナイを絶対零度の眼差しで睨にらみ──薄く紅べにの引かれた口元へ、あてつけるように残ざん虐ぎやくな笑みを刻んだ。

「いいだろう、愚おろかな神鳥よ。そうまでして戦いを拒こばむのならば、勝手にするがいい。その代わり、戦えぬならばこの城から出て行くのだな」

「……え」

　無ぶ様ざまに床へ倒れ込み、肩で荒い呼吸を繰り返していたカナイは、突如告げられた無情なひと言に、頭から冷れい水すいを浴びせかけられたかのような錯覚に陥った。

　なぜそんな酷ひどいことを言うのかと、泣き濡れた視線を縋すがりつくように送られたイナミは、更に彼女へ追い討ちをかけるべく非情な言葉を吐く。

「戦いを放棄した神鳥の世話など、誰が好きこのんでするものか。お前が万民のために大人おとなしく戦うと言うのなら、私は後見人としてこの命を懸かけてお前に仕えることを誓ちかおう。しかし、戦わぬと言うならば──問答無用でこの城から叩き出す」

「そ、そんな……っ！」

　非難めいた声を上げたカナイに、イナミはただ冷然と微笑する。

「神鳥が地上で何不自由ない暮らしを約束されるのは、人間のために命を賭として魔物と戦うからだ。よもや、その役目を果たさずに、安あん穏のんとこの城で暮らせるとは思っていないだろうな？」

「──っ、この鬼！　そこまでして、私を魔物と戦わせたいの!?」

「当然だろう、戦えぬ神鳥など邪魔なだけだ」

「じゃ、邪魔だなんて……」

　同じ神鳥なのだから、この人は自分のすべてを受け入れてくれるはずだと、心のどこかで信じていた。けれど、実際の彼は神鳥に与えられた役割を理解したうえで、魔物と戦えと強要してくる。

　淡い期待も容よう赦しやなく打ち砕かれ、カナイは目の前が暗くなったように感じた。

「……まぁ、お前のような心弱き者が戦ったところで、魔物を倒すどころか逆に喰い殺されて終わりだろう。戦う覚悟もできていなければ、神鳥としての自覚まで欠けている──お前のような腰抜けが、何ゆえ神鳥として生まれてきたのだろうな？」

　戦えない神鳥など、見る価値もないと思っているのだろうか。イナミはこちらを見ようともせずに、口くち端はを嫌いや味みな感じに吊り上げ、ただ冷笑している。

　自分の存在自体を否定されたカナイは、紙のように白くなった表情をくしゃくしゃに歪ゆがめ、ついに度たび重かさなる叱しつ責せきに耐えきれなくなったのか、膝を抱えて激しい慟どう哭こくを始めてしまう。

「私の額からこの御印が消えるまで、お前に自らの運命を選択する猶予をやろう。それまでに、自分の進む道は自分で決めろ」

　本格的に泣き出した神鳥の少女へ背を向けたイナミは、何かを堪こらえるようにきつく紺青色の双そう眸ぼうを眇め、感情を押し殺した声でそれだけ告げる。そして後は何も言うことはなく、彼は部屋を立ち去った。

　たった一人、見慣れぬ広い部屋に取り残されたカナイは、出て行ったばかりのイナミへ向けて大声で怒鳴る。

「私が……何をしたっていうのよぉ……っ！」

　その悲痛な叫びに、答える声はなかった。
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　泣いて、泣いて──永遠に止まらないかと思われた涙も涸かれ果てた頃、床に突つっ伏ぷすように丸くなっていたカナイの耳に、部屋の扉が控えめに叩たたかれる音が聞こえてきた。

「神鳥様、失礼いたします」

　微かな軋きしみとともに扉が開き、耳に心地ここち良よい女性の声が響く。カナイが泣き腫はらしてボロボロになった顔を上げると、開かれた扉から薄うす藍あい色の羽は衣ごろもを纏った装束姿の女性が、しずしずと室内に入ってくるところだった。

　百ゆ合りの化け身しんかと見み紛まがうほど、清せい楚そで可か憐れんな印象を受ける淑しとやかな女性だ。色とりどりの宝石が輝く簪かんざしで複雑に結われた髪は床に届くほど長く、薄化粧の施された顔は見る者の心を和なごませるような、柔らかい微笑を湛たたえている。

「あなたは……？」

「わたくしは神鳥の指し南なん役を神官長から仰おおせつかっております、先々代の神鳥を務めましたセレナ・アドニスと申します」

　涙の浮く目をカナイから向けられた女性は、背後の扉を静かに閉ざすと、その場で恭うやうやしく頭こうべを垂れる。その際、髪に挿さした簪の飾りが揺れて触れ合い、涼やかな音ね色いろが幾つも生じた。

　風に揺れる風ふう鈴りんのような音色は荒すさんだ心に沁しみ入るようで、カナイは痛む胸を装束の上から押さえながら、床に伏せっていた身体を緩ゆる々ゆると起こした。

「礼儀を欠くイナミの言動、どうかお許しくださいませ。あの子も決して、無む為いにあなた様を傷つけようとしたわけではないのです」

　下げた時同様に簪を鳴らしながら頭を上げ、セレナは申し訳なさそうに眉を寄せて微笑ほほえむ。

　やがて滑るような足取りで近づいてきたセレナは、カナイの細く頼りのない背中に、自分の纏っていた羽衣をかけてやった。持ち主の温もりを残す羽衣の端を摑んだカナイは、赤く腫れ上がった目元を険けわしく歪めて吐き捨てる。

「そんなの噓うそだわ。あの人、魔物と戦わなければ私をこの城から叩き出すって言ったのよ？　私は、好きで神降ろしされたわけじゃないのに……魔物となんか、戦いたくないのにっ！」

　これほど、誰かを憎いと思ったのは初めてだ。

　心に生じた傷からは、ドロドロに溶けた鉄のような熱い怒りが溢れ出し、堪えきれない憎ぞう悪おの念に目の前が赤く染まる。呼吸が自然と荒くなり、気がつけば背にかけられた上等な羽衣を、皺しわが寄るほどきつく握り締めていた。

「イナミは、そのようなことを申したのですか……」

　苦しげに荒い呼吸を繰り返す幼い神鳥の背を、セレナは繊細な右手で優しく撫でながら、零れ落ちそうな紺青色の瞳を切なげに細める。

「ご安心なさいませ、神鳥様。神降ろしされた時点で、あなた様はこの大陸の正式な神鳥となりました。城の主は、現今の神鳥と定められております。すなわち、天界より御お座わしくださったあなた様の居場所は、この神鳥の城でございます。ですから、イナミがあなた様をこの城から追い出すことは不可能なのですよ」

「──それ、本当なの？」

　乱れた前髪の奥から心細げに問うてきたカナイに頷うなずくと、セレナは彼女を安心させるよう柔にゆう和わに微笑んでみせる。

「わたくしは、城の主たるべきあなた様に噓など申し上げはいたしません。どうかわたくしの言葉を信じてくださいませ」

「セレナさん……っ」

　地上で目が覚めてから初めて優しく接してくれる人と出会い、とっくに涸れ果てたと思っていた涙が再び溢れ出して、カナイは子供のように嗚お咽えつを漏もらしながら泣き始めた。

　セレナは泣き出したカナイの身体を抱き締めると、赤あか子ごをあやすような優しい手つきで何度もその背を撫でる。

「これから先の運命は、あなた様がその手でお選びになることです。幸い、完全なる代替わりまでは若じやつ干かんの余裕が残されておりますゆえ、この世界の有り様を見けん聞ぶんしてからでも、結論を出すには遅くはありません」

　ですから──と続け、未だ名も知らぬ神鳥の乱れた髪を手て櫛ぐしで梳すきながら、セレナはどこか憂うれいげに微笑する。

「今はどうか現実から目を逸らさずに、その曇くもりなき眼まなこでこの世界のすべてをご覧になってください。この世は決して絶望ばかりではなく、必ず希望もございます。まずはその希望を、どうかご自身の目でお確かめくださいませ」
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　カナイが地上に神かみ降おろしされてから、既すでに一週間が過ぎようとしていた。

　相変わらず魔ま物ものと戦うことを拒こばみ、部屋に閉じこもったまま外に出ようともしないカナイだったが、神かみ鳥どりの指し南なん役として神殿に仕えているセレナのことだけは信頼しているようで、彼女の話だけには大人おとなしく耳を傾かたむけていた。

「ここはセレシェイアって国で、神鳥とその守護者以外は、装しよう束ぞくを着ちゃいけないのよね」

　異様に弾力性のある寝台は、ベッドというらしい。その縁へりに腰かけたカナイは、筆と似た役目を果たすペンという筆記用具を使い、これまでにセレナから教わったことを、天界の文字でせっせと紙に書き記していた。

（一度神降ろしされちゃったら、どうやったって天界には帰れないんだもの。魔物とは戦わないって決めたけど、これからこっちで生きてくには何かと知識が必要だし、真ま面じ目めに勉強しないとね……）

　天界から地上へ降りる術すべは存在するが、地上から天界へ昇る術は存在しない。だからこそカナイは、この世界で生きてゆけるだけの知識を真剣に学んでいた。

　神鳥は万ばん国こくすべての言語を解するが、読み書きに使用できるのは天界の文字だけだ。それゆえカナイは、読みたい書物はセレナに読み上げてもらい、重要な情報は自分の文字で書き記さなければならなかった。

　学ばなければならぬことが山やま程ほどある中で、カナイが最も知りたがったのは、ここ、セレシェイアという国についての事象だった。

　神鳥の拠点となっているセレシェイアには、かつて、この大陸で最も深くて巨大な歪ひずみが生じていたらしい。その歪に蓋ふたをする役割として建てられたのが、フレイムローズ神殿だ。

　聖なる力に守られた神殿には、神降ろしの儀式や魔物出現の予知に使われる水盤が保管され、神鳥の居きよ城じようも自然な流れでこの地に作られたという。

　その後、元は騎乗民族だったセレシェイアの民が神鳥の城の北西に王族の居城を建て、王都となったトレス・ラーグリマは短期間で目め覚ざましい発展を遂とげた。それも偏ひとえに、神鳥の控える神殿が近く、魔物が出現してもすぐに討つことができたからだ。

「えーっと、このセレシェイア国で一番偉いのが王様って人で、王様の血を引く人達が王族。その人達の次に偉いのが、神鳥でよかったはず……」

　そこでいったん手を止めたカナイは、びっしりと地上の情報が書き込まれた紙を目の前に掲かかげ、満足げに口元を緩ゆるめてにんまりと笑う。

「なんだ、私ってこの国ではかなり偉いんじゃないの」

　あのイナミとかいう神鳥からは好き勝手なことを言われ、この上なく腹立たしい思いをさせられたが、それ以外でカナイの気分を害するようなことは今まで何ひとつ起こっていない。

　それもそのはず、セレシェイアにおいて神鳥は王族の次に尊重される立場にあり、大勢のメイドにかしずかれ、世話をされる身分なのだ。

　最初こそ食欲がないと言って食事を拒んでいたが、なんでもいいから口に入れてくれとセレナに懇こん願がんされ、仕方なしに野菜を煮込んだ汁しる物ものを啜すすった時から、カナイは地上の未知なる料理の数々にすっかり魅了されていた。

（スープとかいう汁物、あれは美お味いしかったわよねぇ。甘かん味みなんて、天界の倍以上の種類があるんだから驚きだわ）

　日に三度、メイドが運んでくる食事は、天界の味つけとはまったく違っていたが、カナイの舌にはよく馴な染じんだ。

　美味な食事に、綺麗な衣服。着替えや身み支じ度たくなどはメイドが手伝ってくれるうえに、欲しい物はなんでもすぐに用意される。

「それもこれも、私が偉いからなのよねぇ」

　感かん慨がい深げに呟つぶやいて、ぷくくと不気味な笑い声を漏もらす。

　自分がこの城で一番偉いことを知ったカナイは、セレナに縋すがって大泣きした時の気弱さはどこへやら、今では誰からも大切にされる現状に満足さえしていた。

　──しかし、このままここに居続けることはできない。

　たった今書き上がったばかりの紙を、それまで書き溜ためた紙と一緒にして丸める。適当な紐ひもを使って封をすると、カナイは腰かけていたベッドから飛び降りた。そして何を思ってか、彼女は床まで届くベッドの敷布を捲めくり上げる。

（いくら私が偉くたって、イナミは結構な強敵だわ。血管に氷が流れていそうなあいつなら、私をこのお城から追い出すことくらい平気でやるはずよ。それで、主あるじのいなくなったお城を自分のものにして、美味しいごはんばっかり食べて好き勝手するつもりなんだわ！）

　なんて酷ひどい奴なんだと心中で憤いきどおりながら、モグラのようにベッドの下に潜っていったカナイは、やがて白い布包みを持って出てきた。

　結び目を解いて広げると、中から果くだ物ものの絞しぼり汁が半分ほど入った瓶びんと、胡桃くるみ入りの小さなパンが二つ現れた。これは今朝、メイドの見ていない隙すきにこっそり取っておいたものである。

　優しいセレナと別れるのは名残なごり惜おしく、美味しいものが食べられなくなるのも辛いが、血も涙もないイナミに追い出されるくらいなら、自分から城を出て行った方が何倍もマシだ。

　貴重な情報を記した紙束を食料と一緒に布で包むと、カナイはそれを器用に背せ負おって窓辺へと向かう。

　音を立てないように細心の注意を払いながら大きな窓を開け、足音を忍ばせて露台バルコニーへ出ると、事前に窓かけカーテンを裂いて用意しておいた即席の縄なわを、手頃な手て摺すりに縛しばりつけて庭へと垂たらす。

　手摺の結び目近くをしっかりと握り締めたカナイは、ごくりと生なま唾つばを吞のみ込んだ。見下ろせば、庭まではかなりの高さがある。正直なところ、手て製せいの縄一本でこの高さを降りるのは、足が竦すくみそうなほど怖かった。

　けれどこんな恐怖、異い形ぎようの化ばけ物ものと戦わされることと比べればなんでもない。

（陽があるうちにできるだけ遠くまで逃げなきゃいけないんだし、急がなくちゃ）

　腰が引けそうになる自分を叱しつ咤たすると、ついにカナイは手摺を乗り越えた。

　縄に全体重をかけて宙ぶらりんになれば、いきなり強い風に煽あおられて、思わず小さな悲鳴を上げてしまう。振り子のようにぶらぶらと揺れる縄にしがみつき、慌あわてて口を噤つぐんだカナイは、咄とつ嗟さに周囲へ視線を走らせた。

　もしかしたら今の悲鳴を誰かに聞かれたかもしれない。忙せわしなく辺りの様子を窺うかがっていると、少し離れた西館の廊下を一人のメイドが歩いているのが見えた。

（ま、まずい……っ）

　こんな状況で見つかったら、きっと城中が大騒ぎになる。頼むから気づかないでくれと何度も念じていると、間もなくメイドの姿は見えなくなった。

　我知らず詰めていた息を吐こうとすれば、今度は下方から人の声が聞こえ、カナイは緩みかけた頰ほおの筋肉を再び強こわ張ばらせる。恐る恐る視線を落とすと、木ぼく刀とうを肩に担かついだ二人の青年が、ちょうど自分の真下を通り過ぎるところだった。

　カナイは涙目になりながら、心の中で盛大に絶叫を上げた。

（お願い、絶対に上を見ないで！　っていうかノッポの方、あんたはあんまり右向くんじゃないわよっ！　垂れてる縄が見えちゃうでしょうが！　しっかり前だけ見て歩きなさいよね!?）

　どうやら剣けん稽げい古こ後と思われる二人組の青年は同僚の兵士らしく、片方が上司への不満を愚ぐ痴ちり、もう片方がそれを慰なぐさめているようだ。そのお陰かげか、自分達の会話に集中している彼らは、頭上で宙ぶらりんになっている神鳥の存在に最後まで気づくことなく、少し先の角を曲がって姿を消した。

（た、助かったぁ……）

　見つからずに済み、今度こそ深々と安あん堵どの息をつく。とはいえ、家出をしようとしている神鳥を見落とすなんて、この城の警備は大丈夫なのだろうか。

（まあ、そんなこと私が心配することじゃないわね）

　あっさり思考を切り替えたカナイは、次の邪魔が入らないうちに速すみやかに降下を開始する。

　だいぶ腕も痺しびれてきたうえに、手のひらには汗が滲にじみ、縄を摑む握力にも影響が出始めていた。早く降りなければ、手が滑すべって転落してしまうのは時間の問題だ。

　額に玉の汗を浮かべながら、慎重に縄を伝って地上を目め指ざす。幸い、縄の繫つなぎ目を手掛かりにして、降下は順調に進んだ。そして、どうにか縄の半なかばほどまで到達した時──頭上からミシミシという不穏な音が聞こえ、カナイはぎょっと目を見開いた。

「ひ……っ！」

　反射的に頭上を仰げば、手摺に結びつけた縄の根元が裂けてきているのを目まの当たりにして、喉のどの奥から引き攣つった悲鳴が漏れる。やばい、切れる──と思った瞬間、ブチッという絶望的な音がやけに大きく鼓こ膜まくへ届いた。

　突然の浮遊感に襲われたかと思うと、周囲の景色が一瞬にして上方へと流れてゆく。

「──っ！」

　絶叫する暇もなく、綺麗に整えられた垣根の上に背中から落ちた。ただ、生はえ変わったばかりの柔かな若葉が上う手まく落下の衝撃を和やわらげてくれ、かなりの高さから落ちたというのに、カナイは怪け我がひとつ負うことはなかった。

（し、死ぬかと思った……）

　うるさいくらいに脈打つ心臓に今もなお生きていることを実感して、硬直していた全身から力が抜けてゆく。だが、遙か上方で揺れている縄の残ざん骸がいが目に入ると同時に、カナイはハッと我に返った。

（いけないっ、今はこんなところでぼーっとしている場合じゃなかったわ！）

　無残にも枝が折れ、ぺしゃんこに潰れた垣根の中からぴょこんと勢いよく飛び起きて、地面に投げ出されていた荷物を回収する。そしてカナイは、都合のよい場所に植えられていた垣根を感謝とともに乗り越えると、城を取り囲んで広がる森を目指し、装束の裾すそを盛大に翻ひるがえして駆け出した。

　その姿を見み咎とがめる者は、誰一人としていなかった。
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　初めての家出は、案外すんなりと成功した。

「自由に外を出歩けるって、なんて気分がいいのかしら！」

　聖なる力で守られた神鳥の城は、悪しき存在の侵入を決して許さぬため、城壁を必要としない。その代わりに城の周囲は小さな森に囲まれていて、木こ立だちがちょうどよい目隠しになっている。お陰で脱出は思っていたよりも簡単に終わり、カナイは少々拍子抜けした。

　絶対家出してやると意気込みつつ、城から抜け出すにはもう少し苦労するだろうと予測していたので、これは嬉うれしい誤算である。藪やぶの中を強引に突っ切る時に裾すそや袖そでを引っかけて破いてしまったり、木の根に足を取られて派手に転んだりもしたが、こうして道らしき道に出てしまえばこっちのものだ。

　足元は布製の室しつ内ない履ばきのままだったが、素足で歩き回るのと比べたら十分ありがたい。柔らかな靴底越しに、でこぼことした土の感触を楽しみながら、カナイは肌を撫でる爽さわやかな風に自然と頰を緩ませた。

「天界にいた頃は勉強と武術の訓練ばっかりで、滅めつ多たに屋敷から出たことがなかったもの。こんなに綺麗な空も、風が大地を駆けるところも、初めて見たわ」

　神鳥は天界において、神に次いで敬うやまわれる立場にある。だからこそ、豪ごう奢しやで広い屋敷に住まうことが許され、高度な教育を施されるのだ。

　壊れ物を扱うような態度で接してくる神族達に、カナイは随分と歯は痒がゆい思いをしてきた。屋敷の外へ出ることも許されず、食事は定められた時間に決められた量しか与えられない。身につける衣類や装飾品はすべて清められたもので、湯ゆ殿どのには聖水が満たされ、清めの力を持つ花の花弁が浮かべられていた。

　神鳥は邪よこしまなものを祓はらう、聖なる生き物である。ゆえに、あらゆる穢けがれから彼らを守るため、神族は過度な清せい澄ちようを求めたのだろう。

「世界って、こんなに広かったのね。ううん、私が知らないだけで世界はもっと広いんだわ」

　轍わだちの跡が薄れ、所々に草が生えた道を鼻はな唄うた交まじりに歩く。風光る春の小道は、土や草の弾けるような生命いのちの香りに満ちている。

　目の前を白と黄色の蝶ちようが横切った。カナイはその二羽に誘われるように道を逸それて、街道脇の草地へ足を踏み入れる。

　蝶は花のように可か憐れんな色合いの羽をひらめかせながら、じゃれ合うようにして飛んでいる。やがて二羽はふわりと地上へ舞い降り──蝶の動きを追って上ばかり見ていたカナイは、いつの間にか足元に広がっていた光景に感嘆の声を漏らした。

「うわぁ、綺麗……っ」

　名前も知らない淡い黄色の小さな花が、辺り一面に咲き誇っていた。

　城の窓から見えた中庭にも美しい花が咲いていたけれど、こうして大地に深く根を下ろして自然の風に揺れている花の、なんと美しいことか。その場に小さく蹲うずくまったカナイは、手た折おった花を自分の髪に挿さしてくすぐったそうに微笑む。

　無邪気に飛び跳ねるバッタに、花々の間を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回って蜜みつを集める蜂はち達。花の茎をよじ登るてんとう虫を飽きるまで観察したカナイは、装束の裾を払って立ち上がった。

　道へ戻ってしばらく歩けば、今度は水の流れる涼すずやかな音が聞こえてくる。好奇心に急せかされるようにして駆けてゆくと、道を横切るように小さな川が流れていた。

　丸太を繫げて作られた古い橋の上に膝ひざをついて、川の流れを覗のぞき込む。すると、髪に挿していた花が水面に落ち、白糸のように輝く水の上をくるくると回りながら、あっという間に流されていってしまった。

　髪飾りがなくなったのは少し残念だったが、川を流れてゆく花は楽しげに踊っているように見え、なんだか得をした気分になって笑え窪くぼを浮かべる。そのままじっと水面を眺ながめていれば、岩陰から泳ぎ出た魚の姿が見えて、カナイは頰を朱に染めて「おーっ」と歓声を上げた。

　なんでもないことが、こんなにも楽しい。ありふれたことをありのままに楽しむことのできる自分は、きっと誰より幸せだ。

　そんなことを考えて口元を綻ほころばせると、カナイは跳はねるように立ち上がって再び歩き出した。







　城を出てから、半日は歩いただろうか。

　こんなに長時間、一人で外を歩き回ったことは初めてだったが、目に映る物珍しい風景に惹ひかれて寄り道ばかりしているせいか、疲れはまったく感じられない。しかし、身体を動かせば当然腹は減るもので──カナイの腹もご多分に漏れず、情けない音を出して空腹を訴えた。

「結構歩いたことだし、この丘を登りきったらご飯にしようっと」

　道は少し先で緩やかな上り坂になり、小高い丘の頂上へと続いている。どうせ食事にするのなら、あの丘の上で食べた方がずっと美味しく感じられるだろうと決めるや否いなや、長い装束の裾を豪ごう快かいにたくし上げると、カナイは風を切って軽やかな足取りで駆け出した。

　弾む呼吸に、笑顔も零こぼれる。こうして膝ひざまで剝むき出しにして走っても、はしたないと窘たしなめる女官もいないし、魔物と戦うことを強要する者もいない。

　あぁ、これが自由というものなのか──。

　初めて経験する胸がすくような解放感に、今はただ何も考えずに笑いたかった。

「到着～っ！」

　一気に丘を登りきったカナイは、背負っていた包みを放り出し、倒れ込むように街道脇の草原へ寝転がる。

　火ほ照てった頰を撫でる、丘のふもとから吹き上がってくる風が心地よい。柔らかな草の上へ四し肢しを投げ出し、まるで世界と一体化したような錯覚を抱く。目の前には、悠ゆう々ゆうと綿わた雲ぐもの流れる青空が広がり、空はこんなに青かったのだと改めて知った。

　しばらく仰向けに寝転び、乱れた呼吸を整えると、カナイはようやく上半身を起こして、傍かたわらに投げ出した布包みへと手を伸ばす。包みを広げ、まずは喉の渇きを癒いやそうと果汁の入った瓶の栓せんを抜いた時、丘のふもとに広がる奇妙な光景がたまたま目に入った。

「何かしら、あれ……」

　丘を下ってしばらく行くと、街道は左右二ふた股またに分かれている。その二股を左へ進んだ先には、崩れた煉れん瓦が塀べいや黒く焼け焦げた木片などの点在する草原が見えた。

　ほとんどが草の中に隠れているのであまり目立たないが、かなりの広範囲で荒れ果てた光景が広がっている。

「昔の遺跡かしら？　……うーん、地上文明って理解できないわ」

　とぼけた感想を呟いてから、瓶へ直接口をつけて中身を飲む。手は自然と広げた包みへと伸び、カナイは上うわの空で少し固くなったパンをもそもそと齧かじった。

　ひとつ目のパンを平たいらげ、二つ目のパンも食べ終わろうとしていた頃。前方に広がる光景をぼんやり眺めていたカナイの耳に、快活な男の声と明るい子供の笑い声が風に乗って聞こえてきた。

　二つの声はだんだんと丘を登って、自分のいる場所へ近づいてくる。広げていた包みを手早く纏めてどうするべきかと迷っていれば、丘を駆け上がってきた子供と目が合った。

　相手はまだ幼い少女で、こちらをまじまじと見つめてくる大きな榛はしばみ色の瞳ひとみと、両肩に垂れる長い三つ編みの髪が兎うさぎのようで可愛らしい。

「あ、あの……」

「きゃあぁぁぁ──っ！」

　戸惑うカナイの言葉を遮さえぎって、少女が頰を真っ赤に上気させながら甲かん高だかい声で叫ぶ。すると、大きな籠かごを背負った男が血けつ相そうを変えて駆けつけてきた。

「ニナ、どうしたんだ!?」

「お父ちゃん、大変！　あそこに神鳥様がいるの！」

　どうやら二人は親子のようで、娘の方からまっすぐに指差されたカナイは、この突然すぎる展開を上手く飲み込めずに目を見開くばかり。やがて父親の方とも目が合い、とりあえずここは笑っておけとばかり、半ば無理やりに口元を吊つり上げてみせた。

　引き攣った笑みを浮かべるカナイを、数秒間黙って凝ぎよう視ししていた男の口が、次第にあんぐりと開かれてゆく。

「すごい、すごい！　新しい神鳥様だわ！」

　驚きよう愕がくに石せき化かした父親の傍らで、跳ねるようにして走り回る少女の場違いなほど明るい声が、やけに大きく辺りに響いた。
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　日暮れを迎えたクルスという小さな村では、賑にぎやかな笑い声に溢あふれた宴うたげが開かれていた。

（うわぁ、美味しそうなお料理が一杯！　この飲み物も、甘くっていくらでも飲めそうだわ）

　広いだけが取り得だという一軒家に連れてこられたカナイは、手作りと思われる卓の上座にちょこんと腰かけ、木を刳くり貫ぬいて作った洋杯から、果汁に蜂はち蜜みつを加えた甘い飲み物を啜っていた。草原で出会った親子からご馳ち走そうを振舞いたいと申し出られ、馬車にゆられてのこのこついてきた次第である。

「いやぁ、まさかあのような場所で神鳥様とお会いするとは思いませんでしたよ！」

　酒瓶を片手に赤ら顔で笑っているのは、丘の上で偶然カナイと行き合わせた親子連れの父親だ。彼の周りには村の人々が年齢も性別もさまざまに集まって、立ったまま陽気に酒や料理を楽しんでいる。

「それにしても、一人で旧街道を歩いていらっしゃったとは驚きですな。守護者の方々とはぐれてしまわれたのですか？」

　さり気なくそう尋ねてきたのは、村長を名乗った皺しわくちゃ顔の老人だった。

　最も触れてほしくはない、痛いところを突かれたカナイは、危うく口に含んでいた飲み物を噴ふき出しそうになる。──よもや、魔物と戦うのが嫌いやで城から逃げ出してきたとは言えまい。

「い、いやぁ……その辺は、ちょっと込み入った事情がありまして。えーと、あ、そんなことより、気になることがあるんですけれど」

　こうなったら、多少強引にでも話題を変えてしまうしかないと、カナイは頭の片隅に引っかかったままでいた疑問を口にした。

「丘の上から遺跡のようなものが見えたんですけど、あれっていったいなんですか？」

　カナイがそう尋ねた途端──賑やかに酒や料理を楽しんでいた村人達の顔から、なぜかそれまで浮かんでいた朗ほがらかな笑みが一斉に消えた。

（あ、あれ？　もしかして私、変なこと聞いちゃった……？）

　酔った男達は困ったように顔を見合わせ、老人達は何事かをヒソヒソと耳打ちしては、渋い顔で首を縦や横に振ったりしている。そんな不審な態度を取り始めた村人達に、カナイは困惑げに眉まゆを顰ひそめた。

「あぁ、それは遺跡じゃありませんよ」

　誰もカナイの質問に答えようとしない中、ようやく応じた声は、調理場の方から大皿に山盛りの肉料理を運んできた恰かつ幅ぷくのよい中年女性のものだった。女性の後ろを、丘の上で出会ったお下げ髪の少女がついてくるので、彼女の母親なのかもしれない。

「昔はあそこに、ヴィオレっていう農業の盛んな町があったんですけどね、十二年前に魔物の襲撃を受けて全滅しちまったんですよ。今じゃあ草だらけで地図上からも消されちまって、見る影もないですけどね」

「ふーん……」

「さあさあ、湿っぽい話はここまでにして、あたしの料理でもつまんでくださいな。お城のご馳走とまではいかないにしても、中々評判はいいんですから。──ほらみんな、何をしみったれた顔をしてるんだい。いつもの歌でもうたって、神鳥様を楽しませてさしあげなっ！」

　快活な声でそう言い、大きな口を開けて晴れやかに笑った女性は、まだ料理の途中だからと調理場の方へ引っ込んでしまう。

　女性の後ろ姿が調理場へと続く廊下の奥に消えると、酒を飲んで顔を真っ赤にした老人がどこからか古びた弦楽器を持ち出してきて、いきなり陽気な音楽を奏かなで始めた。皺だらけの太い指が器用に絃げんを弾はじけば、誰ともなく手拍子が始まり、やがて酔った男達が声を揃そろえて調子はずれな歌をがなり出す。

（みんな、元に戻ったみたいだけど……さっきの妙な雰ふん囲い気きは、いったいなんだったのかしら？）

　木もく杯はいを傾かたむけて甘い飲み物を啜りながら、カナイは眉み間けんへ微かすかな皺を刻む。しかしその違和感も、世話焼きな老ろう婆ばから料理の取り分けられた小皿を差し出されるとすぐに吹き飛んだ。

　こんがりと狐きつね色に焼かれた鶏肉には、飴あめ色いろのとろりとした煮出しがかけられている。赤い餡あんのかかった焼き菓子からは甘い香りが漂ただよい、食べやすいようにほぐされた魚料理はほこほこと白い湯気を立ち昇らせていて、とても美味しそうだ。

　昼間は乾いたパンを食べただけなので、カナイはいそいそと目の前の食事に手をつけた。

「お姉ちゃん、美味しい？」

　酒が進み、主しゆ賓ひんそっちのけで盛り上がり始めた村人達の笑い声に交じって聞こえてきたのは、無邪気な少女の声だった。口の中一杯に頰張った焼き菓子を嚥えん下かしながら振り向けば、三つ編みの少女がじっとこちらを見上げていた。

「そのパイにかかってるジャムね、ニナがお母ちゃんと森で摘つんできた木き苺いちごから作ったんだよ。蜂蜜のジュースも、お母ちゃんから教えてもらいながらニナが作ったの」

　偉えらいでしょうと言いたげに胸を張る少女が可愛らしくて、カナイの手は自然と彼女の頭へと伸びていた。

「ジュースもパイも、すごく美味しいよ。ニナちゃんはお料理が上手なんだね」

　柔らかな髪をふんわり優しく撫でてやると、少女は頰を赤く染め上げて、照れたようにえへへと笑う。

「──あ、そうだ。ニナ、お姉ちゃんにこれをあげたかったの」

　一ひと頻しきりカナイに頭を撫でてもらった少女は、突然何かを思い出したかのように声を上げ、前かけの隠ポケしツトをごそごそと探り、木を削けずって作られた首飾りを取り出した。

「ニナね、明日からお父ちゃんやお母ちゃんと一緒に、お隣のコルターニャっていう国へ行って飾り物を売るの。今まではお父ちゃんが作った物だけを売っていたんだけど、今回からニナが作ったのも一緒に売るんだよ」

「それじゃあこれ、ニナちゃんの手作りなのね？」

「うん。古い木から作った飾り物は、魔ま除よけになるの。だから、一番上手くできたのをお姉ちゃんにあげる。だってお姉ちゃんは神鳥様だから、とっても怖い魔物と戦うんでしょう？」

　無邪気な少女のひと言に、心臓を射抜かれたような錯覚を抱いた。

　駭がい然ぜんと目を見開いているカナイには気づかず、少女は一等星にも負けないような眩まばゆい笑顔で、小さな拳こぶしを上下に振りながら興奮気味に続ける。

「魔物って、熊くまさんや狼おおかみさんよりもずーっと強いんだよね！　ニナ、この前村長さんに絵本を読んでもらったから、知ってるよ。お山みたいに大きな怪かい獣じゆうを、剣でやっつけるんでしょう？　すごいなぁ、お姉ちゃんは！」

「あ、う……っ」

　キラキラと輝く憧あこがれの眼まな差ざしを注がれ、カナイはあまりの気まずさに視線を逸らした。

　少女の無む垢くな信頼は鋭するどい刃やいばのように、心の一番触れてほしくない奥深くを傷つける。まさかこの状況で馬鹿正直に、神鳥の運命に従うことが嫌で城から逃げてきましたなど、口が裂けても言えやしない。かといって、噓をついて少女の称しよう賛さんに頷うなずいてやることもできなかった。

「……ニナちゃん、首飾りありがとうね」

　木き彫ぼりの首飾りを受け取ったカナイは、揺らぐ気持ちを抑えることができず、座っていた椅い子すから徐おもむろに立ち上がると、どこへ行くのかと問いたげな少女の眼差しに「少し空気を吸ってくる」とだけ言い残して、裏口からこっそりと外に出た。

「私、何をしてるのかしら……」

　とん──と、閉ざしたばかりの裏口の扉へ背を預あずけて、カナイはぽつりと呟く。

　魔物と戦うのが嫌で家出してきたというのに、今になって本当にそんなことをしてもよかったのだろうかと、小さな罪悪感が胸の内に芽め生ばえ始めている。

　どうして、神鳥に生まれてきたというだけで、人間を守るために命を危険にさらしてまで戦わなければならないのか。生まれた時からずっと、己の運命に強い反感を抱いてきた。神降ろしされてしまった現在では、その念も一ひと入しおである。

　けれど今、初めて自分のしていることが不安になった。

「このまま、逃げてもいいの？」

　誰に問うでもなく呟き、手のひらに握り締めていた首飾りを見下ろす。丈夫な革かわ紐ひもに下がっているのは、お世せ辞じにも上手だとは言えない、小鳥を模もした歪いびつな飾りだった。

　乾いた木でできているはずなのに、妙な重みを感じてしまう。これがきっと、このお守りをくれた時の言葉に込められた、少女の想いの重さなのかもしれない。

　自分が戦えない神鳥だと知ったら、あの子はどんな顔をするだろう。──そんなことを鬱うつ々うつと考えながら、家の中から聞こえてくる村人達の楽しげな声を避けるように、カナイは閑かん散さんとした村むら外はずれの方へ足を向けた。

「あら、誰かいるわ……」

　西に横たわる山々の峰みねの向こう側へ太陽は沈み、燃え立つような茜あかね色に染まっていた空は、東から次第に暗い宵よい闇やみの色へと移ろい始めている。辺りは既に薄暗く、吹く風も昼間に比べてかなり冷え込んできているというのに、村外れにはこれから馬に乗って出かけようとしている男の姿があった。

　暗い夜道で馬を走らせるなんて大丈夫なのだろうか。カナイが不思議に思って近づいて行くと、馬に乗った男へ話しかける老人の声が聞こえてきた。

「わしらが神鳥様をお引き留めしているうちに、神鳥の城へ迎えの要請を頼むぞ。せっかく新たに授さずかった女子おなごの神鳥様なのじゃ。取り返しのつかぬ事態が起こる前に、無事城へお戻りいただかねば困ってしまうからのぅ」

　聞き覚えのある声だと思っていれば、つい先程まで宴の席にいた村長が、馬のすぐ側そばに立っていることに気づいた。馬上の男は村長の言葉に頷くと、慣れた手た綱づな捌さばきで馬を駆かり、暗くなりかけた街道を神鳥の城方面へとあっという間に消えてしまう。

　気がつけばカナイは踵きびすを返し、つんのめるようにして走り出していた。

（私、一人で浮かれて馬鹿みたい……っ）

　村人達は自分を歓迎して宴を開いてくれたのかと思っていたが、それは神鳥の城からの迎えがくるまでの足止めだったのだ。そんなことも知らずにはしゃいでいた自分が恥ずかしい。

　一瞬、首飾りをくれた少女の顔が脳のう裏りを過よぎったが、大人しく城へ帰ったところで無理やり魔物と戦わされることになるのだ。

「私が魔物と戦うなんて、無理よぉ……っ！」

　苦しげにそう叫んだカナイの顔は、今にも泣きだしそうに歪ゆがんでいた。
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　ろくに前も見ずに走っていたところ、ふと我に返って立ち止まった時には、よくわからない場所にまできてしまっていた。

「ここはいったい、どこなのかしら？」

　城へ向かう馬が走って行ったのとは逆の側から村を飛び出して、街道に沿って走ってきたと思うのだが、途中で完全に陽が落ちてしまったせいで視界が悪くなり、もしかしたら変な横道に入ってしまったのかもしれない。

　周囲は背の高い木々に囲まれ、空を見上げても頭上に生おい茂る梢こずえが邪魔をして、僅かな星の瞬またたきすら確認することはできない。どうやらここは、昼間でも日当たりはあまりよくないらしく、湿った土の香りに混じって苔こけのような青臭い匂いもする。

「なんか、不気味なところね……」

　ずっと握り締めたままでいた首飾りを、失なくさないように胸元へ下げながら、カナイは首を竦すくめて小さく身み震ぶるいする。

　春も終わりに差しかかったこの頃は、昼間は軽く汗ばむほどの陽気だが、夜になると外を出歩くにはまだ寒い。加えて、真っ暗闇の森で独ひとりぼっちという心細さに、カナイは身体の震えが止まらなくなっていた。

　不安げに周囲を見回していれば、急に頭上の樹枝がざわめいて、カナイは小さな悲鳴を上げてしゃがみ込んだ。しばらく地面に縮こまっていると、次第に木々の揺れは収まりホッと胸を撫で下ろす。どうやら、ただ風が吹いただけのようだ。

「なんだか風が強くなってきたし、こんな薄気味悪い場所からはさっさと出て、どこか眠れそうな場所を探さないといけないわね……」

　そう決断したはいいが、立ち上がり、いざ歩き出そうとしてハッとする。

「ど、どうしよう！　私ってば今、どっちからきたっけ？」

　焦あせって辺あたりをグルグルと見回したせいで、余計に方向感覚が狂ってしまう。

　半泣き状態で青あお褪ざめていると、今度は背後の茂みが不穏な音を立てた。また風だと思いたかったが、今は完全なる無風状態で、頭上の梢も静かなまま。つまり、茂みが揺れているのは別の理由からだ。

　胸元を搔かき抱いだき、揺れる茂みに背を向けないよう注意しながら、じりじりと後あと退ずさりする。その間にも茂みの揺れは大きくなるばかりで──正体不明の何かが、こちらへ向かって近づいてきているようだ。

　全神経が集中する鼓膜には、動物の荒い息いき遣づかいが聞こえ始めていた。喉の奥で低く唸うなるような音に、相手が獰どう猛もうな獣けものであるらしいことを知り、あまりの絶望に目の前が暗くなりかける。

（やばい。私、死ぬかも……）

　早はや鐘がねのように鳴り響く心臓は、もはや破裂寸前。全身からは冷や汗が噴き出し、走ってもいないのに呼吸は早くなるばかり。

　ようやくこの場所から逃げなければと思い至ると同時に、それまでうるさいくらいに揺れていた茂みが突如として動きを止めた。もしかして、助かったのだろうかと安心しかけ──次の瞬間、茂みの奥から注がれる熱い眼差しと、視線がかち合った。

「い、いやあぁぁぁ──っっっ!!」

　喉が張り裂けんばかりに大絶叫したカナイは、前後不覚の状態で滅め茶ちや苦く茶ちやに森の中を駆け出す。空を隠していた梢の枝葉が切れ、降り注ぐ月明かりで周囲は俄にわかに明るくなった。

　逃げる彼女の後を追って茂みから飛び出してきたのは、眼光鋭く、剝き出しの牙きばを鳴らす野生の狼だ。威い嚇かくするように吼ほえながらものすごい勢いで追いかけられ、カナイは情けない悲鳴を上げ続ける。

「いくら神鳥だからって、私を食べても鶏肉の味なんてしないのよぉ!?　だからお願い、見逃してぇぇえっ！」

　そう叫んだ直後、木の根に足を取られて頭から地面に突っ込んだ。

　勢い余って一回転した後、蛙かえるが潰つぶれたような声を上げて背中を強打した。幸い地面が湿しめった腐ふ葉よう土どだったので衝撃は小さかったが、今はそんなことを喜んでいる場合ではない。

　慌てて起き上がろうとするが、突然胸部を上から押さえつけられて息が詰まった。軽く咳せき込みながら見上げた先には、頭上から降り注ぐ月光に照らされた狼の姿──。

「ひっ……！」

　助けを呼ぼうとしたが、狼の前足に圧迫された胸が苦しくて、呼吸をするだけで精一杯だった。身体はもう自分でもおかしいと思うくらいガクガクと震え、恐怖に見開かれた紺碧色の瞳からは音もなく涙が流れ続けている。

　こんなことなら、家出なんて馬鹿な真似をするんじゃなかった。どうせ死ぬのなら、狼に喰われるのなんかより、魔除けの首飾りをくれた少女の理想を守るために魔物と戦って死んだ方が、何十倍もカッコよかったはずだ。

（今更そんなこと思ったって遅いのよ、私の馬鹿ぁ……っ）

　頰にかかる獣特有の生臭い息。目前まで迫る牙は唾だ液えきを滴したたらせ、妖あやしく輝いている。

「だ……、誰か助けて……っ！」

　狼が顎門あぎとを大きく開いた瞬間、カナイは最後の力を振り絞って助けを求めた。

　──その刹せつ那な、それまで胸の上にのしかかっていた狼の巨きよ軀くが、信じられない勢いで真横に吹っ飛んだ。

「い、今のは……？」

　何が起こったのか理解できず、仰向けに寝転がったまま荒い呼吸を繰り返していれば、しばらくして自分を見下ろす人影が視界に入った。

　涙で目の前が滲んで、相手が誰なのか判断することができない。極度の緊張から解放されて気が緩んだせいか、何事か話しかけられる言葉もただの雑音として流れてゆく。

　それでもただひとつわかるのは、今目の前に立っている人物が自分のことを助けてくれたということだ。

　安堵すると同時に急速に薄れ始めた意識の中で、最後に青い静かなきらめきを見た気がした。

　それはまるで深い海のような色だと思いながら、カナイの記憶はそこで途と切ぎれた。
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　逞たくましい腕に、抱だかれていた。

　優しく守られるような温もりに、心から満たされたようなとても幸せな気分になる。離れたくなくてその胸に縋りつけば、頭をくしゃりと撫でられた。

　髪を梳すく温かい手の感触に安心すれば、再び甘い微まど睡ろみに襲われる。

　甘い花のような芳香に包まれながら、カナイは再び眠りに落ちた。







「こ、こは……？」

　夢も見ないような深い眠りから目を覚ましたカナイは、掠かすれた声で呟いた。

　寝て起きたばかりで頭が上手く働かない。喉も痛ければ、身体中の関節もギシギシと痛む。

　視界に映るのは、煤すすけた木の天てん井じよう。背中に感じる布団の感触は城の寝具と比べてかなり固いが、あまり柔らかすぎるよりもこれくらいの方が眠りやすいかもしれない。

　そんなとりとめないことをぼんやりと考えていると、視界にすっと大きな手が現れた。

「ここは、クルス村の村長さんの家ですよ」

　温かな手に寝乱れた髪を整えられながら、奇妙な想いが胸に湧わく。

　頭をふんわりと慈いつくしむように撫でてくる手の感触は、壊れ物を扱うようなひどく優しいものだ。そしてどうにも、この手の温ぬくもりは誰かに似ている気がしてならない。

「……あっ！」

　絡からまった思考の糸が解ほどけた瞬間、眠気も吹き飛んだカナイは勢いよく飛び起きた。

「すごい、奇跡が起こったのね！　私、どこも食べられないで生きてるわ！」

　毛布を跳はね除のけ、装束の上から全身に欠けた部分がないかを確かめながら、興奮気味に叫ぶ。

　神鳥の城へ連れ帰られるのが嫌で逃げ出し、夜の森に迷い込んだ挙あげ句く、野生の狼に襲われて危うく頭からペロリと喰われかけた。今になって考えても、どうしてあの状況で助かることができたのかは謎だが──気絶する寸前に、誰かを見たような覚えがある。

　記憶に残るその姿は影でしか覚えていなかったが、背せ格かつ好こうからしてその人物が男性であることは確実だ。きっと彼が、意識を失った自分をここまで運んでくれたのだろう。運ばれる途中でうっすらと感じた、逞しい腕や胸の温もりだって覚えている。

　眠りに落ちる間際、ふんわりと頭を撫でてくれた手の感触を思い出して、カナイの頰がほのかな朱に染まった。

（今の手、昨日私の頭を撫でてくれた人の手と似ているわ……）

　微かに胸を高鳴らせながら、手が伸びてきた方を振り向けば──ベッド脇の椅子に、一人の青年が座っていた。

　古めかしい片かた眼鏡めがねを右目にかけた、一片の曇くもりもない白しろ妙たえの髪を持つ、優しげな面おも立だちをした青年だ。年の頃は、十代後半くらいだろうか。澄んだ翡ひ翠すい色の瞳は知的な光を宿しているが、その表情には秀しゆう才さいにありがちな嫌味っぽさは欠片かけらも含まれず、全体的に落ち着いた印象だ。柔和な声も、ほっと心が和むような安心感を与えてくれる。

　彼は無言でじっと顔を見つめてくるカナイへ、切れ長の双そう眸ぼうを細めて穏やかに笑む。

「お元気そうで何よりです。お怪我もなさっていないようで、安心いたしました」

「あ、あなたは……？」

「僕はフレイムローズ神殿に仕える神官で、名前をグレス・リーベルと申します。この度はいと高き天界に御お座わします初代神鳥様の御お導みちびきにより、あなた様の守護者へと選出されました。この右手に刻まれた紅蓮の御印が、その証拠でございます」

　グレスと名乗った青年は、丁てい寧ねいで滑なめらかな物もの腰ごしでそう言うと、ベッドの上にちょこんと座るカナイへ自分の右手を差し出した。

　確かに彼の手の甲には、自分の額に刻まれているものとよく似た紅蓮の御印が刻まれている。改めてよく見れば、グレスが身に纏っているのは神鳥とその守護者にしか着ることの許されない装束だった。
















（この人が、私の守護者なんだ……）

　天界から神鳥が降ろされると同時に、初代神鳥は己の羽を地上へ向けて放つ。やがてその羽は赤い鳥へと姿を変え、新たな神鳥を守るに相応ふさわしい人間を大陸中から選び出し、彼らを主のもとへ誘いざなう導き手となる。

　つまりグレスは、その内の一人であるということだ。

　自分の守護者と初めて対面したカナイは、ホッと胸を撫で下ろして言った。

「あーよかった。グレスさんが優しそうな人で。どこかの誰かさんみたいに嫌味っぽい奴が守護者だったら、心休まる時なんてなさそうだし、安心したわ」

「……もしかしてそれは、イナミ様のことでしょうか？」

「もしかしなくたってイナミのことよ！」

　語気がどうしても荒くなるのは、地上で初めて目が覚めた時のことを未だ根に持っているからだ。

「私、あの人大っ嫌い。魔物と戦わなければ、私のことを城から叩き出してやるとか言ったのよ？　先代の神鳥だからって、なんだってあいつは現神鳥の私より偉そうなのかしら」

　イナミのことを話しているうちに段々と機嫌が悪くなり、眉み間けんには似合わない皺が寄る。

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせているカナイに、グレスは困ったように眉まゆ尻じりを下げて微笑んだ。

「それではカナイ様は、魔物と戦うのがお嫌で家出なさったのですね？」

「う……っ」

　あまりに直球なその問いに、カナイは返答に詰まった。

　確かに最初は、魔物と戦うのが恐ろしくて城から逃げ出してきた。いつまでも部屋に閉じこもっていては、またイナミから説教されることになるだろうし、強引に戦場へ連れ出されるかもしれないという懸け念ねんもあったからだ。

「グレスさんの言う通り、私は戦うのが嫌で出てきたわ。だって、首が何本もある竜とか、虎とらの胴体に獅し子しの頭と蛇へびの尻尾しつぽがついた化物なんかと戦って、私みたいなチビが勝てると思う？　そんなの無理に決まってるじゃない。だから家出して、新しい人生を歩もうと思ったの」

　だけど──と、続けたカナイの口調に、明らかな戸惑いの色が交ざる。

「ねぇ、グレスさん……私、間違ってるのかしら？」

　無意識に触れたのは、首から下がる木彫りの首飾りだった。

「お城を出てから私、色んなものを見たわ。村の人達には、たくさんご馳走してもらったし──この首飾りも、村の女の子からもらったの」

「うわぁ、これは懐かしい。魔除けの木き飾かざりじゃないですか」

「この首飾りをくれた子は、私が神鳥の使命に従って戦ってるんだと信じていたわ。だけど実際の私は、魔物と戦う運命から逃げてるだけ……。そう考えたら、なんだか急に自分が悪いことをしてるような気がしてきたの」

　本当のことを村人達に打ち明けたら、彼らはいったいどんな顔をするだろうか。きっと失望されるだろうし、もしかしたら戦えない神鳥なんて二度とこの村にくるなと追い出されるかもしれない。この首飾りをくれた少女は、たぶん泣き出すだろう。

　暗く沈んだ表情で俯うつむいたカナイに、グレスは優しく目元を和ませる。

「そうですねぇ……朝食をとった後、カナイ様は僕と一緒に神鳥の城へ戻ることになっているのですが、その途中で、ほんの少しだけ寄り道をしてもいいですか？」

「グレスさんがそうしたいのなら、私は別に構わないけど……どこに行くの？」

　小首を傾かしげて尋ねると、グレスはどこか寂さびしげに微笑みながら答えた。

「僕の故郷です。是非、カナイ様をご案内したいのですが……」

「わあ、グレスさんの故郷なら、私も行ってみたい！　連れて行って、連れて行って！」

　それまでの気弱な表情が消し飛び、カナイは大きな瞳を好奇心に輝かせながら、グレスに向かって元気よく挙手してみせる。出会って間もないながらも、カナイは穏やかな性格のグレスに、すっかり心を許していた。

　無邪気にはしゃぐカナイの姿に、グレスの眉間にはなぜか微かな皺が刻まれていた。それでも彼は、口元に浮かぶ微笑を消すことはせず、ベッドの上で興奮気味に頰を染めているカナイへ、あくまでも隠和な声こわ音ねで言う。

「それではまず、カナイ様にはお召し替えをしていただきましょう。着替えの装束を持ってきたので、村の女性達に手伝わせます」

「えっ、着替えを持ってきてくれたの？　嬉しい～っ！」

　グレスの口から出た着替えという単語に、カナイの表情は一層感激したように華やいだ。

　昨夜、湿った土の上で派手に転んでしまったので、装束は見事に泥だらけ。ベッドに寝かされる時に一番上の着物だけは脱がされたようだが、それでも派手に破れた袖口や裾は目立つ。

　汚れたままでいるのは不本意だったが、自分から着替えを要求するのも憚はばかられていたので、思いがけず綺麗な装束に着替えられると知ったカナイは今にも鼻唄を歌い出しそうなほど上機嫌な笑顔になる。つられて微笑したグレスは、早速手配をするために椅子から立ち上がると、静かに部屋から退出しようとした。

「──あ、そう言えば！」

　肝心なことを言い忘れているのに気がついて、カナイは思わず大声で叫んでしまった。

　扉の取っ手に手をかけたまま、驚いた様子で振り返ったグレスへ、彼女はどこか照れたようにはにかみながら、思いきって尋ねる。

「昨夜ゆうべ、森の中で私を助けてくれたのはグレスさんなんでしょう？」

「え？」

「あの時、本当にもう駄目かと思ったの。もしあなたが駆けつけてくれなかったら、私はきっと死んでいたわ。だから──グレスさん、助けてくれてありがとう」

　グレスの手の温もりは、夢ゆめ現うつつの中で頭を撫でてくれたあの手と同じ。そう確信したからこそ、カナイは感謝の言葉を口にした。

　しかして、思いも寄らぬ彼女の言葉に瞠どう目もくしたグレスは、やがてにっこり微笑むと、何も言わずに扉を開けてするりと部屋から出て行ってしまった。

「何かしら、今の……」

　グレスの残していった意味深な笑顔に、カナイはぐりんと小首を捻ひねる。

　胸に生じた違和感の答えは、その後いくら考えても見つけることはできなかった。
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　太陽が中天に差しかかる頃。

　カナイは、隣を歩くグレスに支えられるようにして、街道から逸れた草地をよたよたと頼りない足取りで歩いていた。

（お、お尻が痛い……っ！）

　目の端に涙を溜めたカナイは、痺れるように痛む臀でん部ぶを擦さする。

　グレスの操る馬に乗せられてクルス村を後にしたカナイだが、それからがまさにこの世の地獄だった。華きや奢しやな彼女の身体は馬の背中で鞠まりのように跳ね、何度も鞍くらに尻を強打することになったのだ。

　グレスの故郷は街道の途中にあるらしく、先程から二人は馬から降りて道のない草地を歩いているのだが、疼とう痛つうを訴える臀部を庇かばいながら歩いているので、自然と生まれたてのヒヨコみたいな足取りになってしまう。

「カナイ様、大丈夫ですか？」

「これで大丈夫そうに見えたら、絶対目がおかしいわよっ！」

　反射的に叫べば、鈍い痛みが臀部に走って押し黙る。

　歩くだけでも涙が出そうだ。初めての乗馬ということで、最初こそ馬ば上じようからの風景に目を輝かせていたが、目的地に到着する頃にはそんな余裕など微み塵じんも残されてはいなかった。

「ただ馬に乗るだけでこんな酷い目に遭うなんて、予想外だわ……」

　今度は痛む臀部に響かぬよう心がけ、できるだけ落とした声音で愚ぐ痴ちる。するとグレスが、ついに堪こらえきれなくなったように小さな笑い声を漏らした。

「ちょっとグレスさん、他ひ人と事ごとだからって笑わないでよ！」

「す、すみません。けれど馬に初めて乗って、それだけで済んだのならばよかった方だと思いますよ？」

「……それ、どういうこと？」

「長時間に亘わたって馬で移動する場合など、初心者は馬上で失しつ神しんした挙句に落馬したり、舌を嚙かみ切ってしまったりすることがあるんです。もしそんなことになっていたら、今頃はお尻が痛いと文句も言えなかったでしょうね」

　虫も殺さぬような笑顔でさらりと恐ろしいことを口にしたグレスに、それまで荒々しく息いき巻まいていたカナイは、一瞬にして表情を凍こおりつかせた。

　丁寧な口調でにこやかに喋しやべるグレスを、ただ温良な人物だと思い込んでいたが、もしかしたらそれは間違いだったかもしれない。少なくとも、人生初の乗馬を経験して臀部を痛めた神鳥を平然とからかうくらいには、意地悪な性格をしている。

　なんだか騙だまされたような気がして、カナイは不満げな膨れっ面になる。しかし、そんなことをしたところでなんの意味もなく、すぐに膨らませた頰から空気を抜いた。

「それよりグレスさん、そのフードとかいう大きな布はなんなの？」

　これ以上馬の話を続けられては堪たまらないので、カナイは先程から気になっていたことを尋ねてみた。

　クルス村の村長宅にいた時は普通に装束姿でいたはずが、いざ出しゆつ立たつすることになった時には、なぜかグレスは頭から一枚布でできた裾すそ長ながの頭ず巾きんをかぶっていた。最初は風かぜ除よけかとも思ったが、使われている生き地じは防風性に優れるようには見えない。

「お洒しや落れのつもりだったら、はっきり言って逆効果だからやめた方がいいと思うわよ……」

「お気き遣づかい、ありがとうございます。ですがこのフードは、別に格好つけるためにかぶっているわけではありませんので。あまり人前で外はずしたくはないのですよ」

「でも、せっかくの綺麗な髪が隠れちゃって、もったいないでしょう？」

　それはなんの他意もなく、本心から口にした言葉だった。しかしグレスは、信じられないことを聞いたと言わんばかりに大きく目を見開き、まじまじとカナイの顔を見返す。

「今、僕の髪を綺麗だと仰おつしやいましたか？」

「え、えぇ……確かにそう言ったけど、それがどうかした？」

　いきなり様子のおかしくなったグレスの態度に慄おののきながらも、カナイがどうにか頷けば、彼は切なさを必死で堪えるような、なんとも言えない笑顔を浮かべた。

「この髪を綺麗だと言われたのは、姉以外ではカナイ様が初めてです」

　そう言いながらグレスは、目ま深ぶかにかぶっていたフードを外す。現れた白妙の髪は、天高くから降り注ぐ太陽の光を受けてキラキラと輝き、カナイは眩しそうに目を眇すがめた。

　風に流されながらきらめくグレスの白い髪は、やはり息を吞むほど美しい。しかし彼の表情には、暗い影が落ちていた。

「王都の神学校に通っていた頃などは、この髪のせいで同級生や上級生から散々からかわれました。町の人からも奇き異いの目を向けられ、何度気味の悪い子供だと言われたことでしょう」

「そいつら、頭おかしいんじゃないの？　神族も似たような髪かみ色いろをしてるんだけどね、もしこの場に私の世話をしてくれていた女官達がいたら、どんな手入れをしたらそんな雪のような白さを手に入れることができるのかって、大騒ぎになっているはずよ」

「けれど、ここは天界ではありません。僕のような若さでこんな白髪をしていると、悪い意味で目立つだけなんですよ」

　自分の前髪をひと房つまむと、グレスはどこか憂えるように笑い、遣りどころのない感情をため息として吐き出す。

　穏やかな笑顔が曇って初めて、グレスが本気で自身の白い髪を嫌っているのだとカナイは知った。それと同時に、過去に彼の髪を悪く言った奴らのことが腹立たしく感じられ、降って湧いた怒りに拳をきつく握り締める。

　あんなに優しく笑っていたグレスに、こんな悲しそうな顔をさせるなんて許せない。彼が人前で決してフードを外さないのも、他人とは違う髪のことでこれ以上傷つきたくないという、無言の自己防衛だったのだ。

　やがてグレスは、風で乱れた髪を撫でつけながら、自らを嘲あざけるように口の端で笑む。

「僕も生まれた時は、普通に栗くり色いろの髪をしていたんですよ？　けれど故郷の町が魔物に襲われた時の恐怖で、今のような白い髪になってしまったんです」

「故郷を襲った悪夢って、まさか……」

「あぁ、ようやく見えてきましたね。あれが、僕の故郷──ヴィオレという町です」

　グレスが指差した先には、昨日カナイが丘の上から見たものと同じ、荒こう涼りようとした光景が広がっていた。今日は旧街道ではなく、きちんと整備された新しい街道の方を使ったため気づかなかったが、この荒れ具合には見覚えがある。

　ここが魔物に滅ぼされた町なのか──と実感した途端、カナイの小さな胸には、言葉にできないような後ろめたい感情が芽生え始めていた。

「これでも昔は、結構賑やかな町だったんですよ。収しゆう穫かく期きになると頻ひん繁ぱんに荷馬車が出入りして、豊作を喜ぶ陽気な歌が町中に溢れていました。僕の両親は神しん術じゆつに長たけた町医者だったんですけど、麦の収穫の時なんかは農家の人達に交じって、慣れないながらも楽しんで農作業を手伝っていましたよ」

　遠い眼差しでそう語るグレスの目には、かつての活気に溢れた町の様子が映し出されているのかもしれない。

　懐かしそうに細められた翡翠色の瞳に、カナイの胸がちくりと痛んだ。グレスの話を聞いているうちに、なんだか自分にも聞こえないはずの陽気な歌が聞こえてくるような気がして、余計に目の前の荒れ果てた光景を虚むなしく感じてしまう。

　瓦が礫れきの町に下おり、しばらく歩いて辿り着いたのは、崩くずれた煉瓦塀に囲まれた場所だった。

「ここが、僕の生まれた家です。町の人達みんなに手伝ってもらって建てた家で、花壇では季節ごとに母の育てた花が綺麗に咲いていたんですよ。今はもう草ぼうぼうで、面おも影かげすら残ってはいませんがね……」

　何かを堪えるようなグレスの笑顔が痛々しくて、カナイが耐えきれずに目を伏せれば、瓦礫に紛まぎれるようにして地面から覗く取っ手のようなものを見つけて、訝いぶかしげに小首を傾げる。

「グレスさん、この取っ手みたいなものは？」

「それは食料や薬の材料を保管していた地下倉庫の扉です。今はもう中が崩れてしまって入ることはできませんが、こうして僕が今生きているのは、この地下倉庫があったからなんですよ」

　その場へ音もなく膝をつき、グレスが手のひらで草と瓦礫に埋うもれかけた地面を払えば、古びた木の扉が現れた。

　扉の表面を確かめるように撫でながら、グレスは遠くを見るような面おも持もちで、静かに当時のことを語り始めた。人生経験の浅いカナイはかける言葉も見当たらず、ただ彼の紡つむぐ言葉に黙って耳を傾けることしかできなかった。

　──平穏な農業の町ヴィオレが、六本の足に四本の牙を持つ、巨大な猪いのししに似た魔物の襲撃を受けたのは、今から十二年前の事。

　三代前の神鳥が戦死し、先々代が神降ろしされた直後だったその時、代だい替がわりで生じる揺ゆらぎの期間を迎えていたために、神鳥らの到着が遅れていたという。

　ヴィオレは小さな町で、魔物の襲撃に対抗する自衛手段を持っていなかった。町の男達は女子供を守るため鍬くわや鋤すきを手に取り、神鳥が駆けつけるまでの足止めとして、捨て身になって魔物に挑いどみかかった。

　だが、一斉に農具を突つき立てたところでその巨体に傷ひとつつけることはできず、それどころか身震いひとつで人間の身体など易やす々やすと振り飛ばされた。そして、興奮した魔物は大地に轟とどろく雄お叫たけびを上げながら、鋭い牙で男達を串くし刺ざしにしては、目に鮮やかな血ち飛沫しぶきを浴びつつその肉を喰らった。

　魔物の身体に刺さった火ひ矢やの炎が引火し、町のあちこちから黒こく煙えんが上がり始める。すると、煙に耐えかね、家の中に隠れていた女子供や老人達が悲鳴を上げながら外へ飛び出してきた。

　餌えさとなる人間が増えたことによって、魔物はそれまで以上の凶きよう暴ぼうさを剝き出しにし、逃げ遅れた子供に大口を開けて突進する。──そんな子供の身体を間一髪のところで横から突き飛ばし、代わりに魔物の餌え食じきとなった者がいた。

　魔物の鋭い牙に腹部を深々と貫つらぬかれているのは、白衣を鮮血に染め上げたグレスの母親だった。ぐったりと脱力した身体はそのまま地面へ落とされると、大木のような足で無む情じようにも踏ふみしだかれ、すかさず助けに入ろうとした父親も、鞭むちのようにしなる魔物の長い尾に打たれてその場に倒れ伏した。

　そしてグレスの両親は、骨さえ残らず喰い尽くされたという。

　当時六歳だった幼いグレスは、背後から目を塞ふさいでくる姉の手の隙すき間まから、その惨むごたらしい光景の一部始終を見ていた──。

「もし、新たな神鳥とその守護者の到着があと少しでも遅れていたら、この地下倉庫に逃げ込んだ僕と姉も、魔物に匂においを嗅かぎつけられて喰われていたでしょう」

　最後にもう一度地下倉庫へと通じる扉の表面を撫でて立ち上がったグレスは、朽くちた故郷の風景を虚うつろな瞳で見回して、儚はかなげに微笑んだ。

「灯あかりひとつない倉庫の中、声を押し殺して泣く僕を、姉はずっと抱き締めていてくれました。本当は自分だって、気を失ってもおかしくはないくらい怖い思いをしていたはずなのに、ずっと僕の耳許で大丈夫だって囁ささやき続けてくれたんです」

「……強い、お姉さんだったのね」

「えぇ。もしあの時、姉が側で大丈夫だって励はげましてくれなかったら、僕は髪の色を失うだけでは済まなかったかもしれませんね。心が壊れていても、不思議じゃありません」

　どこまでも静かな眼差しで、事もなげにそう言ったグレスに、胸の奥が危うく軋きしむ。

　グレスの経験した恐怖がどれほどのものだったかなど、平和な世界で生きてきたカナイには想像することもできないが、彼の語る言葉から当時の苦しみが伝わってくる。けれど、その過去を語るグレスの表情はどこまでも穏やかで──カナイは僅かに逡しゆん巡じゆんした後に、心を決めて口を開いた。

「ねぇ、グレスさん……あなたはどうして、そんな風に笑っていられるの？　昔のことを思い出して、辛つらくない？」

　時折見せる哀切な微笑は、過去を思い出しているからというわけではなく、今目の前に横たわる荒れ果てた故郷の町並に心を痛めているように見える。彼の澄んだ翡翠色の瞳には、憎しみや恐怖という感情がどこにも見受けられないからだ。

　その穏やかさが、今はどうも不思議に思えてならなかった。

　カナイから困惑したような眼差しを向けられ、グレスは右目にかけている片眼鏡に触れながら、苦笑交じりに答える。

「過去に経験した恐怖や辛さは、神しん力りきを帯びたこの片眼鏡を使って右目に封じ込めているのです。そうでもしなければ、今でも悪夢に魘うなされて、普通に生活することさえできませんから」

　そう言ってグレスが自じ嘲ちよう気味に微笑めば、片眼鏡の鎖くさりに下がる小さな水すい晶しようの飾りが揺れ、春の日差しを反射してどこか悲しげにきらめく。

「それじゃあ、その片眼鏡が外れたりすると……」

「封じていた当時の想いが蘇よみがえって、大変なことになるでしょうね。──まあ、多少不便ですけれど、僕はあの災さい厄やくから生き延びることができたのですから、これくらいのことは我慢しないと罰ばちが当たってしまいますよ」

　なんでもないような笑顔を浮かべ、世間話をするかのような軽い口調で語られたからこそ、その言葉の意味を何十倍にも重たく感じてしまう。

「セレナ様はヴィオレのために、全力で戦ってくださった。……あの時見た、紅ぐ蓮れんの翼を燃え上がらせながら戦う神鳥の姿を、僕は一生忘れることはないでしょう」

　グレスは目元を優しげに和ませると、鳶とんびが円を描いて飛んでいる長閑のどかな空を見上げた。

　草原をそよがせる涼やかな風に、白妙の髪を遊ばせながら、グレスはゆっくりと自分の胸に手を当てる。その姿はあたかも、今も彼の内部で命を紡つむぎ続けている鼓動を確かめているかのようで──やがてグレスは、澄み渡る空へ向けて朗ほがらかに笑みながら言う。

「どこまでやれるかはわかりませんが、今度は僕が誰かの命を守る番だと思うんです」

　グレスは、神鳥の守護者として魔物と戦う決意を固めている。彼の凜りんとした横顔に、カナイはひどい罪悪感が胸きよう中ちゆうでとぐろを巻き始めるのを感じ、小さな唇をきつく嚙み締めた。

　神鳥が地上へ神降ろしされることは誇るべき慶けい事じだと、神族達は口を揃えて言うが──神降ろしを心から喜ぶ神鳥は、滅多に存在しないだろう。たとえ魔物に対抗しうる力を持っていたとしても、神鳥は戦うだけの人形ではない。人と何ひとつ変わらぬ心を持つがゆえに、戦うことへの迷いも恐怖も歴れつきとして存在する。

　しかしカナイとて、心から戦うことを拒んでいるわけではない。その証拠に、時が経つごとに募つのってゆくのは、己おのれに対する不信感ばかりだ。

　グレスの過去を知った今、その想いは更に膨らんでいる。

（私がこうして迷っている間にも、人間達は魔物に苦しめられている……）

　手のひらに爪が食い込むほど固く拳を握り締め、カナイは静かに滅びた町へ視線を巡らす。

　瓦礫と化した町並を見つめていると、どうしようもなく胸が騒ぐ。自分が戦うことを拒めば、退魔の力を持たぬか弱い人間達は、たった一体の魔物によって町ごと消されてしまう。そんな現実を、この荒涼とした風景が教えてくれた。

　──それでも、魔物と戦うことは恐ろしい。

　カナイは、か細く震えた声で小さく呟いた。

「……ごめんなさい」

　空を見上げていたグレスは、突然の謝罪に虚きよを衝つかれたように眉を上げ、思い詰めた表情で俯いている神鳥の顔を不思議そうに見下ろす。

「なぜ、あなたが謝るのですか？」

「…………」

　喉の奥で言葉が詰まって無言でいれば、頰を熱い雫しずくが伝い落ちてゆくのを感じて、そこでようやく自分が泣いていることに気がついた。

「これだけは、わかってくださいますか？」

　涙に濡れたカナイの瞳を見つめ、グレスは純白の髪を緑の香る風に揺らしながら、心地よい響きの声で言葉を紡ぐ。

「僕があなたをこの場所へお連れしたのは、城の中にいては見えないものをお見せしたかったからです。カナイ様にとってこの現実は、辛く痛みを伴ともなうものでしょうが──知らない方がよかったとは、思わないでしょう？」

　柔かに微笑むグレスから小首を傾げつつ問われ、頰を伝い落ちる涙はそのままに、カナイはこくりと小さく頷いた。

　そして思い出したのは、女のように麗うるわしい見み目めをしたイナミという男の神鳥のこと。

　戦いを拒んだ自分を、彼は酷い言葉で責め立てた。あの時は腸はらわたが煮えくり返るほどの怒りを覚えたが、神鳥が戦うことの重大さを知った今では、本当に酷いことを言っていたのが誰なのかがわかる。

（間違ってたのは、私の方だったんだわ……）

　神鳥として生まれたからこそ、魔物と戦わなくてはならない。自分も神鳥なのだから、戦いたいと思う気持ちは生まれながらにして本能に刻まれているのか──胸の奥に炎が灯ともったようで、今まで感じたことのない熱い思いが溢れ出す。

　だが、戦いくさを望む本能を邪魔するように、暗く冷たい恐怖の波が渦巻き始めた。突如胸中で生じた強い感情のせめぎ合いは、カナイの中で、呼吸することも儘ままならないほどに激しくなってゆく。

「──っ！」

　一瞬、何が起きたのかわからなかった。

　心臓がドグリと不規則に脈打ち、視界が大きくぶれる。突如襲ってきたとてつもない閉へい塞そく感かんに、カナイは成なす術すべもなくその場に崩れ落ちた。

「カナイ様、どうなされました!?」

　血相を変えたグレスが咄嗟に支えてくれたが、今はもう上半身を起こしている余裕さえない。ぐったりとグレスの胸へ身をもたせながら、呼吸すら困難になるほどの苦しみに、カナイは小さな唇を戦慄わななかせながら激しく喘あえいだ。

「いけない、神鳥の力が暴走しかけている……っ」

　余裕の消えた蒼そう白はくの顔でそう呟くや否や、グレスは纏っていた自分のフードを脱ぐと、激しく震え出したカナイの身体を手早く包んで抱き上げる。

「カナイ様、大丈夫ですよ。神鳥の城へ戻れば、すぐに症状を抑えることができます。少しの間辛抱なさってください」

　口早に説明を済ませたグレスは、間かん髪はつ容いれず、馬を待たせてある街道の方へと全速力で走り出した。

　霞かすみがかった意識の中で、カナイは身体を預ける胸の感触に違和感を抱く。

　昨夜、狼に襲われているところを助けてくれたのは、てっきりグレスだと思っていた。目覚めた時に頭を撫でてくれた手の感触で、勝手にそう信じきっていたが──昨夜自分を助けてくれた人の胸はもっと温かくて、身体を支えてくれる腕はグレスよりも逞しかった。

（私の勘違いだったから、グレスさんはあの時何も言わなかったのね……）

　村長宅でお礼を言った時、彼の浮かべた意味深な笑みの意味が、今になって理解できた。

　それでも……と、風を切って走るグレスの横顔を虚ろな眼差しで見上げ、カナイは険けわしく眇めていた目元から微かに力を抜いた。

　逆光にきらめくグレスの髪は、やっぱり白雪のように綺麗だった。
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　神殿へ到着すると、カナイは待機していた女官によって薄手の着物一枚にさせられ、聖せい水すい槽そうと呼ばれる、清めの効果のある聖水が満たされた底の浅い大理石の浴槽へ横たえられた。

「カナイ様、お加減はいかがですか？」

　背中に感じる聖水のたゆたいに、カナイがうつらうつらと微睡まどろみ始めていた頃、フードをしっかりとかぶったグレスがひょっこりと覗き込んできた。

　眠ねむ気けに負けそうになっていたカナイは、へにゃりと笑いながら間ま延のびした口調で言う。

「あー、グレスさん……ここまで運んでくれて、ありがとう。これに浸つかったら、あっという間に苦しいのが治ったわ」

「そうですか、それはよかったです。清めの聖水には、気の乱れを整える効果がありますからね。とにかく、落ち着かれたようで安心いたしました」

　見るからに安堵した様子で微笑んだグレスに、カナイもつられて頰を和ませる。けれどグレスの笑顔は、すぐに曇ってしまった。

「それにしても、おかしいですね。力の暴走は、継けい承しよう式しきを終えていない神鳥にはさほど珍しくない現象ですが、どんなに酷くても貧ひん血けつ程度の症状で済むはずだと、書物に記されておりました」

「……だけど私、明らかに貧血じゃない症状が出てたわよね？」

「そこが、問題なのですよ」

　ずれた片眼鏡の位置を直しながら、グレスは眉間に小こ難むずかしい皺を刻んでため息をつく。

「なんにせよ、まずは神官長と姫巫女様に今回の一件を報告することが先決ですね。セレナ様のご意見もお伺うかがいしたいところですが、昨日から魔物の討とう伐ばつへ向かわれてしまっているので、そちらは後日改めてという形になるでしょう」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　どうしてセレナさんが魔物の討伐に出るの？　あの人からはもう、神鳥の力は失われてるはずじゃない」

　なんの気なしにグレスの口から転がり出た言葉に、カナイは一気に眠気を吹き飛ばして頓とん狂きような声を上げた。意味がわからないと言いたげな主の様子に、グレスはできるだけ簡単な言葉を選びながら説明する。

「確かにセレナ様は、既に神鳥としてのお力を失っておられますが、初代神鳥様の羽をその身に宿した守護者からは、一度手にした退魔の力は命ある限り失われることはないのです」

　知っている。仕えるべき神鳥が力を失い退しりぞいた後のちも、歴代の守護者達はその能力を活かし、大陸全土に散って魔物の出現に備えるのが通常だと教わったことがある。

「つまり、戦うのはセレナさんじゃなくて、守護者だった人達ってことでしょう？　だとすると、戦えないセレナさんが討伐に出向く意味ってあるの？」

　いくら先々代の神鳥とはいえ、今のセレナはなんの力も持たない徒ただ人びとと同じなのだ。そんな彼女が魔物の討伐に同行するなど、下へ手たをすれば足あし手で纏まといになるのではないか。

　眉を寄せて小首を傾げるカナイに反して、グレスは癖くせなのか右目にかけた片眼鏡をいじりながら苦笑している。

「カナイ様は、セレナ様がご結婚なされていることはご存じですよね？」

　その問いに、カナイはこくりと首しゆ肯こうする。

　セレナは二年前、神鳥の責務から解かれると同時に、自分の守護者だった男と結婚したらしい。それを教えてもらった時は驚いたが、燃え立つような紅こう玉ぎよくに彩られた結婚指輪も見せてもらい、思わずうっとり憧れてしまったのを覚えている。

「ここだけの話、セレナ様のご夫ふ君くんヴィルファイド・アドニス様は、三年前に王都を襲った魔物を見事撃げき退たいした英雄でもあるのですが──溺でき愛あいするセレナ様がお側にいらっしゃらないと、戦う気が微塵も湧いてこないという困った病気をお持ちでして」

「それじゃあ、セレナさんが討伐に同行しなくちゃいけない理由って……」

「お察しの通り、ヴィルファイド様の闘とう志しに火を点つけるためです」

「や、厄やつ介かいな人なのね」

　カナイが呆あきれたように呟けば、グレスもうんざりした様子で同意した。──どうやらグレスとヴィルファイドの間には、過去にうんざりするほどの何かがあったらしい。

「まぁ、セレナ様のことはご心配なさらずとも大丈夫ですよ。セレナ様がお側にいるだけで、ヴィルファイド様は鬼き神しんのごとき力を発揮しますからね。──それよりも今は、お部屋に戻って濡れた装束を着替えましょうか」

「え……もう、部屋に戻っていいの？」

「体調も、落ち着かれたようですしね。これ以上聖水に浸かっていると、ふやけて膨らんで聖水槽から抜けられなくなりますよ」

　片眼鏡から下がる鎖を揺らしながら、にっこりと穏やかに微笑んだグレスは、さらりと怖い台詞せりふを吐いた。

　やっぱりこの人、少し意地悪だ──と、カナイが片頰をひくつかせていれば、徐に伸びてきたグレスの腕に上体を起こされる。水分を含んだ長い髪と着物が異様に重く感じられたが、眩暈めまいや息苦しさは噓のように消えていたので、もう普通に身体を動かしても大丈夫そうだ。

　ゆっくりと立ち上がると、部屋の隅に控えていた女官が、大きくて柔らかな布ですぐに濡れた身体を拭ふいてくれた。着物の裾から水滴が落ちなくなってから、静かに聖水槽から床に降りると、今度は別の女官によって布製の柔らかな室内履きを履かされる。

「さあ、行きましょうか」

　差し出されたグレスの手をありがたく借りて、カナイは覚おぼ束つかない足取りで歩き出す。

　部屋から出て、だるさの残る身体を引きずるように毛足の長い絨じゆう毯たん敷きの回かい廊ろうを進んでいると、背後から近づいてくる重い足音が耳に入った。カナイが何気なく振り返れば、こちらへ向かって歩いてくる男の姿を見つける。

　すらりと伸びた長身に、男らしい精せい悍かんな顔つきをした男は二は十た歳ち前後の年頃だろうか。烏からすの濡ぬれ羽ば色をした青味の強い黒髪は肩の辺りでざっくりと切られ、髪よりも濃い漆しつ黒こくの瞳には暗い影が落ちている。装束の上へ引っかけただけの羽は織おりの裾をゆったりと揺らしながら歩く姿は、中々の美び丈じよう夫ふだ。

「あ……っ」

　男が目元にかかっていた前髪を無造作に払った瞬間、右目の下から頰にかけて刻まれた紅蓮の御印が現れ、カナイは驚きの声を上げて立ち止まった。

　紅蓮の御印をその身に受けているということは、彼もグレス同様、初代神鳥より自分に与えられた守護者なのだろう。セレシェイアの住人とは風ふう貌ぼうが異なるので、異国から召しよう喚かんされたのかもしれない。寡か黙もくな雰囲気を纏っているせいか、いかにも強そうに見える。

「カナイ様、いかがなされました？」

　繫つないでいた手が離れたことを不審に思い、グレスは背後の主を振り返る。ちょうどその時、黒髪の男もようやくカナイの存在に気がついたようで──なぜか彼は、回廊の先に立つ神鳥の少女を視界に捉とらえた瞬間、漆黒の双そう眸ぼうを驚愕に見開き、音を立てて息を吞んだ。

「お里さと……」

　やがて聞こえてきたのは、胸が切なくなるような哀あい愁しゆうを含んだ、ひどく掠れた声。今呟かれたのは誰かの名前だろうかと、カナイが困じて眉を寄せると、男は今にも泣きそうな感極まった表情でこちらへ向かって走ってきた。

「お前、生きていたのか……っ！」

「きゃっ!?」

　いきなり男らしい無ぶ骨こつな手で肩口を摑つかまれ、カナイは反射的に小さな悲鳴を上げてしまう。これにはさすがのグレスも慌てて、主の肩を摑む男へ裏返った声で叫んだ。

「た、鷹たか雅まさ殿！　そのお方は、僕達のお仕つかえする神鳥のカナイ様ですよ！」

　その刹那、それまで痛いくらいに肩へ食い込んでいた男の指先から噓のように力が抜け、カナイは安堵したようにホッと息をついた。そして、何気なく男の顔を見上げ──自分のことをじっと見下ろしてくる、黒こく曜よう石せきのような瞳と視線がかち合い、思わず息が止まりかけた。

　なぜ彼は、こんなにも悲しい目で自分を見つめてくるのだろう。突如胸に湧き起こった言い知れない感情に、カナイは無意識に胸元を強く握り締めた。

　再び無言で見つめ合う二人に、グレスはどうしたものかと眉まゆ根ねを寄せる。

「お二人とも、ぼーっとしておられるようですけど、大丈夫ですか？」

　グレスの遠慮がちな問いかけに、鷹雅という男はカナイから視線を逸らすと、彼女の肩に触れたままでいた手をゆっくりと離す。そして彼はその場から数歩退き、深々と頭を下げた。

「突然の無礼、申し訳なかった。つい忘れがちになるが、ここはもう俺おれのいた国ではないのだったな」

「鷹雅殿……」

　何か言いたげに口を開いたグレスを、静かに頭を上げた鷹雅が手で制せいする。

「俺のことなら、大丈夫だ。そちらの娘が知り合いとよく似ていたので、少々混乱しただけだ」

　無理をして笑ってはいるが、先程よりも濃い悲しみの浮かぶ瞳に、カナイはなぜか無性に胸むな苦ぐるしくなった。いったい何がそんなに悲しいのかなど、出会ったばかりの自分にはわかるはずもないけれど、彼の心が深く傷ついていることくらい、誰の目から見ても明らかだった。

　何か気の利きいたことでも言って励はげまそうとしたが、思いつく言葉はどれも陳ちん腐ぷなものばかりで、結局何も言えずに項うな垂だれていれば、グレスが恭うやうやしく咳払いをした。

「カナイ様、ご紹介が遅れて申し訳ありません。こちらは東の海に浮かぶ一いちノの松まつという国から、この度遙はる々ばるセレシェイアに召喚された本ほん間ま鷹雅殿です。彼も僕と同じく、カナイ様にお仕えする守護者の一人ですよ」

　グレスの紹介に、鷹雅は軽く黙もく礼れいする。それにつられて、カナイもなんとなく頭を下げ──そして、見た目にそぐわぬ豪快なくしゃみをした。

「ううっ……なんか、寒くなってきた……」

　鼻を啜って、小さく身震いする。神殿では、室内は暖かく保たれていたが、回廊は風通しがよいため、濡れて肌に張りついた着物がひんやりと冷え始めていた。

　次の瞬間、濡れたままになっていた身体を突然の浮遊感が襲った。

「ひゃあ!?　ちょ、ちょっと……っ！」

「悪いがグレス、俺の肩にかかっている羽織をこいつへかけてやってくれるか？　この格好で表を出歩かれると、騎士や兵士にとって目の毒だ」

　なんの前置きもなく軽々と抱き上げられ、顔を真っ赤にして何事か叫ぶカナイのことはきっぱりと無視して、鷹雅は傍らに立つグレスへ淡たん々たんとした口調で告げる。
















　グレスは最初、何を言われているのかわからずに翡翠色の瞳をきょとんと丸めていたが、身体の線を浮き彫りにしているカナイの濡れた着物姿を改めて目にすると、ようやく鷹雅の言わんとしていることに気がつき、含みのある笑みを口元に刻んだ。

「いきなりカナイ様を抱き上げられるので、いったい何事かと思いましたが──鷹雅殿は、意外と大胆なんですね。内気な僕からするとその行動力が羨うらやましい」

「誰が内気だ、お前は十分したたかだろう。そんなくだらぬことを言っていないで、今はこいつを部屋に連れて行って着替えさせてしまうのが先決ではないか？　風か邪ぜでも引かれたら守護者として困るだろう」

「あぁ、そうでしたね。すみません、思わず水を差してしまいました」

　一切悪びれた様子もなくにこにこしているグレスは、言われた通り鷹雅の肩にかかっている羽織を手に取ると、カナイの上にふわりとかぶせる。

　しかしカナイは守護者二人の気も知らず、身体にかけられた羽織を取り去ろうともがく。

「あ、あの……鷹雅さん、私は一人で歩けるから下ろしてっ！　それに、この羽織だってせっかく上等な物なんだから、わざわざ濡らさなくてもいいでしょう？　部屋まですぐなんだから、少しくらい寒くたって大丈夫よ」

「いいから大人しく、その羽織に包くるまっていろ。……まったく、顔だけではなく性格まであのじゃじゃ馬に似ているとは……」

　最後に呟かれたのは、ほとんど独ひとり言に近かった。弾かれたようにカナイが顔を上げれば、憂うれいげな微笑を湛える鷹雅と目が合って、胸が大きく脈打つ。

　その目は、自分を通り越してどこか遠くを見つめているようだ。

（きっと私、お里って人と重ねられているのね）

　そう察すると同時に、なぜかいたたまれない気持ちになる。

（私は、お里って人じゃないのに……）

　身体を預けた鷹雅の広い胸に、妙な居い心地ごこちの悪さを感じてしまう。自分なんかがこの胸に抱かれていてもいいのだろうかという疑問に、胸が締めつけられるように苦しくなる。

「それでは鷹雅殿、参りましょうか」

　フードの長い裾を颯さつ爽そうと翻して、先導するように回廊を歩き出したグレスの後を、腕にしっかりとカナイを抱いた鷹雅が続く。

　鷹雅の胸の温もりを感じながら、カナイはぼんやりと上の空で思う。

　微かに薫たき物ものの香る、身体を優しく包み込む大きな羽織──。

　彼が本当にこの羽織で包みたかったものは、自分ではなくお里と言う娘だったのではないかと考えると、小さな胸が無性に痛むのだった。
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　グレスと鷹雅に自室まで送り届けられたカナイは、メイドの手を借りて真っ先に着替えを済ませることになった。

「俺達は、これにて失礼する」

　着替えの装束を持ったメイド二人が入室してくると同時に、鷹雅は自分の役目は終わったとばかりにさっさと部屋から出て行こうとする。

「た、鷹雅さん！」

　そんな彼の広い背中を、カナイは咄嗟に呼び止めた。

　一切の無駄が排はい除じよされた隙すきのない動きで主を振り返った鷹雅は、腰に響くような低い声で些いささか淡白に問う。

「なんだ、どうかしたのか？」

「あ、あの……ここまで運んでくれてありがとう。だけど、濡れてる私を抱き上げたりしたから、あなたの装束まで濡れちゃって……。そのままだと風邪引いちゃうから、鷹雅さんも早めに着替えた方がいいわよ？」

　率直なお礼と、ちょっとした心配をそのまま口にすれば、鷹雅はごく僅かではあったが驚きに目を見開き──やがて、初めて見せる柔にゆう和わな微笑を浮かべた。

　その笑顔はどこか寂さびしげで、カナイの胸がズキッと疼うずく。

「俺のことなど気にせず、お前は自分の身を第一に案じろ。また一人になったからといって、無茶をしでかすんじゃないぞ？」

　果たしてそれは、本当に自分へ向けられた言葉だったのだろうか。そう言って笑った鷹雅の目は、相変わらず悲しげな影を落としている。

　カナイがどう返答していいのかわからずに戸惑っているうちに、今度こそ鷹雅は巨大な樫かしの扉を開けて部屋から出て行ってしまった。

「それではカナイ様、僕も失礼させていただきます。鷹雅殿も申していたように、本日は無茶な家出など企くわだてず、たっぷりと栄養と睡眠を取って体力の回復に努めてくださいね」

　虫も殺さぬ笑顔で的確な嫌味を口にすると、グレスも鷹雅に続くようにして退出してしまう。

　ちょうどその時、グレスと行き違いになるように、優美な装束姿の人物が簪かんざしを涼やかに鳴らしながら入室してきた。

　──世にも珍しい男の神鳥、イナミである。

　本日も美しい顔かんばせに薄化粧を施し、女物の装束に身を包んでいる神鳥の青年は、足音ひとつ立てることなく滑るように歩いてくる。部屋の半ばほどまできてようやく、伏せていた視線を上げた彼は、未だ濡れた着物一枚という姿でいるカナイを目にした瞬間──なぜか一気に顔を赤らめた。

「お前、なんて格好をしているんだっ！」

「な……っ！　無断で他人の部屋に入ってきたかと思えば、いきなり怒ど鳴なるってどういうことよ!?　それって、いくらなんでも失礼すぎるんじゃない？」

　いくら見かけは女のようだからと言っても、イナミが男であることには変わりがない。来訪を報しらせることもなく、勝手に扉を開けて異性の部屋へ入ってくるなど言ごん語ご道どう断だん。更に、開口一番で暴言を吐かれ、カナイは改めて、なんて礼儀知らずな奴なのだろうかと憤ふん慨がいした。

　部屋の隅で着替えの装束を広げていたメイド達は、神鳥二人の険悪な様子にオロオロとするばかり。そんな周囲の困惑も無視して、不機嫌そうに頰を膨らませているカナイに、イナミの態度も硬化する。

「神鳥としての自覚が欠落しているお前に、礼儀を諭さとされるとは驚きだな。それにしても、子供の家出が済んだかと思えば、今度は濡れ鼠ねずみのようなみっともない格好で何をするつもりだ？」

「う、うるさいわね！　この格好にはちゃんと理由が……っ」

「できればこれ以上、神鳥の品格を貶おとしめるようなことはやめてもらいたいものだな」

　全身ずぶ濡れになった経緯を説明しようとしたところを、イナミからばっさりと斬り捨てられ、カナイの中で何かが音を立てて弾け飛んだ。

「なによ、偉そうにしちゃって！　私、セレナさんが魔物の討伐に向かったってこと、知ってるのよ!?」

　勢いに任せて絶叫したカナイに、それまで冷笑を浮かべていたイナミの表情が消えた。

「私に魔物と戦えとか言うクセに、自分はどうだっていうのよ。あんたにはまだ、魔物と戦える力があるんでしょう？　それなのにどうして討伐へ行かなかったわけ？　──あんただって、威い張ばってるだけの役立たずじゃないっ!!」

「──っ」

　それは、売り言葉に買い言葉のようなものだった。

　怒鳴り返されるのはもとより覚悟の上で、激げつ昂こうしたイナミからすぐにでも罵ば倒とうされると思い、カナイは即座に身構えたが──室内はなぜか、水を打ったかのような静けさに包まれている。

　恐る恐る様子を窺った先では、イナミが力一杯引っ叩かれたような表情で固まっていた。

　そのままイナミは無言で踵きびすを返すと、足音も荒く部屋から飛び出して行く。その際、彼の胸元に揺れる首飾りが窓辺から差し込む光を反射して、澄んだ青色が悲しげにきらめいた。

　それは、深い海の色のような──。

「ふんっ！　私がいつも言い負かされるばかりだと思ったら、大間違いなんだから！」

　イナミが出て行ったばかりの扉に向かって、カナイは思い切り舌を突き出す。

　人には散々戦うことを強要しておきながら、自分だって魔物の討伐へ行かずにいるじゃないか。きっとイナミも、魔物と戦うことが怖くて逃げているのに違いない。

「あいつ、自分が戦うのが嫌だから、代わりに私を戦わせようとしてるんだわ！　もう、そうとしか考えられないっ！」

　拳をきつく握り締めてそう叫んだカナイは、抑えきれない怒りを発散させるように、その場で激しく地じ団だん太だを踏む。

　そんな荒ぶる神鳥の姿を、当惑した表情を浮かべたメイド達が遠巻きに見守っていた。
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　カナイがイナミと言い争いをしてから、三日目の朝。

　二日前にセレナが無事に魔ま物ものの討とう伐ばつから帰還したこともあり、カナイの胸きよう中ちゆうで燃え盛っていたイナミに対する怒りの炎も、時を追うごとに収しゆう束そくし──最初は、たとえ土ど下げ座ざされても許してやるものかと息いき巻まいていたカナイも、今ではイナミが謝りにきたら許してあげてもいいと思うくらいには、寛かん容ような心持ちでいた。

　しかし、当のイナミに謝しや罪ざいする気はないらしく、あの時を最後に彼がカナイの前へ姿を現すことはなかった。

「あいつ、いつになったら謝りにくるのかしら。……ん？」

　室内を苛いら々いらと歩き回っていたカナイは、ふと窓辺で立ち止まった。

　神殿へ繫つながる外そと回かい廊ろうを、神官や巫み女こが慌あわただしく行き来しているのが見え、カナイは不審そうに眉まゆを顰ひそめる。常に礼節を重んじている彼らが走るなど、非常に珍しいことだ。

「何かあったのかしら？」

　神官達の常つねならざる様子が、どうにも気になる。

　神殿で何が起こっているのか確かめるため、部屋を抜け出したカナイは、偶然居合わせた女官が「はしたない」と咎とがめるのも無視して、身軽に回廊を駆け出した。







「……あれ？」

　北きた館かん方面へと続く外回廊に差しかかった辺あたりで、中庭から男女の言い争う声が聞こえ、カナイははたと足を止めた。

　近くの柱の陰かげに身を潜ひそめて声のする方をこっそり盗み見れば、絶え間なく水が流れる噴ふん水すいを背に、セレナと見知らぬ男が何やら言い争いをしていた。──否いな、どうやらセレナが一方的に声を荒あらげているようで、そんな彼女を騎士の制服を纏まとった男が必死で宥なだめているようだ。

「よもや、わたくし達へ魔物の出現が知らされる前に、イナミが魔物の討伐へ向かってしまうなんて……。伝でん令れい役の巫女は、いったい何をしていたのですかっ！」

「自分が他の者に予言の内容を伝えるから、お前は出しゆつ陣じんの準備を整えておけと、イナミから命じられたそうだ。──ったく、小こ賢ざかしい手を使ったもんだぜ。神官長や姫巫女の指示も仰あおがないどころか、作戦会議を開く前に、俺おれ達にも黙って行っちまうとはな……」

「なんにせよ、今のイナミを魔物と戦わせるわけにはいきません！」

　鋭するどく叫んだセレナは、装しよう束ぞくの上に纏った羽はご衣ろもをなびかせながら、正面玄関の方へ向かって歩き出す。そんな彼女の手を、騎き士しの男がすかさず摑つかんだ。

「おっと。愛する旦那だんなを置いて、お前はいったいどこへ行く気だ？」

「お願いヴィルファイド、この手を離してちょうだい！　二年前のようなことが起こってからでは遅いのです！　今すぐ追いかけて、あの子を止めなくては……っ！」

「いいや、絶対に離さない。お前まで城を不在にして、臣下達を不安にさせたいのか？」

「それでも、イナミは神かみ降おろしの儀式を終えてから、まともに休息を取っていないのですよ？　その上、あの子に残された僅わずかな力すら日増しに衰おとろえる一方で、今はとても魔物と戦える状況ではありません！　わたくしはもう、あの子が大切なものを失って悲しむ姿を見たくはないのです……っ」

　切せつ羽ぱ詰つまった声で叫んだセレナは、自分よりもずっと背が高く、鍛きたえ抜かれた肉体を持つ男の拘こう束そくを振り切ろうともがく。その姿は駄だ々だをこねる子供のようで、ヴィルファイドと呼ばれた男は、自らの意思の強さを示すような太い眉を困ったように寄せた。

「セレナ、落ち着くんだ。いつもの冷静なお前はどこへ行った？」

「あなたこそ、よくもこの状況でそのように落ち着いていられますね？　こんな時にばかり正論を言ったりして、あなたはイナミのことが心配ではないのですか!?」

「──っ、心配に決まっているだろう！」

　初めて語ご気きを荒げた男の声に、セレナの細い肩が痙けい攣れんするように大きく震えた。

　一瞬で表情を怯おびえた様子に塗り替えたセレナを強く胸に抱き寄せ、ヴィルファイドは高ぶった感情を鎮しずめるように深々と息をつく。

「……悪かったよ、セレナ。愛するお前のことを怒ど鳴なっちまうなんて、本当は俺の方が、相当参ってるのかもしれない」

「ヴィル……」

「だけど俺達は、この城に残るべきなんだ。なにせここにはもう一人、守るべき大事な神かみ鳥どりがいるじゃないか。お前はイナミから、カナイ様のことを頼まれているはずだろう？」

　努めて優しい声でそう言ったヴィルファイドの顔を、しばし呆ぼう然ぜんと見つめ返していたセレナの瞳ひとみから、やがて真しん珠じゆのような涙がぽろりと零こぼれ落ちた。

「安心しろ。イナミには、守護者のダリアがついている。それにさっき、ルイーズとユージィが厩うまやの方へすっ飛んで行くのが見えたぞ。俺と違って優秀なあいつらが援えん軍ぐんに向かったんだから、きっと大丈夫だって」

　あやすように背中を撫なでられながら力強く励はげまされ、セレナはついに堪こらえきれず、か細い嗚お咽えつを漏もらし始めてしまう。そんな一連の遣やり取りを柱の陰から見ていたカナイは、音を立てないように注意しながら大広間へと戻った。

　ちょうどその時、西館へと通じる外回廊の方から、騎士達との鍛たん錬れんを終えた鷹たか雅まさが、手て拭ぬぐいで汗を拭ふきながら歩いてくるのが見え──我慢していた想いが、一気に破裂した。

「鷹雅さぁんっ！」

「お、おい……」

　大きな瞳を涙で潤ませたカナイに駆け寄られ、鷹雅はひどく驚いた様子で目を瞠みはった。

　何があったのか問おうとしても、カナイはきつく唇を嚙み締めて、身体からだを小刻みに震わせているばかり。とりあえずは彼女を落ち着けようと、鷹雅は装束の上に引っかけていた羽織で、その小さな身体を庇かばうように包み込んだ。







　西の外回廊の奥、鍛錬に励む騎士が休憩所として使用している四あず阿まやへ、鷹雅はカナイをつれてきた。

「ここなら人目を気にすることはない。何があったのか、俺に話してくれるな？」

　木製の長なが椅い子すにカナイを座らせ、自分はその対面へ腰を下ろしながら、鷹雅は落ち着きのある低い声で、なるたけ優しく問うてくる。その気き遣づかいが弱った心に沁しみ入いるようで、カナイは泣きそうになりながらも、しっかりと頷うなずいた。

　そしてカナイは促うながされるがまま、今しがた見聞きしてきたことをぽつぽつと語り始めた。

「なるほど、そういうことか」

　途中で何度も言葉が途切れるその拙つたない説明を、最後まで何も言わずに耳を傾けていた鷹雅は、説明が終わると同時に軽く息をついた。

「確かに先刻から神殿の方が騒がしいとは思っていたが、イナミ様が魔物の討伐へ向かわれていたとは……」

　現状を理解した途端、難しい顔で腕組みをした鷹雅に、カナイの形のよい両眉が情けなく垂たれる。

「私のせいだわ……。イナミのこと何も知らないで、酷ひどいことを言って傷つけちゃったんだもの」

「それでお前は責任を感じて、俺に泣きついてきたわけか」

「どうしよう、鷹雅さん！　イナミは、大丈夫よね……？」

　今回彼が単独で魔物の討伐へ向かったのは、間違いなく三日前の口論が原因だろう。そうでなければ、セレナに相談もなくイナミが無茶な行動に走るわけがない。

「イナミ様ならば、そう案じずとも無事に帰ってくるだろう。守護者のダリア殿も女だてらに武勇の誉ほまれ高き、大層お強い女性だ。それに、セレナ様の守護者の方々も後を追ったのだろう？」

「た、多分……」

「それなら、お前が不安に駆かられる必要はないだろう。十二年も魔物と戦い続けているセレナ様の守護者がついていれば、いかなる魔物が相手でもすぐに片がつくはずだ」

　それに──と言葉を続けた鷹雅は、カナイの額に浮かぶ紅ぐ蓮れんの御み印しるしを見つめる。

「新たに神降ろしされた神鳥は、然しかるべき儀式を受けて初めて、魔物に対抗しうる力を手に入れると聞いた。それゆえ、今のお前には未いまだ何の力も備わっていないのだ」

「え……」

　神降ろしをされた神鳥が受ける儀式のことなど、初耳だった。御印が額に刻まれた時点で、魔物と戦う力を手に入れたと思っていたカナイは、鷹雅の言葉に驚かされる。

「歯は痒がゆいかもしれないが、今のお前には、この城でイナミ様の帰りを待つことしかできない」

　きっぱりと言い切られた現実に、カナイは無意識に奥歯をギリッと嚙かみ締めていた。

　イナミを死地へ追い込んでおきながら、何もできない自分が悔くやしい。改めて自分の無力さを思い知り、激しい自己嫌けん悪おの嵐に襲われた。

「その顔……初めて剣けん稽げい古こで俺に負けた、お里さとの顔とそっくりだな」

　唐突にそう言った鷹雅の声は、なぜか儚はかなく掠かすれていた。

　カナイが伏せていた顔を上げると、鷹雅は漆しつ黒こくの瞳を悲哀に眇すがめ、どこかぎこちなく笑っていた。

（また、この目だ……）

　鷹雅がこの目をしている時は、「お里」という女性を思い出している時だ。

　まっすぐこちらを見ているのに、別の誰かを見ているかのような遠い眼まな差ざしに、胸の奥がざわめく。

「ねぇ……私って、そんなにお里さんって人と似てるの？」

　こんなこと、安易に聞いてはいけないとわかっていたけれど、どうにも聞かずにはいられなかった。自分に重ねられるお里という娘の正体を知らないことには、守護者である鷹雅と、心から打ち解けることはできないような気がしたからだ。

　唐突に投げかけられたカナイの問いに、鷹雅は虚きよを衝つかれたように目を見開き、次いで沈痛な面持ちで顔を俯うつむかせた。

「ご、ごめんなさい。私、無神経なこと聞いちゃったよね……？」

　ひどく落ち込んだ様子になった鷹雅に、カナイは無理に笑顔を浮かべ、これ以上彼の気分を沈ませぬよう、努めて明るい調子で謝罪する。そんな彼女の思いやりに、伏せていた面おもてを上げた鷹雅は、やがて物悲しく微び笑しようしながらも緩ゆるく頭かぶりを振った。

「謝ることはない。俺の方こそ、知らぬうちにお前を傷つけていたようだ」

「え……」

「現実を受け入れることのできない愚おろかな俺のために、無理をして笑むことはない。辛つらい思いをさせて、すまなかったな」

　装束の長い袖そでの奥から伸びた手に、柔らかな頰ほおをふにりとつままれ、カナイは澄んだ湖面のような両りよう目めをぱちくりと瞬しばたたかせる。悲しみに滲にじむ鷹雅の瞳は、他の少女の面おも影かげを重ねることなく、今はまっすぐにカナイの顔を見つめていた。

　鷹雅が、初めて自分を見てくれている。そう実感した途端、頰をつまむ冷えた指先になんだか無性に泣きたくなった。

「俺は、遙はるか東の海に浮かぶ一いちノの松まつという島国で、将しよう軍ぐんに仕つかえる大だい名みようの一人娘の護衛を任される武士だった。この国で当てはめるならば、姫ひめ君ぎみを守る騎士という立場だな」

「もしかして、そのお姫様がお里さんだったの？」

「あぁ、そうだ。女だてらに武芸を嗜たしなみ、馬に跨またがっては野を駆けて回る、とんでもないお転てん婆ば娘だったがな。俺とあいつが出会ったのも、色気のないことに戦場だったのだぞ？」

　当時のことを語る鷹雅は、実に楽しげだった。愛いとおしい娘のことを話す彼は普段の寡か黙もくな大人おとなびた顔とは違い、年相応の潑はつ剌らつとした表情を見せ、カナイの頰も自然と緩んだ。

　しかし、その嬉うれしそうな微笑はすぐに曇くもり、瞳にも再び暗い影が落とされた。

「初代神鳥の羽によりお前の守護者に選出された時、俺は燃えさかる屋敷の中にお里と二人で取り残されていた。火の回りは早かった。おそらく付け火だろう。お里の父親は幕ばく府ふの要職にあって、政敵が多かったからな」

　苦しげに目を眇めて笑った鷹雅は、肩の辺りでばっさりと切られた中途半端な長さの自分の髪に触れながら言う。

「倒れてきた柱の下敷きになったあの馬ば鹿かは、助けようとする俺の懐ふところから小こ刀がたなを奪うばい、いきなり主従の縁えんを断つと言い出した。長かった俺の髪は、その時に縁切りの証あかしとして切られたんだ」

「お里さんは、どうしてそんなことを……？」

「目に見える形で縁を切ったという証を残さなければ、一人だけ生き残った俺が、後で自じ害がいでもすると思ったのだろうな」

　遠くの梢こずえを揺らし、四阿に吹き込んだ薫くん風ぷうに、黒こく曜よう石せきのような瞳が寂さびしげに細められる。

「不思議だな。まともに会話を交わすこともなかったというのに、相手がお前だというだけで自然と言葉が出てくる。それは姿だけではなく、お前の気性や言動までもが、あのお転てん婆ばと似ているからかもしれないな……」

　鷹雅はそう言って切なげに笑いながら、装束の懐を探さぐった。やがて彼が取り出した金こん色じきの物体に、カナイはきょとんと小首を傾かしげる。

「──それって、簪かんざし？」

　男の鷹雅が大事そうに持っているのは、蓮れん華かを模した簪だった。

　神族の女官達も綺き麗れいな簪を髪に挿さしていたが、彼の持つものは細部まで緻ち密みつな意い匠しようが凝こらされており、目を瞠みはるほどの見事な品だ。

「これは、お里が最さい期ごに俺へ託たくしたものだ」

　手元を覗のぞき込んでくるカナイへ、持っていた簪を手渡しながら鷹雅は語る。

「あの強がりが、泣きながら俺に言ったんだ。私よりいい女を見つけるのは至し難なんの業わざだろうが、広い世の中には都合よく一人くらいは存在するだろう。その女を見つけたら、この簪で釣つってさっさと結婚してしまえ──とな」

「それが、この蓮華の簪なのね」

　濁にごった泥どろ水みずの中でも、気け高だかく咲き誇る蓮はすの花。鷹雅の語るお里の生いき様ざまは、どのような逆境にも凜りんとして立ち向かう、まさに蓮華そのもののようだった。

「この簪を押しつけられると同時に、俺は早く逃げろとお里から胸を突き飛ばされた。ちょうどその時、燃える天てん井じようが崩れ落ちてきたんだが──火の粉に紛れて降ってきた紅ぐ蓮れんの羽が俺の顔へ溶け込み、気がついた時にはこの神殿へ、神鳥の守護者として召喚されていたんだ」

「そう、だったの……」

　そう言って瞬まばたきをすれば、手に持った簪に涙の雫しずくが落ちた。

　静かに泣き出したカナイの頰を、鷹雅は先程と同じように軽くつまむ。

「せっかく泣きやんでいたかと思えば、何ゆえ再び泣き出す？」

「そういう鷹雅さんは、どうして泣かないの？　そんなに悲しい顔をしてるのに、なんで私なんかを気遣ってくれるのよ」

「俺は男だから、女子供のように泣くわけにはいかない」

「なによ、それ」

　カナイは大粒の涙を零こぼしながら、蓮華の簪を鷹雅の手へと握らせた。

「男が泣いちゃ駄目なんて、いったいどこの誰が決めたっていうの。無理に泣きたいのを我が慢まんして、いつまでも悲しい目をされてたらこっちが迷惑するわ。だから、今日は私が側そばに居てあげるから、思い切り泣いてしまったらいいわ」

「お前……」

「一人で泣いてたら、泣きやむ時を見失っちゃうでしょう？　だけど二人なら、一緒に泣いて、その後で一緒に笑えるもの」

　そしてカナイは、泣きながらもできる限りの笑顔を浮かべた。

「私、心の底から思うの。あなたが生きていてくれてよかった──って」

　神鳥として生まれたせいで、ずっと自分だけが酷い目に遭あっているのだと思っていた。けれど、辛い現実を生きる鷹雅の話を聞いた今、それが間違いだったと思い改めることができた。

　傷の舐なめ合いと言われても、仕方がないかもしれない。だが、出会って間もない自分達が、自然と互いを思い遣ることのできるこの奇妙な関係は、なぜだかとても心地ここちよく感じられる。

　だからこそ、カナイは鷹雅との出会いに感謝した。

「鷹雅さん、生きていてくれてありがとう」

「……っ」

　次の瞬間、涙を拭おうとしたカナイの手を摑み、鷹雅は上半身を深々と折り曲げて小刻みに肩を震わせ始める。垂れた前髪に隠れてその表情を窺うことはできないが、微かすかに聞こえる押し殺した嗚咽に、カナイは彼が泣いていることを知った。

（ずっと、泣くのを我慢してきたのね……）

　与えてくれた優しさを、精一杯の優しさで返す。自分を励ましてくれた彼にこそ、明るく笑っていてほしいと思うから。

　今すぐにとはいかないだろうが、いつか鷹雅に心から笑える日がくればいい。

　それはきっと、命いのち懸がけで鷹雅を助けたお里の願いでもあるはずだから──。
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　神鳥の城から西に向かって馬で数刻。

　エディーラという小さな町は、王都トレス・ラーグリマとセレシェイア西部最大の商業都市であるレイン・ガルムの、ちょうど中間地点に存在する。

　人の生き血を求める魔物は、人口密度の高い場所に狙ねらいを定めて出現する傾向があり、レイン・ガルムは王都に次いで多くの襲撃を受けている。今回出現した魔物も餌え食じきとなる人間を求め、レイン・ガルムを目指して移動している最中だった。

「こりゃあ、酷いわね……」

　血ち生なま臭ぐさい風に短い髪をなびかせながら、装束の右袖を豪ごう快かいに片かた肌はだ脱ぬぎにして、二の腕に浮かぶ薄うす紅くれないの御み印しるしを晒さらしている少女──ダリア・ヴァルドゥナは、眼前に広がる陰惨な光景に眉を顰める。

　斜しや陽ように照らされる街道脇の開けた草地は、噎むせ返るような臭しゆう気きに満たされていた。

　巨大な蜘く蛛もの下半身を持つ毒々しい赤髪の女が、鎌かまのような両手から滴したたる鮮血を長い舌で舐め取りつつ、妖よう艶えんな微笑を浮かべている。

　小さな民家ほどもある蜘蛛の胴体に圧おし潰つぶされているのは、レイン・ガルムへ向かう途中だったと思われる二台の馬車。御ぎよ者しや台に座っていた男の血ち塗まみれた手が、壊かい滅めつした馬車の下敷きになっており、蜘蛛女の足元には吐き捨てられた人骨が幾いくつも転がっている。肉とともに引き裂かれた衣服の残ざん骸がいは、貴族の娘が好んで着るようなドレスに、紳士が纏う黒い礼服フロツクコートのようだ。

「……間に合わなかったみたいね」

　感情を抑おさえたダリアの言葉に、イナミは握り締めた拳を怒りに震わせていた。

　魔物の出現の予知を受けてすぐに城を発たったが、それでも駆けつけるのが遅かった。予想外の犠ぎ牲せい者の多さに、イナミは奥歯を砕くだけんばかりにきつく嚙み締める。

　喰くらった人間の血で赤く染まった口元を吊つり上げ、蜘蛛女は不気味に笑う。嫌悪感を搔かき立てられるその嬌笑に、イナミは己おのが神気を練ねり上げ、右の手中へ退魔の剣つるぎを生み出す。

「ダリア、これ以上の犠牲者が出ないうちに、さっさとこの化ばけ物ものを始末するぞ」

　たった一人の守護者へ声をかければ、彼女も頷いて自分の神器である鉄製の棘とげがついた籠こ手て・赤せき橙じよう巌げんを両手に装備する。

　顎あごから血を滴らせながら狂気的に笑う巨大な蜘蛛女の姿を見み定さだめ、イナミの背から炎を思わせる紅蓮の翼が出現する。次の瞬間、彼の紺こん青じよう色をした瞳からは急速に光が失われ、表情からも人形のごとく一切の感情が消え失せた。

　神鳥は自我を強制的に心の奥底へ沈めることで、己おのれの魂に宿る神鳥の本能を目覚めさせ、通常では考えられない荒あら業わざを繰くり出すことが可能になる。しかし、超人的な力を発揮する代わりに、封じた自我が戦いの途中で浮上することはなく、手て酷ひどい怪け我がを負っても戦いを続行する危険性があった。

「ちょっとイナミ、今日の援えん護ごはあたしだけってことを忘れるんじゃないわよ？　長引くとあたしの体力が持たないから、さっさと決着つけなさいよね！」

　地界の瘴しよう気きから生じた悪あつ鬼きと呼ばれる小鬼を蹴け散ちらしながら、ダリアは無表情で剣を構えるイナミへ向けて声を張り上げた。感情の消えたイナミは「わかっている」とだけ返事をすると、紅蓮の翼を羽ばたかせ、驚異的な瞬発力で蜘蛛女の胸元目がけてまっすぐ突っ込んで行く。

　その時、蜘蛛女の腹部にぱっくりと大きな割れ目が生じた。

　無数の小さな牙きばが生えた不気味な割れ目は、真っ向から突撃してくる神鳥目がけて、粘着質の糸の束を大量に吐き出した。しかしイナミは怯ひるむことなく短い呪文を呟つぶやき、手にする剣へ火の気を宿す。

　意思を持つ触しよく手しゆのように襲いくる蜘蛛の糸を、炎を纏った剣で防ぎ、叩たたき切ってゆく神鳥の姿に、なぜか蜘蛛女は楽しげな笑みを浮かべている。その、余裕すら感じられる態度に、生気の失せたイナミの瞳が僅かに眇められた。

　その刹せつ那な、巨大な蜘蛛の胴体に幾多の口が出現し、そのすべてが粘ねばつく糸を吐き出し始めたものだから堪たまらない。

　イナミは更に火の気を呼ぶ呪文を唱となえつつ、紅蓮の翼で空中を飛び回り、蜘蛛の糸を上う手まく躱かわしながら剣を振るい続ける。それでも、蜘蛛女の吐く糸の量は圧倒的にイナミの戦闘力を凌りよう駕がしており、次第に不利な形勢へと追い込まれていった。

　一瞬でも気を抜けば、蜘蛛の糸にすべてを搦からめ捕とられる。火の気を呼ぶ呪文が途切れるだけでも、その時点で命ごと身体を持っていかれてしまうだろう。

　そんなギリギリの状況下で、異変は起きた。

「……あ」

　心の奥深くに沈めたはずの自我が、なぜか唐突に浮上した。それだけではなく、背中の翼と手にしていた剣までもが消失し──イナミは、あっという間に蜘蛛女の粘糸に全身の自由を奪われてしまった。

「ぐ、あ……ッ！」

　脆もろそうな見かけに反して、身体に纏わりつく糸はイナミの身体を内ない臓ぞうが潰れんばかりの圧力で締め上げる。蜘蛛女は八本ある足のうちひときわ長い前方の二本を使い、捕らえたイナミの身体を目の前へと吊り上げた。

　低い呻うめき声を上げて激痛に耐える神鳥に、魔物は浮かべていた笑みを深くして、ぶるりと首の肉を震わせる。すると、耳みみ障ざわりな甲かん高だかい笑い声とともに、女の白い首が蛇へびを思わせる動きで急速に伸び始めた。

「イナミ──ッ!!」

　喉のどが張り裂けんばかりに絶叫して、ダリアはどうにかイナミを助けようとするが、倒したそばから湧いてくる悪鬼の群れに阻はばまれ、魔物に近寄ることもできない。

　血の気を失ったイナミの頰を長い舌で官能的に舐め上げた蜘蛛女は、頭の高い位置でひとつに結ゆわれた彼の髪を、恍こう惚こつとした表情で食はむ。

「や、やめ……っ！」

　制止の言葉を叫ぶ間もなく、頭上で髪を嚙み切られる音が無情に響いた。

　膝ひざ裏うらまで届くほど長かった自分の髪を、首を伸ばした蜘蛛女が至福の表情で貪むさぼっている光景を、イナミは絶望一色に染まった瞳で見つめる。

（な、なぜなんだ……）

　一度は沈めた自我が浮上してから、頭の中が真っ白のまま何も考えられない。脳のう裏りでは危険を知らせる警報がけたたましく鳴り響いているが、気が動転しているイナミには、この絶体絶命の状況を切り抜ける策を考える余裕などなかった。

　咀そ嚼しやくしていた髪を美う味まそうに飲み込んだ蜘蛛女は、宙吊りにしたイナミの身体へ長い首を幾いく重えにも巻きつける。血のように赤い髪の間から覗く真紅の双そう眸ぼうが、更に毒々しい輝きを宿してぎらついていた。

「……っ！」

　不快な声を上げ、ふたたび狂ったように笑い出した蜘蛛女は、てらてらとなまめかしく輝く鋭い牙を剝むくと、身動きできずにいる神鳥の柔らかな喉のど笛ぶえへ喰くらいつくため、勢いよく首を伸ばした。

　殺される──。この地へ神降ろしされてからというもの、何度も危ない橋を渡ってきたが、今度こそ自分は確実に死ぬのだろう。

　不思議と涙は出なかった。恐怖を感じる間もなく、毒牙は目の前まで迫っていた。

「……え」

　その時──。

　限界まで見開いた両目の震える睫まつ毛げの向こう、顎門あぎとを大きく開いた蜘蛛女の顔が、喉元ギリギリのところで動きを止めていた。

「どうにか、間に合ったようだね」

　耳許で静かな青年の声が聞こえたかと思えば、身体を拘束する蜘蛛の糸が一瞬にして断ち切られる。それと同時に、支えを失ったイナミの身体は落下を始め──地面と激突する寸前、疾風はやてのように現れた青年が、その身体を軽々と抱き留とめた。

「どうしてこうも神鳥は、無む茶ちや無む謀ぼうの類たぐいが大好きなのかな？」

「ユージィ、さん……？」

「犠牲になったのが髪だけでよかった。とりあえず、僕とルイーズでこの大きい奴を倒しちゃうから、キミはここから動かずにじっとしているんだよ」

　そう言って優しく微笑ほほえんだのは、頭にターバンを巻き、大きめの外套を纏った青年──セレナの守護者ユージィ・タマルだった。

「ルイーズ、この巨体を縛しばるのはキツイだろうけど、僕がトドメを刺すまで堪えてくれ！」

　二本の曲きよく刀とうを腰の後ろから勢いよく抜き取ると、ユージィは複雑な光の魔法陣が浮いた地面に立つ、赤しやく銅どう色の髪を長く波打たせる男へと叫ぶ。

　ユージィと同じく、セレナの守護者を務めるルイーズ・グラストは、強力な神術の使い手だ。十二年前、守護者の任に就くと同時に、最年少で大神官の称号を得ている。

　彼は周囲をダリアに守られながら、蜘蛛女の動きを一時的に封じていた。しかし、この緊きん縛ばく術じゆつは高度な技であり、発動している最中も大量の神気を消費する。普段から眠たげにしているルイーズだが、目の下に浮かぶ隈くまが尋常でなく濃いことから、限界がすぐそこまで差し迫っていることは確実だ。

「この一瞬で、決めるよ──っ！」
















　イナミに群がろうとする悪鬼を、曲刀を一いつ閃せんさせて滅めつすると、ユージィは腰を落として重心を低くした体勢から、眼前に黒々とひしめいている悪鬼の群れへまっすぐ突っ込んで行った。

　両手の曲刀を巧たくみに操り、剣舞のごとき華麗な動きで悪鬼を斬り捨てながら己が進路を切り開くユージィは、眼前に迫る悪鬼の上へひらりと飛び乗る。そして、素早く口内で脚力増幅の呪文を唱えると、彼は悪鬼の頭を強く踏みつけ、空を裂くように天高く跳ちよう躍やくした。

　突然眼前に現れた男の姿に、首を蛇のように伸ばしたおぞましい状態で動きを止めている蜘蛛女の口から、金属を擦こすり合わせるような聞き苦しい呻うめき声が漏れた。

「唸うなれ、藤とう黄おう塵じん！」

　ユージィが神器の名を高々と叫べば、彼の持つ二本の曲刀が聖なる竜りん胆どう色の輝きを発し──それと同時に、動きを止めた魔物を中心に、目も開けていられないほどの突風が吹き荒れた。

　風がやむ直前、力なく地面に座り込んでいたイナミの視界に影が落ちる。いつの間にか傍かたわらには、曲刀を腰の鞘さやへと収めたユージィがいつもと変わらぬ笑顔で跪ひざまずいていた。

「さあ、全部終わったよ」

　ユージィ特有の落ち着いた声でそっと囁ささやかれた途端、痛いくらいに張り詰めていた緊張の糸がぷつりと切れるのを感じた。

　身体を震わせながら声もなく泣き始めたイナミを庇うように、ユージィは抱き締めた彼の身体をしっかりと自分の纏う外套で包み込む。ちょうどその時、魔物の周囲にのみ吹き荒れていた風が完全に収まり、肉の裂ける不快な音が辺りへ響き渡った。

「あの一瞬でこれだけ細かく切り刻むなんて、さすがユージィ兄にいね」

　術を解除した途端、体勢を崩したルイーズの身体を支えてやりながら、ダリアが感心したように口笛を吹く。

　全身を容よう赦しやなく切り裂かれた蜘蛛女は断だん末まつ魔まの叫びを上げることなく、全身から墨すみのようにどす黒い体液を撒まき散らしながら、派手な地響きを立てて横倒しに崩れ落ちた。すると、大量の悪鬼までもが、地界へ逃げるかのように地面へと溶け消えてゆく。

「まったく。泣き虫で怖がりのクセに、変な意地を張って無茶するからこんなことになるんだよ？　後でたっぷりとお説教するから、今から覚悟しておくように」

　そう言いながら、大量に降り注いだ魔物の体液を弾いた外套を背中へと跳はね除のけ、イナミの頰を伝う涙を親指の腹で拭ってやろうとしたユージィは、はたと動きを止める。

　乱れた前髪の奥に覗く彼の額から、微かに薄れていた紅蓮の御印が完全に消失していた。恐れてはいたが、あまりに早すぎる事態に焦りかけたユージィだが、しばらくして再びイナミの額へうっすらと御印が浮かび上がると、詰めていた息を緩く吐き出した。

　神鳥としての終しゆう焉えんが、刻一刻と近づいている。

　その足音がイナミに追いつく日は、もうそれほど遠くはないだろう。

　陽ひの落ちた街道は、夜の帳とばりに包まれようとしていた。
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　眠れない夜だった。

　十五回目の寝返りを打ったところで、カナイは無理に眠ることを諦あきらめ、もぞもぞとベッドから這はい出した。

（イナミは、まだ帰ってこないのかしら……）

　ふかふかと足触りのよい絨じゆう毯たんの上を素す足あしで移動し、カナイは静かに窓辺へ立つ。

　濃こ藍あい色の夜空に、微かに端の欠けた月が昇っていた。その光景は、どこまでも優しくて綺麗なはずなのに──なぜか、胸の奥が妙にざわついて仕方がない。

「みんな、あんたのことを心配してるのよ」

　涙を流すセレナの姿が、脳裏に浮かぶ。そんな彼女の肩を抱くヴィルファイドも、沈痛な面おも持もちをしていた。

　無意識に、首から下がる小鳥の木飾りを握り締め、カナイは天を仰いで祈るように呟く。

「私だって、こんなに心配してるんだから……無事に、帰ってきなさいよ」

　どこかで彼も、同じ月を見上げてはいないだろうか。

　夜空を通して、この想いがイナミへ届くように──カナイはいつまでも、空の月を見つめていた。
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「ご報告致します」

　早朝の神鳥の私室は、珍しく重い雰囲気に満たされている。

　起床したカナイが身み支じ度たくを終える頃、グレスに連れられて一人の青年が部屋を訪れた。イナミの援えん軍ぐんとして魔物の討伐へ向かったセレナの守護者、ユージィ・タマルだった。

　蜂はち蜜みつ色の柔らかな髪を持つ、二十代半なかばほどの柔和な顔立ちをした青年は、戦闘中に汚れた衣服を纏ったまま、部屋に入ってすぐの所に膝をつき、頭こうべを垂れた状態で報告を始める。

「昨さく日じつエディーラ付近の街道に出現した魔物は、多少の人的被害は出たものの、無事討伐することに成功しました」

「それで、イナミは？」

　それまで椅い子すに腰掛けていたカナイは、逸はやる気持ちを抑おさえきれず、淡たん々たんと討伐の報告をするユージィに駆け寄って、最も気になるイナミの安あん否ぴを尋ねた。

　その問いに対してユージィから差し出されたのは、白い布に包まれた薄うす藍あい色の毛の束だった。

「これは、イナミの髪の毛です」

「え……」

　ユージィの口から出た言葉に、心臓が不規則にどくりと脈打った。

「ま、まさか……イナミは……」

　彼の髪の毛だけが届けられたことに、悪い想像ばかりが脳のう裏りに浮かぶ。

　カナイが今にも卒倒しそうな顔色で呆然と立ち尽くしていれば、ユージィが慌てて「大丈夫ですよ」と言葉を続ける。

「戦闘中に神鳥の力が一時的に消失したせいで、彼は魔物に拘束され、危うく殺されかけましたが──不幸中の幸いとでも申しますか、髪の毛を切られるだけで済みました」

「髪の毛だけってことは、それじゃあイナミは無事なのね!?　よかったぁ……」

　最後までユージィの報告を聞いたカナイは、安あん堵どの息をつくと同時に、その場へぺたりと腰を抜かした。

　けれどユージィの表情は、相変わらず強こわ張ばったままでいる。

「確かにイナミは無事でしたが、それは肉体の上でのことです。彼が精神こころに負った傷は深く、今も高熱を出してエディーラの町から離れられずにいるのですが──あの子が魘うなされながら、カナイ様の名前を呼ぶのですよ」

「イナミが、私の名前を……？」

　信じられない事実に、カナイは鮮やかな紺こん碧ぺきの瞳を大きく瞠る。

　魔物との戦いで危険な目に遭あい、そのせいで高熱を出して苦しんでいるのに、どうしてイナミは自分の名前など呼ぶのだろう。神鳥の使命を突っぱね、向こう見ずに家出までした挙あげ句く、散々酷いことを言った自分のことを、どうして彼はそこまで気にかけてくれるというのだ。

「あの子は普段大人ぶって澄ました態度を取ってはおりますが、本当は人一倍気の小さな弱虫なんです。身体が弱っている今など、いつも以上に心細い思いをしているはずです。ですからどうか、これからイナミのもとへ向かってはくださいませんか？」

「どうして私なの？　イナミを励はげますなら、セレナさんの方が適役だと思うけど」

「いいえ、今回はカナイ様でなければ意味がありません。何せ、イナミ本人の希望ですからね」

　そこで初めて、ユージィは強張っていた相そう好ごうを崩した。

　カナイはその和やかな笑顔に、背中を強く押されたような気がした。

（私にも、できることがあるの……？）

　自分はこの城で、彼の帰りを待つことしかできないと思っていた。けれどイナミは、他の誰でもない、自分の名前を呼んでくれている。

　イナミから、初めて存在を求められ──カナイの覚悟は、決まった。

「……グレスさん、今すぐ馬を用意して」

　座り込んでいた床からゆっくりと立ち上がりながら、それまで黙って側に控えていたグレスへ、カナイは毅き然ぜんとした態度で命じる。

　主あるじたる神鳥が初めて見せる威厳ある態度に、グレスは思わず当惑した表情で固まってしまった。そんな彼の様子に、カナイは語気を強めてもう一度命を告げる。

「どうしたのよ、グレスさん。早く馬を用意してちょうだい」

「そ、それはつまり……」

「当然、エディーラの町へ向かうのよ。だってイナミが、私のことを呼んでるんでしょう？　それなのに、私が行かなくて誰が行くっていうのよ」

　今までになく強い意思の宿された瞳でそう言い切ったカナイは、ユージィから受け取ったイナミの頭髪の包みを胸に抱き、朝日の差し込む窓辺を振り返る。

　窓の外に広がる空を見つめるカナイの瞳には、今までにない決意の光が輝いていた。
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　急きゆう遽きよエディーラの町を目指して神鳥の城を出しゆつ立たつしたカナイ一行は、西へと延びる街道を二頭の軍馬で疾走していた。

「カナイ、大丈夫か？」

　護衛として同行することになったのは、守護者であるグレスと鷹たか雅まさだ。

　今回カナイは、グレスよりも馬術に長たけている鷹雅の馬に二人乗りさせられているが、相変わらず華きや奢しやな身体からだは鞍くらの上でいいように翻ほん弄ろうされていた。鷹雅の両脚に後ろから腰の辺りを挟まれているので、身体が鞠まりのように跳はねるということはさすがになかったが、それでもやはり臀でん部ぶには痺しびれるような痛みが生じている。

「辛つらいなら、少し休きゆう憩けいしよう。この分なら多少休んだところで、今日中には確実に到着できる」

「だ、駄目……っ！」

　馬を停めようとする気配を見せた鷹雅に、カナイはすかさず叫ぶ。

「私なら大丈夫よ。だからお願い、このままエディーラの町に向かって！　だって、後もう少しで着くんでしょう？」

「しかし──いや、わかった。だが、我慢できなくなったら必ず言うんだぞ？　無理をして、お前まで倒れでもしたら事だ」

　黙って心情を察してくれる鷹雅の思おもい遣やりに頷うなずくと、カナイは強く歯を食い縛って馬の背にしがみつく。

　と、その時──臓ぞう物もつを連想させるような生なま臭ぐさい異い臭しゆうが鼻び腔こうを掠かすめ、それまで調子よく走っていた馬が怯おびえたように嘶いななき、突如として足を止めてしまった。

「おい、どうしたんだ？　いきなり怖おじ気けづいたりして……」

　見事な手た綱づな捌さばきで臆する馬を落ち着かせた鷹雅は、カナイを小脇に抱えて鞍から降りる。妙に興奮している馬の様子に彼が眉まゆを寄せていると、後から追いついたグレスも馬から降りてやってきた。

「突然馬の様子がおかしくなりましたが、お二人ともご無事でしたか？」

「私達なら無事だけど……それより、グレスさんの方こそ大丈夫なの？　なんだか酷い顔色をしてるわよ」

　そう言って背伸びしたカナイは、グレスが目ま深ぶかにかぶっているフードを静かに後ろへ外はずす。

　日差しを遮さえぎるものがなくなり、陽光の下もとに晒さらされた顔色は思った以上に青白く、今にも倒れそうなほど血の気が失うせている。よく見れば冷や汗をかいているうえに、呼吸まで荒く不規則だ。

「ちょっとグレスさん、あなた本当に大丈夫なの？」

「正直申しまして、僕にもよくわからないのです。もしかしたら、この辺り一帯に漂う生臭さに中あてられたのかもしれません」

　心配そうに顔を覗のぞき込んでくるカナイを安心させようと、グレスは無理をして微笑む。

　確かにグレスの言う通り、辺りには吐き気をもよおすほどの臭気が漂っている。カナイは装しよう束ぞくの袖で口元を覆おおいながら、辺りの様子を窺うかがうように視線を巡らせた。

「どうやらこの臭いの正体は、あれのようだな」

　逸いち早はやく臭いの出で所どころを発見したのは、鷹雅だった。

　彼がすっと指差した先へと視線を向ければ、街道の少し先で黒い煙けむりが濛もう々もうと立ち上っているのが見える。三人が馬を引きながら煙の方へと歩いて行くと、やがて街道脇の草地で何かを燃やしている集団の姿を見つけた。

　農民と思われる男達が、運んできた藁わらや木き屑くずを燃えさかる炎の中へ放り込んでいる。炎の周囲には数人の神官と巫み女こが並び、辺りには厳おごそかな歌声が響いていた。

「あの人達は、何をやっているのかしら？」

「あれは、倒された魔物の亡なき骸がらを葬ほうむっているのだろう。魔物の討伐が済むと、各地の神殿から派遣された神官や巫女が弔とむらいの歌をうたい、魂を浄化させると同時に、瘴しよう気きに侵おかされた土地を祓はらい清めるんだ。俺おれのいた国でも、同じような儀式が行われていたからわかる」

「それじゃあ、あの燃えているのが魔物なのね……」

　炎に包まれた物体は、既に原形を留とどめてはいなかった。しかし、燃え上がる炎の規模を見ただけでも、それがいかに巨大な魔物であったかは容易に推測することができる。

　あれがイナミの戦った魔物なのだ──そう実感すると、胸の奥がツキンと痛む。

「う、あ……っ」

　その時、黙って燃えさかる炎を見つめていたグレスが、か細く怯えた声を上げながら、その場へ崩くずれるようにして膝をついてしまった。彼はそのまま地面に蹲うずくまると、恐怖に戦おののく身体を搔かき抱いて荒い呼吸を繰り返し始める。

　冷や汗の流れる頰ほおは、紙のように白い。そのただならぬ様子に、カナイと鷹雅はすぐさま苦しむグレスのもとへと駆け寄った。

「グレスさん、大丈夫!?」

「おい、俺の声が聞こえるか？　聞こえるなら、なんでもいいから反応しろ」

　ガクガクと大きく震えている身体を支えてやりながら、鷹雅が冷静に叫びかける。しかしグレスは虚うつろな目を宙ちゆうへ彷徨さまよわせるばかりで、何ひとつ言葉を発しようとしない。

「駄目だ、酷い錯乱状態に陥おちいっている。神官達ならば、よい治療法を知っているかもしれん。儀式を中断させるのは悪いが、この場合は致し方あるまい」

　口早にそう言った鷹雅は、無言で震え続けているグレスの身体を抱き上げる。その弾みで、グレスが常に右目へかけている片眼鏡が外れた。カナイは地面に転がった片眼鏡を慌てて拾い上げると、レンズについた汚れを軽く払う。──そして、不意に思い出した。

　この片眼鏡は、十二年前に経験した恐怖や苦しみという負の感情を封じるため、神しん力りきを帯びているとグレスは語っていた。それが外れたということは、もしかしたらこの場に淀よどむ瘴しよう気きの強さが影響して、片眼鏡に秘められていた力が失われてしまったのかもしれない。

「待って、鷹雅さん！」

　カナイは弔とむらいの儀式を行っている方へと歩き出した鷹雅の背へ、咄とつ嗟さに飛びついた。

「グレスさんは昔、故郷の町を魔物の襲撃で失っているの。きっと、炎に焼かれる魔物を見たせいで、その時のことを思い出して怯えてるんだわ」

「なんだと？」

「あの炎に近づけば、今よりもひどく取り乱すかもしれない。だから、一度この場所から離れましょう。その方が、グレスさんも落ち着くと思うの……」

「わかった。お前の言う通りにしよう」

　カナイの提案に同意した鷹雅は、二頭の馬をその場に残し、街道脇に広がる草地を歩き始めた。その先は小さな森になっている。中に入ってしばらく進めば、魔物を焼く炎も煙も見えなくなるだろう。

　そこでいったん思考を切り上げたカナイは、森の中へ入って行く鷹雅の広い背中を小走りに追いかけた。







　街道沿いに広がる森の中は、生命力に満ちた緑の香りに包まれていた。

（……ここには、魔物を焼く臭いも届かないようね）

　鼻の頭を忙せわしなくひくつかせていたカナイは、あの吐き気をもよおす異臭がしないことに、ホッと胸を撫なで下ろす。

　微かすかなせせらぎの音が聞こえる。どこかで水が湧わいているのだろう。周囲に危険がないことを確認すると、鷹雅は湧き水を探しに向かったので、カナイは未いまだ黙って震えているグレスと二人きりになってしまった。

　しばらくすると、遠くに聞こえる水音に混じり、くぐもった泣き声が聞こえてきた。

　足元に落としていた視線を上げて、傍かたわらに座っているグレスの様子を垣間見たが、抱えた膝に顔を押しつけているため、彼が今どのような表情をしているのかはわからない。

「グレスさん……大丈夫？」

　鷹雅からは、完全に落ち着くまではそっとしておけと言われていたが、恐怖の記憶に泣いている彼を放っておくことはどうしてもできなかった。

　ガタガタと震えている肩へそっと触れてみると、まるで痙けい攣れんするかのようにグレスの身体がビクッと跳はねる。次の瞬間、涙に濡ぬれた顔を上げた彼は、肩に置いたカナイの手を乱暴に振り払った。

　勢いよく叩たたかれた手を胸元で握り締めたカナイは、改めてグレスを襲った異変に愕がく然ぜんとする。

　冷や汗で額に張りついた前髪の向こうから彼女を睨にらんだ瞳には、怯えだけではなく憎ぞう悪おの念もはっきりと込められていた。未だ過去の悪夢に囚とらわれ続けている彼には、カナイの姿すらも魔物に見えているのかもしれない。

（グレスさんは、十二年前の子供の頃に戻ってるんだわ……）

　もし、グレスの目に自分の姿が魔物として映っているのだとしたら、早さつ急きゆうにその錯覚をどうにかしなければならない。極度の緊張状態に置かれた肉体も疲ひ弊へいするだろうが、それよりも先に、多大な負担がかかっている心の方が壊れてしまう。

（……よしっ。上う手まくいくかはわからないけど、こうなったらやるっきゃないわ！）

　一度大きく深呼吸をして決意を固めたカナイは、身体を丸めて小さな嗚お咽えつを漏もらしているグレスに、正面から勢いよく抱きついた。瞬間、グレスは声にならない悲鳴を上げると、カナイの腕から逃れようと暴れ出す。

「グレスさん、落ち着いて！　私は魔物じゃないし、あなたに危害を加えようとしているわけでもないわ」

「……う、あ……っ！」

「大丈夫よ、大丈夫。もう怖こわいことなんてないわ。だから、私のことを信じて……っ！」

　腕を引っ搔かかれ、髪を引っ張られながらも、グレスを安心させようとカナイは必死に叫んだ。

　すると、どうだろうか。何度目かの「大丈夫」という言葉がようやく耳に届いたようで、グレスの抵抗が俄にわかに弱くなった。

「ねえ、さん……？」

　寄よる辺べを探すような声で細々と呟つぶやかれた言葉に、カナイは思わず目を瞠る。

　今確かに、グレスは自分のことを「姉さん」と呼んだ。彼の姉と勘違いされたカナイは、どうしていいのかわからず、ただ呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「……ま、ものは？」

　まるで、子供のようにカナイの肩口へ縋すがりつくグレスは、ひどく掠れた声で不安げに問う。

「魔物は、いなくなったの？　神鳥様は、どこ……？」

「え」

「……助けて、神鳥様……っ」

　肩先を痛いくらいに摑つかまれながら呟かれた言葉に、カナイはハッとした。

（そうか……十二年前にグレスさんを救ったのは、セレナさんだったんだわ）

　あの時見た神鳥の姿を一生忘れない──そう言って、穏やかに笑っていたグレスの笑顔が脳裏へ鮮やかに蘇よみがえり、カナイは考えるよりも先に身体が動いていた。

「グレスさん、見てっ！」

　肩口にしがみついてくる身体を力任せに引き剝はがしたカナイは、先程の格闘で乱れた前髪を搔き上げ、紅蓮の御印が浮かぶ額をグレスの目の前へ突き出して叫ぶ。

「神鳥なら、ここにいるわ！　この紅ぐ蓮れんの御み印しるしがその証拠よ」

「あ……」

　涙の浮かぶ茫然とした眼まな差ざしが、額の御印に注がれているのがわかる。

「私は、十二年前にあなたを助けた神鳥じゃないわ。だけど、これからあなたが怖い目に遭うようなことがあったら、私が絶対に助けてあげる」

　震えの治まってきたグレスの手を取り、小指同士を絡からめてカナイはふんわりと笑いかける。

「約束、ね？」

「……カ、ナイ様……」

　指切りをしながら微笑んだカナイに、自我を失ったように空虚だったグレスの瞳へ、生気の光が戻ってきた。

　名前を呼ばれ、グレスが正気に戻ったことを知ったカナイは、気張っていた力が抜けてその場にへたり込んだ。それと同時に、グレスの方も苛酷な恐慌状態から解放されたようで、彼の身体はぐらりと傾かしぎ力なく地面へと倒れた。

「グレスさんっ!?」

「大丈夫だ。気絶しただけだろう」

　突然倒れたグレスにも驚いたが、思わぬ方向から入った解説には、更にぎょっとさせられる。髪を乱して振り返った先には、なぜか眉み間けんに深い皺しわを刻んだ鷹雅が立っていた。

「鷹雅さん、お水を探しに行ったんじゃなかったの──っていうか、いつからそこに!?」

　面おも白しろいほど取り乱したカナイに、地面へ倒れたグレスの身体を抱き起こしてやりながら、鷹雅は不機嫌そうな低い声で言う。

「お前達の騒いでいる声が聞こえたから、戻ってきたんだ。……それよりお前は、もう少し手段を選べなかったのか？」

「え、手段って……？」

　どことなく怒っているような口調でわけのわからないことを問われ、カナイは大きな双そう眸ぼうをぱちくりと瞬またたかせる。その自覚のなさに、鷹雅は苦く渋じゆうの表情を隠すように手のひらで額を覆い、重苦しいため息をつく。

「嫁入り前の娘が無む闇やみに男へ抱きつくなど、あまり褒ほめられたことではないぞ。お前は少し、慎つつしみというものをだな……」

　いったい何を言い出すのかと思いきや、鷹雅の口から出たのは神族の女官達が得意とする類たぐいのお小こ言ごとで──カナイは堪こらえる間もなく、小さく噴き出してしまった。当然、最後まで自分の話を聞かずに笑い出したカナイに、鷹雅の眉間の皺は更に深くなる。

「お前、人の話は真面目に聞くものだぞ」

「ごめんなさい。だけど、私に慎みが足りなかったお陰かげでグレスさんがもとに戻ったんだもの。それよりも今は、これからどうするかを話し合うべきよ。だって、いつまでもここにいるわけにはいかないでしょう？」

　まったく悪びれた様子もなく、カナイがあっけらかんとそう言い切れば、鷹雅は苦にが虫むしを数匹同時に嚙かみ潰つぶしたような渋じゆう面めんで低く唸うなる。どうにも上手く言いくるめられた気もするが、カナイの言うことはもっともで、鷹雅は何も言い返すことはできなかった。

　そして彼は、軽く顎あごを撫で擦さすりながら思考する。

「そうだな……錯乱状態から脱することができれば、グレスはもう大丈夫だろう。むしろ、気絶してくれたのは好都合だな。こいつは俺が背負って行くが──お前、歩きは大丈夫か？」

「私なら大丈夫だけど、ここから町までは近いの？　それに、馬は？」

「城を出る時、魔物の討伐地点──つまりここからエディーラまでは目と鼻の先だと、ユージィ様から聞いている。今はイナミ様の容よう態だいも気にかかることだ、馬はこの際野生に返ってもらうとしよう」

　カナイの質問にてきぱきと返答した鷹雅は、グレスの身体を軽々と背負い上げる。

　そんな彼の円滑な行動が頼もしく感じられ、カナイは我知らず感嘆のため息をついた。
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　街道沿いに歩き、陽暮れ前にどうにかエディーラの町へ辿り着いたカナイ達は今、町外れに建つ古めかしい宿屋にいた。

「ホンと、うちの眠り姫のためにわざわざ遠いところきてもらってごめんねー。しかも、途中から歩きだったんでしょう？　あとで美お味いしい肉料理奢おごるから許してね？」

　そう言って底抜けに明るく笑っているのは、カナイ一行を町の入り口で出迎えてくれた、イナミの守護者であるダリア・ヴァルドゥナだ。

　とにかくこのダリアという少女は、よく喋しやべるうえによく笑う。美しく整った顔立ちに、すらりとした女性らしい身体つきをしているのだが、大きな口を開けて笑ったりするので、美人特有の取っつきにくさというものが感じられない。その点は助かるのだが──いかんせん、相手と自分の気分の差が大きすぎることに、カナイは頭痛を感じていた。

　高熱を出して寝込んでいるイナミのことを、けろっと「眠り姫」呼ばわりできる辺り、ダリアからは大物の気配を感じる。

（初めて会ったけど、ダリアさんって型破りな人だわ……）

　宿の二階へと続く階段を、先行するダリアの後について上りながら、カナイはこっそりと吐息を漏らした。

　気絶したグレスは鷹雅の背に揺られながら眠り込んでしまい、今は宿の主に急きゆう遽きよ用意してもらった部屋で休ませている。鷹雅には、彼の付き添いを頼んだ。

　そのためカナイは、たった一人でダリアの相手をしなければならず──これからイナミの部屋を訪ねようとしているのに、少しも緊張感を抱かせてくれないダリアに、カナイは内心軽く辟へき易えきしつつあった。

「おっと、通り過ぎるところだったわ」

　階段を上りきり、両脇に部屋の扉とびらが並ぶ長廊ろう下かを歩いていると、なんの予告もなくダリアが唐突に立ち止まった。咄嗟のことで反応が遅れたカナイは、突然歩みを止めたダリアの背中で思い切り鼻はな頭がしらを打ってしまう。

　赤くなった鼻を押さえているカナイを振り返り、ダリアが「ごめんねー」と朗ほがらかに謝罪する。それにはとりあえず、「こちらこそ……」とだけ返した。

　と、その時──二人の目の前にある扉が内側から静かに開かれて、中からぬっと一人の男が顔を出した。

「お前達、部屋の前で何を騒さわいでいる」

　緩く波打つ赤銅色の髪の奥から、じっとこちらを見下ろすひどく眠たげな眼差し。目元には色濃い隈くまが浮かび、高位の神官の装束を纏う男からはどこか病人のような印象を受ける。

　やがて男の茫ぼう洋ようとした瞳は驚きに固まっているカナイの姿を捉とらえ、意い味み深しんに眇められた。

「ふむ……お前が新たな神鳥か」

「あ、あの……っ」

　長身の男からしげしげと見下ろされ、どう対応していいのかわからずにいたカナイへ助け舟を出したのは、意外にもダリアだった。

「ルイーズ兄、女の子をそんな風にじっと見つめたら駄目だってば。いくら可か愛わいくたって、ルイーズ兄が凝ぎよう視しすると迫力ありすぎだから、程々にしてよねぇ。そうしないと、カナイちゃんが泣いちゃうわよ？」

「……そうなのか？」

　自分から見つめられるとお前は泣くのかと言いたげな表情で問われ、本当にちょっと泣きそうだったカナイは黙って小さく首しゆ肯こうした。

　ダリアからルイーズ兄と呼ばれるこの男、かなり酷い寝不足のようだが、元々眉び目もく秀しゆう麗れいな顔立ちをしているため、目の下に浮かぶ隈ですら強烈な色香に変換されている。そんな気だるげで色っぽい眼差しで穴が開くほど見つめられたら、照れるよりも先に恐怖を感じてしまうのが正直なところだ。

「それより、イナミの具合はどう？　少しは回復してきた？」

　扉の前を塞ふさぐ形で立っているルイーズの脇をすり抜けて、ダリアはさっさと室内へ入ってしまう。そのひと言にハッと我に返ったカナイも、慌てたように彼女の後に続く。

　暖かな西日が降り注ぐ窓辺には、古びた木製のベッドが置かれている。その膨ふくらんだ布ふ団とんの中に、すっかり髪が短くなってしまったイナミがいた。

　高熱に喘あえぐ弱々しい姿は、初めて顔を合わせた時に尊そん大だいな態度を取っていた人物と同一の者とはとても思えず、カナイは混乱する。

　余計な物音を立てないように注意しながら覗き込んだ顔は、発熱による苦痛に歪ゆがんでいた。元が色白なだけに、紅潮した頰が更に痛々しく見える。薄く開かれた唇くちびるからは絶え間なく浅く速い呼吸が繰り返され、とても苦しそうだ。

（私の、せいだ……）

　大粒の汗をかきながら、ぐったりとベッドに横たわるイナミの姿に、カナイはまるで風前に晒された蠟ろう燭そくの火でも見ているような思いになった。いつ消えてもおかしくはない炎が、今の儚はかないイナミの様子と重なり、悪い予感が背筋に忍び寄ってくる。

（私が酷いことを言ったせいで、イナミがこんなことに……っ）

　目の前が涙で滲にじんだかと思えば、零こぼれた雫しずくが覗き込んでいたイナミの頰へと落ちた。

　嵐のような激しい自己嫌悪に襲われ、カナイは堪たまらずに部屋から飛び出すと、行き場所も決めぬまま滅茶苦茶に走り出した。







　宿から出て人も疎まばらな市街地を駆け抜け、町の反対側にある煉れん瓦が塀べいの外までやってきてしまった。

　斜面を撫でる風に、茜あかね色に染め上げられた草原が囁ささやき合うように揺れている。その音を遠くに聞きながら、カナイは煉瓦塀に背を預けて座り、一人声を押し殺して泣いていた。

　何度振り払っても脳裏に浮かんでくるのは、苦しげなイナミの姿。

　本当は、彼の絹糸のような長い髪が好きだった。薄化粧をして、凜りんと背筋を伸ばし佇たたずんでいる姿にも、心のどこかでは憧あこがれていた。

　今は、何をしても怒ど鳴なられていた頃が懐なつかしい。あんな風に苦しんでいるよりも、むすっとした顔で怒っていた方が、ずっとイナミらしいと思った。

「あー、いたいたっ！」

　抱えた膝に顔を埋うずめて惨みじめっぽく鼻を啜すすっていれば、よく通る明るい声が聞こえ、カナイは泣き濡れた顔をのろのろと上げた。

「一人で勝手に外へ出たら駄目じゃないの。カナイちゃんは可か愛わいいんだから、人ひと攫さらいとかに狙ねらわれたりしたら危ないでしょう？」

　そう言ってケラケラと笑いながら無断で隣に腰を下ろしてきたのは、子供のように人ひと懐なつっこい笑みを浮かべたダリアだった。彼女は人目を気にすることなく豪快に胡坐あぐらをかくと、カナイの額を指先で軽く弾きながら言う。

「あんたさぁ、この前イナミと派手に口くち喧げん嘩かをやらかしたでしょう？　その時にあいつへ言ったことを気にして泣いてるんだったら、いいことを教えてあげる」

「いいこと、ですか？」

　打たれた額を押さえて小首を傾げたカナイに、ダリアは意味深に笑いながら頷く。

「実はこの国には、ちょっとヘンな神鳥の慣かん例れいがあるのよね。その内容ってのが、新しく神かみ降おろしされた神鳥に、先代の神鳥だけは厳しい態度で接しなければならないって、これまた面めん倒どう臭くさいもんでさぁ～」

「えっ……」

「要するにイナミは、あんたに対してわざと鬼みたいな態度で接してたわけよ。──どうよ、あいつの演技も中々のもんだったでしょう？」

　悪いた戯ずらが成功したように白い歯を覗かせてキシシと笑ったダリアに、それまで痛いくらいに張り詰めていた緊張の糸が緩み、カナイは呆ほうけたようにポカンと口を開けて固まってしまう。

「あれ全部が、演技……？」

　これまでイナミと交わしてきた遣り取りを思い返して、得心できない気持ちで一杯になる。

　見み下くだしたような冷たい眼差しに、その口から出るのは突き放すような言葉ばかりで、本気で自分はイナミから嫌われているのだと思っていた。けれど、それらすべてが演技だったとは。正直なところ、とても信じられなかった。

　それはきっと、イナミは冷れい酷こくな人物を演じながらも噓うそだけはつかなかったせいだろう。

　イナミはいつでも、まっすぐな正論を語る。冷淡な口調で語られたせいで、中々素直にその言葉の意味を受け止めることはできなかったけれど、それでもイナミは一度として間違ったことは言わなかった。

　──それに対して、甘えたことを言っていたのは自分だ。

「まぁ、あんな陰いん険けんな態度で追い詰められちゃあ、こっちとしては逆切れする以外に方法がないじゃない？　多分、あたしがカナイちゃんの立場だったら、イナミの横っ面をグーで思い切り殴り飛ばしてたでしょうね」

　だからね──と言葉を続けたダリアは、カナイの背中を元気づけるようにバシッと叩く。

「あいつに酷いことを言ったからって、自分を責める必要はないわよ。イナミはワザと、あんたを怒らせるようなことを言ってたんだもん。つまり、頭に血が昇のぼって当然ってことよ」

「だけど私、本当にイナミを傷つけるようなことを言って……」

「口で言い返すだけなんて、可愛いもんだわ。イナミが神降ろしされた時なんかは、そりゃあもう毎日が大変な騒ぎだったんだからね？　合計十三回も家出した挙句、体術が苦手なクセにセレナ姉と取っ組み合いなんかして、懲こりもせずによく投げ飛ばされてたわよ」

「えっ、セレナさんに……!?」

　なんとはなしに明かされた衝撃の事実に、べそを搔き続けていたカナイの目尻から涙が瞬時に引っ込んだ。

　あのイナミが十三回も家出をしていたのも信じがたいが、彼がセレナと取っ組み合いまでしていたことなど更に信じられないことだった。しかもダリアの話では、イナミの方がセレナに投げ飛ばされていたというのだから、驚きは倍増だ。

「言っておくけど、セレナ姉の大人しそうな外見に騙だまされたら駄目だからね？　あの人は現役の頃、素手で魔物とやり合ってたんだから。あたしも素手が武器だけど、正直言ってセレナ姉にだけは勝てる気がしないわ」

「は、はぁ……」

「つーかねぇ、神降ろしされた神鳥の家出は重要な恒例行事だとか言って、わざと城の警備を手薄にするなんてありえないわよ。お陰であたしなんか、イナミの家出のたびに陰でこっそり護衛し続けたんだから！　カナイちゃんの家出は、まだたったの一回でしょう？　ものすごい優等生じゃないの」

　立て続けに信じられない事実の告白が続き、カナイは既にため息のような相あい槌づちを打つだけで精一杯だった。

（それじゃあ私の家出って、最初からみんなにバレてたってこと？　見回りの兵士とかにかち合わなかったのも、わざと警備が手薄にされてたから……？）

　あまりに都合よく進めることのできた家出の謎なぞも解け、脱力感は一ひと入しおだ。

「さて、ここでひとつ質問するわね」

「えっ！　質問ですか？」

　いきなり話の流れを変えられたことに、それまでの会話で根こそぎ集中力を奪われ脱力していたカナイは、我に返ったようにぱちくりと目を瞬しばたたかせる。

「どうしてあたしがこのタイミングで、あんたに神鳥の慣例についてばらしたと思う？」

「え……」

「ちなみにこの話をするのは、神鳥の正式な代替わりの証明となる継承式の直前に行われることが通例なのよね。だけど、これ以上先さき延のばしにする必要がなさそうだと、あたしは判断したわ。それはなんでか、今のあんたにならよく考えればわかるはずだよ？」

　にんまりと猫ねこのように笑うダリアの笑顔に、カナイはすぐにひとつの答えを導き出した。

　戦いから逃げようとする神鳥にとって、寄よる辺べは必要だが過度の甘えは厳禁だ。それゆえに、神降ろしされたばかりの平和ぼけした神鳥に対し、先代の神鳥だけは心を鬼にして厳しい態度で臨のぞむ必要があったのだろう。

　しかし、自らの運命を受け入れた神鳥にとって、先代の神鳥は教えを乞こう師となる。

　それまでのいがみ合った関係を清算し、これからもう一度新たな関係を築くために──カナイならば、神鳥として人間達を救う道を選ぶだろうと信じたからこそ、ダリアはすべてを打ち明けたのだろう。

　そう実感すると同時に、止まっていたはずの涙が、きつく握り締めた手の甲にぽたりとひと粒だけ落ちた。

「その涙が、質問の答えだと思ってもいいかしら？」

　カナイは装束の袖で目元を拭いながら、それでもしっかりと頷いた。

　そんな彼女の様子に口元へ笑え窪くぼを刻むと、ダリアは装束の後ろを軽く払いながら立ち上がる。

「イナミは意地っ張りの頑がん固こ者だけど、それでも自分に自信があるわけじゃない。近頃は、無理に背伸びをして澄ました顔をしてるけど、本当は人一倍の寂しがりやで泣き虫なのよ」

　そう語るダリアは、まるで弟を案じる姉のように優しい表情をしていた。

「でも、あんたを想うイナミの気持ちは本物よ。だからお願い、イナミのことを信じてあげて」

「ダリアさん……」

　紅こう玉ぎよくのような輝きを放つ西日に照らされながら無邪気に笑ったダリアに、心の奥底にわだかまっていたイナミへ対する嫌けん忌きの念が、じんわりと溶けてゆくのを感じた。

　雪解けを迎えた大地に新たな緑が芽吹くように、カナイの心にも新たな感情が顔を出す。

　胸の奥から溢れ出る温かな想いを心地よく感じながら、カナイはダリアの目をまっすぐ見つめ──やがて、深々と頷いた。
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　カナイが宿に戻ってきたのは、窓辺に置かれたランプに火が灯ともされる頃だった。

「……ようやく、戻ってきたか」

　泣き腫はらした目で戻ってきた神鳥の少女に、イナミの首筋の汗を拭ふいていたルイーズは、琥こ珀はく色の双眸を僅かに眇める。

　甘い微まど睡ろみの揺れる眼差しを向けられ、カナイは不覚にもドキリと鼓こ動どうを高鳴らせてしまう。薄ぼんやりとしたランプの灯あかりに照らし出されているルイーズの横顔からは、昼間とはまた違った色気が滲んでおり、正直言って心臓に悪かった。

「ダリアの奴は、一緒ではないのだな？」

「えっ、あぁ──ダリアさんなら、お腹が減ったから先にご飯を食べてくるって、食堂の方に行っちゃいました。……それより、イナミの具合はどうですか？」

　カナイは足音を立てないように注意しながら、イナミの眠るベッドへと近づく。

　そっと覗き込んだ彼の顔は、相変わらず高熱による苦痛に歪んでいた。玉の汗が浮かぶ額に恐る恐る触れてみれば、予想していたよりもずっと熱くて、思わず手を引っ込めてしまう。

「すごい熱だわ……っ」

「イナミの発熱は、体内を流れる神しん気きが大量に削そがれたことが原因だ。しばらく休めば、消費された神気が回復するかと思っていたのだが、どうにも疲労しきった身体では、上手く神気を作ることができないらしい」

「それじゃあイナミは、これからどうなるんですか？　まさか、このまま死んじゃったりはしませんよね……？」

　血相を変えたカナイが縋るように問えば、ルイーズは徐おもむろに大神官服の長い袖の奥から出した両手を胸の前で構え、何事か口こう内ないでぼそぼそと唱となえた。すると、彼の手のひらから突如として眩まばゆい金色の光が発生し──やがてその光は一本の紐ひも状じようになり、宙へ伸び始める。

　金色に輝く光の紐がある程度の長さになった時、ルイーズの両手は不意に輝くことをやめた。

「お前が協力するのなら、イナミを救える方法がただひとつだけある」

「ほ、本当ですかっ!?」

　カナイは勢いに任せてルイーズの腕をがしっと摑み、必死の形ぎよう相そうで矢や継つぎ早ばやに問う。

「いったい何をすればいいですか？　頭を冷やすお水を汲くんできますか？　お薬を作る薬草を摘つんできますか？　それとも──もがっ」

　怒ど濤とうのような勢いでまくし立てるカナイの口を塞ふさいだのは、ルイーズのひんやりと冷たい大きな手だった。

　突然口を塞がれ、もがもが言っている神鳥の大きく見開かれた目を覗き込み、赤毛の大神官は幼い子供を諭さとすような口調でゆっくりと言う。

「水も薬も必要ない。必要なのは、お前の神気だ」

「──っ」

「神鳥の神気は人間とは異なる性質を持つがゆえに、同族間でなければ遣り取りすることができないのだ。だからこそ、お前の神気が必要となる」

　この意味がわかるなと問われ、口元を覆っていた手を外されたカナイは、神しん妙みような面おも持もちで頷いた。

「つまり、私の神気をイナミに分けてあげればいいんですね？　そんなことならお易い御用ですけど……神気を分けるって、どうすればいいんですか？」

「簡単なことだ」

　腕にしがみついたままでいるカナイの右手を徐おもむろに摑むと、ルイーズはその細い手首へ今しがた作り出した輝く紐の端を結びつけた。なんの説明もなしに謎の紐を手首に括くくりつけられ、カナイが困惑気味に眉を顰ひそめている間に、ルイーズは紐の反対側の端を、布団の中から取り出したイナミの手首へしっかりと結びつけてしまう。

　次の瞬間、紐の触れている手首が俄にわかに冷たくなった。

「何、この感じ……」

　紐から徐々に熱を奪われているかのような、初めて経験する奇妙な感覚だ。

「お前とイナミを繫ぐ紐は、神気の通り道だ。急激な神気の移動には大きな負担がかかる。この方法で時間をかけながら行うのが一番だろう」

「それじゃあ、しばらくこのまま紐で繫がっていれば、イナミは助かるんですね？」

　用心深く確認すれば、ルイーズは茫洋とした眼差しで緩々と首肯する。

　その答えに、それまで強張っていたカナイの顔にようやく穏やかな笑顔が戻った。







　昨夜から睡眠をとっていないというルイーズに代わり、神力の移動が完了するまでの間、イナミの看病を務めることにしたカナイは、ベッド脇の椅子へちょこんと腰掛けていた。

　ふと目に入ったのは、金色の紐で自分と繫がれたイナミの右手。特にやることのないカナイは、その手と自分の手を物珍しげに見比べた。

（私と違う、大きな手……）

　長い指は節ふしくれ立ち、試しにそっと触れた手のひらは硬かたかった。けれど、指先から伝わってくる温ぬくもりは、とても優しく懐かしいもので──。

　そしてカナイは、妙な既き視し感かんにとらわれた。

　この手のひらの感触を、自分は知っているような気がする。否いな──前に一度、確かにこの手のひらに触れられたことがあった。

（まさか……）

　家出をした時、森の中で狼おおかみに襲われているところを助けてくれた謎の人。彼と、イナミの手のひらの感触はとても似ている。

　そんなはずはないと、降って湧いた可能性を否定しようとした時、呼吸がしやすいよう広げられたイナミの胸元で、何かが青く光り輝いた。

　それは深い海のような色──。

　あの時、狼に襲われて気絶する間ま際ぎわに、カナイは同じ光を見た。

「イナミが、助けてくれたんだ……」

　初めてそのことを知り、なぜか目頭が熱くなった。

　何も知らず、散々自分勝手なことを泣き喚わめいたというのに──それでも彼は、いつも陰から自分のことを見守ってくれていたのだろう。

（私、最低じゃない……っ）

　死にたくなるほどの自己嫌悪に、ひと筋の涙が白い頰を零れ落ちる。

　命の恩人のイナミを、何度も深く傷つけてしまった。こうして、彼が高熱に魘されることになったのも、自分が心無い言葉をぶつけてしまったのが原因なのだ。

「……ごめんなさい……っ」

　両手でイナミの手を包み込み、儚く掠れた声で謝罪する。
















　これ以上、自分のせいで彼が傷つく姿は見たくない。イナミはいつも、自分のことを守ってくれていた。だから──今度は自分が、彼のことを守る番だ。

　カナイの胸に、決意の炎が灯る。

　力強い光を宿した彼女の瞳には、もう涙は浮いていなかった。







（……あれ？）

　うっすらと目を開けても、目の前は暗いまま。一瞬、状況を正しく理解できずに何度も目を瞬かせたが、すぐに今が夜だということに気がついた。

（やだ。私ったら、いつの間に眠っちゃったんだろう？）

　どうやら、徐々に神力を吸い取られる緩やかな倦けん怠たい感かんの中、知らぬ間に眠りの世界へと引きずり込まれてしまったようだ。ランプの炎は燃え尽きてしまったようで、辺りは仄ほの暗ぐらい。

　小さく欠伸あくびをしてすっかり強張ってしまった上半身を起こせば、肩にかけられていた毛布が板張りの床へはらりと落ちる。

　落ちた毛布を自由な左手で拾い上げ、肩越しに室内をぼーっと見回していれば、闇やみの中から静かな声が響いた。

「目が、覚めたようだな」

　鷹雅ほど低く威い厳げんのある声でもなければ、グレスのように穏やかで柔らかな声でもない。ちょうどその中間辺りの、心地よく耳に馴な染じむその声は、確かに彼のものだ。

　長い髪を翻ひるがえして振り返れば、窓辺から差し込む微かな月明かりに照らされるベッドの上に、身を起こしたイナミの姿があった。

　飾り気のない寝巻きを着ているせいだろうか、それとも髪が短くなったせいなのか、今のイナミは思わず胸がときめいてしまうほど、凜然とした男性の顔をしている。

　これが本当のイナミなのかと、改めて感じた。

　女装をした彼も美しかったが、あれは作り物めいた人形のような美しさだった。それよりも、なんの飾りもつけず、薄明かりに照らされた素顔のイナミの方が、ずっと自然体で綺き麗れいに思える。

「いつ、気がついたの？」

「お前が寝入るのと、ほぼ同時だ。身体の方は、お前が神気を分け与えてくれたお陰で随ずい分ぶんと楽になった。……ありがとう、感謝している」

　頰を綻ほころばせ、素直に感謝の想いを告げてきたイナミに、カナイは思わず目を丸々と見開いた。

　思えば、彼の笑った顔など初めて見たような気がする。

「……感謝してるのは、私の方よ」

　毛布の端を小さな手で力一杯握り締めるカナイは、形のよい眉を寄せて、すっかり短くなってしまったイナミの髪を沈痛な面持ちで見つめる。

「私が戦いを拒こばんだせいで、あなたが傷つくことになってしまったわ。本当に、ごめんなさい」

　ぺこりと頭を下げたカナイに、今度はイナミが目を見開く番だった。

「お前……変わったんだな」

　ある程度予想していた反応に苦笑が浮かんだが、カナイの表情はすぐに引き締まり、視線は自然と足元へ落ちた。

「私ね、家出をした時にグレスさんの故郷を見たの。広い草地に、壊れた塀へいや家の瓦が礫れきが残っているだけだったけど──その光景を見て、魔物に対抗できるのは神鳥とその守護者だけなんだってことを、痛いくらいに実感したわ。だから、魔物が怖くて戦えないだなんて、もう口が裂けても絶対に言わない」

　それにね──と続け、カナイはベッドの上のイナミを見上げる。

「魔物と戦うのが怖いのは、何も私だけじゃない。その気持ちを表に出さないだけで、魔物と対たい峙じする恐怖は誰だって感じているんじゃないかしら？　あなただって今でも、魔物と戦うのは怖いと思っているはずよ。──違う？」

　揺るぎない眼差しを注がれ、イナミは素直に首肯した。

「当然だろう。あんな不気味な化ばけ物ものを前にして、恐れずにいられる方が尋常じゃない。私など、神降ろしされた当初に、魔物と戦うことが嫌で堪らず何度も城から脱走した」

「それでも、今は逃げずに魔物と戦ってるじゃない。それがどんなに勇気のいる決断なのか、今の私なら身に沁しみてよくわかるわ」

　神鳥の責務を果たすべきと頭では理解していながらも、異形の魔物と戦うことを想像するだけで、気が遠くなるほどの恐怖に襲われる。だからこそカナイは、その恐怖を乗り越えて魔物と戦うイナミのことを、今や純粋に尊敬することができた。

「私はまだ、戦うことが怖い。戦いたくないとは絶対に言わないって決めたけど、実際に魔物を前にして、私みたいなチビが本当に対抗できるのかって不安になるの」

　天界ではひと通りの武術を学んだが、そんなものは戦いくさなど経験したことのない神族が指導する、ただの素人遊びに過ぎないのではないか。

「木刀を振るうのも、弓を射るのだって、師匠に指導を受けながら一人で黙々とお稽けい古こしているだけだったわ。それなのに、ある日突然、自分より何倍も大きな魔物と戦えだなんて言われても──」

「それは、無理な話だな」

　神鳥の慣例から解放されたイナミは、弱音を吐くカナイを責めたりはしなかった。

　彼女が現在直面している問題は、神鳥としてこの世に生を受けたものならば、遅かれ早かれ克服すべきものだ。乗り越えるべき壁は巨大だが、自分で答えを見つけることにこそ、大きな意味があった。

「それでお前は、これからどうするつもりだ？」

　冬の夜空を思わせる紺こん青じよう色の瞳に見つめられ、カナイは無意識にごくりと生なま唾つばを吞み込む。そして、自信なさげに首を竦すくめると、イナミの表情を上目遣いで窺いながら、おずおずと尋ねる。

「あの……か、神鳥って、額に御印が刻まれて初めて、魔物と戦う力を得るじゃない？」

「ああ、そうだな。──しかし、それがどうかしたのか？」

「要するに私、剣や弓はそれなりに扱えても、神鳥の力を使った戦い方は全然知らないのよ。だから……」

　そこでいったん気まずさから視線を逸らすと、カナイはもごもごと口ごもった。

　頰を熟うれた林りん檎ごのように赤く染め、何事か言い出しづらそうに俯うつむいてしまった小さな神鳥の挙動を不審に感じたイナミが、どうしたのかと声をかけようとした矢先、今度は伏せられていた顔を勢いよく上げられ、彼は男にしては大きな目を数度瞬しばたたいた。

「お願い、私に神鳥の戦い方を教えて……っ！」

　身を乗り出すようにして興奮気味に告げられ、イナミは再度目を瞬く。

　呆けたような表情で瞬まばたきを繰り返すイナミに、カナイは心底不服そうに頰を膨らませた。

「なによ、私が戦い方の教えを乞うのがそんなにおかしい？」

「……おかしいとは思っていないが、予期せぬ申し出だったことは認めよう」

「だ、だって！　いくら魔物が怖くても、あなたの額から完全に御印が消えちゃったら、嫌でも私が戦わなくちゃいけなくなるじゃないっ！」

　これまで様々な現実と接したことで、カナイの心の内で萌ほう芽がした想い。己の運命から逃のがれようとばかりしていた彼女が、歯を食い縛ってでも困難に立ち向かおうと意を決したのは、噓うそ偽いつわりのない世界を目にしたからだ。

「私も、あなたと同じ神鳥だもの。たとえどんなに迷っても、私のこの血が、最後には人間のために戦うことを選ぶはずだから──それなら、今から戦いに備えた方がいいでしょう？」

　拗すねたように唇を尖とがらせ、上目がちにそう問えば、イナミはやがて冴えた双眸を静かに細めてぽつりと呟つぶやく。

「お前がそのつもりなら、早く城へ戻って継承式を済まさねばならないな」

「……継承式って？」

「神鳥の力を完全に引き出すための儀式だ。この儀式を済ませれば、お前も魔物に対抗しうる力を手に入れることはできるが──もう、後戻りはできなくなるぞ？」

　怖いほど真剣な眼差しで覚悟を促うながしてきたイナミに、カナイは一瞬面食らったように目を見開いたが、すぐに勝かち気きな満面の笑みを咲かせた。

「生まれた時から、後戻りできない神鳥の人生は始まってるんだし、そんなの今更って感じよ。こうなったら、後はもうやるしかないわ」

　窓から差し込む月明かりを受け、カナイの瞳がひときわ強い輝きを放つ。

　カナイが初めて見せた決意の気慨に、それまで強張っていたイナミの表情が、頑かたくなに閉じていた蕾つぼみが綻ぶように和んだ。そんな初めて見る彼の柔らかな微笑に、胸の奥で心臓が熱く脈打つのをカナイは感じた。

　待ち望んでいたものがようやく手に入ったかのような、どこか子供っぽい笑顔だった。けれど、悟りを開いたような澄まし顔よりも、こうして素直な笑顔を浮かべている方が、ずっと彼らしいと思える。

　それは、冷たい氷の中へ無理やり閉ざしていた心に、穏やかな雪ゆき解どけが訪れた瞬間だった。
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　宿の部屋の窓辺へ無む造ぞう作さに腰を下ろした鷹たか雅まさは、黙って夜空を見上げていた。

　今宵こよいは眠るのがもったいなく感じられるほど、見事な満月が空に輝いている。窓から降り注ぐ月光で、ランプに火を灯さずとも室内は十分に明るく感じられた。

（二人の神鳥が和解したとなれば、継承式はもうすぐか……）

　そんなことをぼんやりと考えながら、装束の懐ふところを探って蓮れん華かの簪かんざしを取り出す。

　姿形だけでなく、性格までもがお里さとと瓜うり二つの娘。彼女こそが新たに仕えることになった主であり、苦しみに溺おぼれる日々から鷹雅を救い出した小さな神鳥。

（お里はいなくなってしまったが──今の俺には、カナイがいる）

　月明かりに翳かざしていた簪を再び懐へしまうと、カナイの手の温もりを思い出すかのように、鷹雅は自らの右手へ視線を落とした。

「どうやらあのお二人、無事に仲直りすることができたようですよ」

　その時、部屋の扉が微かに軋きしみながら開き、しばらく前からどこかへと行っていたグレスがひょっこり戻ってきた。

　彼の満足げな笑みに、鷹雅は眉間へ皺を寄せる。

「お前、覗きなんてしていたのか？　趣味が悪いぞ」

「別にいいじゃありませんか、減るものでもないんですから。目が冴えちゃって退屈していたことですし、ちょっとくらい大目に見てくださいよ」

「お前なぁ……」

　悪びれた様子もなくひらひらと手を振りながら笑うグレスに、鷹雅は呆あきれたような半はん眼がんになって深いため息をつく。

　昼間、森の中で気絶してから昏こん々こんと眠り続けていたかと思えば、目が覚めた途端にこれである。心配して損したとまでは言わないが、仮にも神に仕える立場として、少しは自重しろと言いたくなった。

「起きたそばからふらふら出歩いて、体調はもう大丈夫なのか？　あいつのことが気になるのもわかるが、今夜くらいは大人おとなしくしていた方がいいぞ」

　やんわりと注意を促した鷹雅に対し、グレスは申し訳なさそうに眉尻を下げて微笑みながら、僅かに首を捻った。

「それが、自分でも不思議なんですよね。以前にも何度か過去の記憶が蘇ったことはあったんですが、完全に立ち直るまで一週間ほどは寝込んでしまっていたんです。だけど今回は、全然苦しみが後を引いていないんですよ」

「……もしかしたらそれは、カナイと交わした約束のせいかもしれないな。あいつの言っていたことは、覚えているのだろう？」

　鷹雅のまっすぐな問いに、グレスは驚いたように目を見開いたが──すぐに頰を綻ばせて、素直に頷いた。

「きっと、そうかもしれませんね」

　いつもかけていた古めかしい片眼鏡を外しているせいだろうか、そう言って笑ったグレスは普段よりもずっと幼く見える。

「それにしても鷹雅殿、手なんか見つめちゃってどうかしたんですか？　まさか、怪け我がをしているんじゃありませんよね？」

「お、おい……っ」

　装束の裾を翻してやってきたグレスに、右手を奪うような勢いで摑み取られ、鷹雅は焦あせった。よもや、カナイの手の柔らかさを思い出していたなど、きまりが悪くて口になど出せない。

「んー……見たところ、傷はありませんね。あ、怪我じゃなくて棘とげが刺ささったとかですか？」

「いや、本当になんでもない。少し考え事をしていただけだ」

「それじゃあ、眉間に深ーい皺が寄るくらい深刻な考え事をしていたわけですね？　あんまり辛そうなお顔をなさっているから、勘違いしてしまったじゃないですか」

　安堵のため息をついて苦笑したグレスの言葉に、鷹雅の身体から自然と余分な力が抜けた。

「僕でよかったら、いつでも相談に乗りますよ？　たとえ力になることができなくても、一緒に悩むことくらいはできますし──こう見えても僕は、神に仕える者ですからね」

「グレス……」

　おっとりと微笑んだグレスの言葉に、目から鱗うろこが落ちた気がした。

　これまで身を置いていた武士の世界には、一対一の真剣勝負しか存在しなかった。それゆえ、心のどこかでは自分一人でカナイを守らなければと、無意識に気負っていたのかもしれない。

　けれど実際は、今の自分には共に戦おうと差し伸べられる仲間の手がある。

「──むむっ!?」

　思わずしんみりと感かん慨がいに耽ふけりかけていると、摑まれていた手を引っ張られ、鷹雅は窓辺からずり落ちそうになった。

　崩れた上体を立て直しながら、ひと言抗議しようと口を開けば、それより先にグレスが珍しく興奮気味に叫んだ。

「すごいですよ、鷹雅殿！　こんな素晴らしい手て相そう、僕は初めて見ました」

「て、手相……？」

「財運、人運ともに恵まれています。ほら、ここに長い線が伸びてますよね？　これがあると、将来なんらかの分野で大成功する可能性が高くて……」

　手のひらの皺をあれこれ示して説明されたところで、占いや呪まじないの類たぐいに疎うとい鷹雅はただ生返事を返すことしかできなかった。

「病気や怪我の心配も、今のところはなさそうですね。生命線の状態からしても、長生きは確実です。──よかったですね、これから十分幸せになれる相ですよ」

　最後に手のひらを軽く叩かれたところで、グレスの講釈は終了した。

　解放された手を改めてじっと見下ろしてみるが、どれが生命線だか、運命線だかもわからない。よくもこんな皺を見ただけで、未来を予見できるものだと感心する。それと同時に、言葉の端々に潜むグレスの優しさに気がついて、鷹雅はふっと口元を緩めていた。

（幸せになれる手相──か）

　以前の自分なら、占いなど不確かなものは信じなかっただろう。けれど今は、なぜだか無性にその結果を信じてみたくなった。

「……すまない、グレス」

「駄目ですよ、鷹雅殿。こういう時は〝ありがとう〟って言うんです」

　はい、もう一度──と、ふざけた調子で自分を乗せようとしてくるグレスに、鷹雅はついに堪こらえきれず小さく噴き出すと、素直に彼の思おも惑わくへ乗っかった。

「ありがとう、グレス」

　穏やかに笑いながらそう言えば、満面の笑みで「どういたしまして」と返される。

　それからしばらく、月明かりに照らされた室内には和やかな笑い声が響いていた。
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　イナミとカナイ一行が、エディーラの町から神鳥の城へと帰還してから三日後。

　その日、城の敷地内に建つフレイムローズ大神殿では、重大な儀式が執とり行おこなわれようとしていた。







　神殿の最さい奥おうに位置する、薄い白はく銀ぎん色の紗しや幕まくが幾いく重えにも垂らされ、見渡す限りが白一色で統一された幻想的な広間。そこは〝祈いのり場ば〟と呼ばれる、神殿内で最も神聖とされる場所だった。

　祭さい壇だんに据すえられた巨大な水すい盤ばんの前に、儀式用の純白の装しよう束ぞくに身を包んだカナイが緊きん張ちようした面おも持もちで立つ。彼女の隣には、男物の装束を着たイナミが控え、晴れて教え子となった小さな神かみ鳥どりの一挙一動を静かに見守っていた。

（この水盤が天界へ繫つながってるっていうけど、本当なのかしら？）

　蔦つたが絡からみ合う美しい彫ちよう刻こくの施ほどこされた水盤を、カナイは疑うような目つきで見下ろす。どう見ても、せいぜい肘ひじくらいまでの水すい深しんしかなさそうだ。

　姫ひめ巫み女こはこの水盤を使って天の声を聞くというが、優美な細工が施されているというだけで、水盤自体にはなんの変哲もないように見える。

「そう緊張せずとも、大丈夫だ」

　ガチガチに表情を強こわ張ばらせているカナイの耳みみ許もとで、イナミが周囲に聞こえないような小さな声で囁ささやく。

「まずは水盤の前に跪ひざまずき、天の神へ誓ちかいを立てる。昨夜教えた誓せい約やくの言葉は、覚えているだろう？」

「そ、それは覚えてるけど……私の声、本当に天界まで届くの？」

　水盤へ向けて発せられた言葉は水面に広がる波は紋もんとなり、天界に存在する対ついの水盤へ同じように伝わるという。その波紋の広がりを読み取ることで、天界と地上は情報のやり取りを行っているらしい。

　頭に浮かぶのは、どれも悪い想像ばかり。もし、自分の声が天界へ届かず、儀式が失敗してしまったら──そう考えると、本気で目の前が暗くなりかけた。

　その時、長い袖そでの中で震え続けていた手を、大きな手に握り締められ、カナイは俯うつむかせていた顔を驚いたように上げた。

「お前の声は、必ず神のもとへ届く。私が保証するのだから、安心して儀式に集中しろ」

　少しでも緊張を和やわらげようとしてくれるイナミの気持ちが、思わず涙ぐみそうになるほど心に沁しみる。まっすぐな紺こん青じよう色の瞳ひとみと、手のひらに感じる力強い温ぬくもりが、尻しり込ごみしそうになる臆おく病びような心へ力を分け与えてくれている気がして、それまでどんなことをしても止まらなかった身体からだの震えがぴたりと治まった。

　最後に優しく微笑ほほえむと、イナミはカナイの小さな手をそっと離した。

　イナミの手が離れてゆく瞬間、どうしようもない心細さを感じたが、手のひらに残された温もりに励はげまされる。

「──それじゃあ、始めるわよ」

　乾いた唇くちびるを湿しめし、祭壇の下に控えた二人の守護者へ厳かに告げる。

　精神統一をするように深呼吸をしたカナイは、覚悟を決め、水盤の前へゆっくりと膝ひざをついた。長い袖の奥から手を出すと、祈りを捧げる時のように胸の前で指を固く組み合わせて、静かに目を閉じる。

　何度も繰り返して憶おぼえた誓約の言葉は、しっかりと心に刻きざみつけられていた。

「神のご意思に従い、わたくしの額から紅ぐ蓮れんの御み印しるしが消え去るまで、この身しん命めいに懸かけて神鳥としての使命を果たすことを誓約奉たてまつります」

　カナイが水盤へ向けて誓約の言葉を口にすれば、それまで凪ないでいた水面へ、金こん色じきに輝く波紋が幾つも広がる。

　やがて、生じた波紋が消えて再び水面が落ち着くと、今度は水盤内へ白しろ銀がねに光り輝く波紋が広がった。

『──その誓い、しかと聞き届けた──』

「え……っ」

　脳のう裏りに突如響いた声に驚いて目を開ければ、眼前に置かれた水盤から、いつの間にか目が眩くらむほどの白銀の光が束となって噴き出していた。その衝撃的な光景に思わず言葉を失い硬直していたカナイは、イナミの手に肩を強く揺さぶられて我に返る。

「何を呆ほうけている。神はお前の誓いを受け入れ、神鳥として戦うことをお許しくださったのだ。あの光が消えぬうちに、早く水盤へ手を差し入れろ」

「わ、わかったわ……っ」

　イナミの手を借りてどうにか立ち上がったカナイは、轟ごう音おんを立てて水盤から噴き上がる白銀の光を前に、ごくりと固かた唾ずを吞み込む。

（水盤の光に手を入れると、神鳥の力が完全に覚かく醒せいする──）

　だが、手を入れてからどうなるのかは教えられていない。──言葉にならない恐怖が、カナイの胸の内をじわじわと蝕むしばんでゆく。

　しかし、神への誓いを立ててしまった今、もう自らの運命から逃げ出すことはできない。

（ええい、女は度胸よっ！）

　何が起こってもいいように、奥歯をきつく嚙かみ締め目を閉じたカナイは、水盤から柱のように立ち昇る白銀の光へ、勢いよく両手を突っ込んだ。

（──な、何これ……っ）

　光の中へ手を入れた途端、熱く滾たぎる気の流れが手のひらから腕を伝い、全身へと凄すさまじい勢いで駆け巡り始める。次の瞬間、胸の奥に炎が灯されたような熱が生じ、その熱に呼応するかのごとく、紅蓮の御印が浮かぶ額が燃えるように熱くなった。

　やがてカナイの意識は、身体を支配する抗あらがうことのできない熱に焼き切れた。







　気がつけばカナイは、薄うす靄もやの漂う世界に放り出されていた。

（ここは、どこ……？）

　無意識に呟つぶやいた言葉は、空くう虚きよに響く。

　前後左右どころか、上下の感覚すら失われている。宙に浮いているような浮遊感に困惑しながらも、カナイは忙せわしなく周囲を見渡すが、辺あたりには白い靄が広がっているばかりだった。

　祭壇の下に控えていた鷹たか雅まさとグレスだけでなく、すぐ側そばにいたはずのイナミまでもが忽こつ然ぜんと姿を消している。もしかしたら自分だけが、祈り場からどこか別世界へ飛ばされたのかもしれない。

「ここはね、あなたの中に広がる精神世界よ」

（──っ!?）

　突然耳許で聞き慣れぬ少女の声がして、カナイは飛び上がらんばかりに驚いた。

　咄とつ嗟さに振り返れば、自分を見返す紺こん碧ぺき色の瞳と、睫まつ毛げが触れ合うような至近距離で目が合った。思わず反射的にその場から飛とび退のけば、人を小馬鹿にしたような笑い声が響く。

「なによ。自分の顔を見たくらいで、そんなに驚かなくてもいいんじゃない？」

　そう言いながら、口くちの端はを吊つり上げて嫌いや味みな感じで笑う少女の顔を目まの当たりにしたカナイは、眦まなじりが裂けるほど大きく目を見開いた。

（な、なんで？　どうして私が、もう一人いるのよ……？）

　まるでそこに、鏡があるかのようだ。目の前で挑ちよう発はつするように笑んでいるのは、頭の天てつ辺ぺんから足の先まで、自分と寸分違たがわぬ姿形をした少女だった。

「私はあなたの中に宿る、神鳥としての本能よ。どうやらあなた、神鳥として戦う決意を固めたらしいけれど──あんまり勝手に、そんなこと決めないでくれるかしら？」

　三日月のように両目を細めて笑った神鳥の本能は、重力を感じさせぬ動作で舞うように飛び上がると、カナイの背後へ音もなく降り立つ。

　袖の奥から伸びる細い腕が、首元へ絡からみついてくる。背後からもう一人の自分に抱き締められたカナイは、直立不動でされるがままになっていた。
















　頰にかかる髪を繊せん細さいな指先でそっと掬すくい上げられ、露あらわになった耳許へ近づいた唇が楽しげに囁く。

「神鳥が魔ま物ものと戦う時、あなたの自我と本能が入れ替わるってことを知ってた？　つまり、魔物と戦うのはあなたじゃなくて、本能である私の方ってワケなのよ」

（そ、そうなの……？）

「あのねぇ、あなたみたいな戦い方も知らない甘ちゃんが、あのバケモノ達を相手にどうやって戦うっていうの？　土ど壇たん場ばで臆おく病びよう風かぜに吹かれて、敵前逃亡が関の山ね」

　その代わり──と言葉を続けた本能は、首元に腕を絡めたまま、ふわりとカナイの正面へ移動する。

「神鳥の本能は、戦いのみに特化しているの。だから、どんな敵を前にしたところで恐怖に竦すくむなんて失態は演じないし、どれほど不利な状況に陥おちいったとしても、目の前の敵を倒すために全力を尽くすわ」

（それじゃあ、あなたは強いのね？）

「まあ、今のあなたの軽く百倍は強いはずよ」

（わ、私の百倍……っ!?）

　変に威い張ばるわけでもなく、当然のごとく言ってのけた本能の態度が、それが事実であることを証明していた。

　素直に驚いたカナイに、本能の口元に刻まれた笑みが深くなる。

「ねぇ、あなたは魔物と戦いたいみたいだけど、実際に戦うのは私の仕事よねぇ？」

（……まさかあんた、魔物と戦いたくないとか言い出すわけじゃないでしょうね？）

「そのまさかだったら、どうする？」

　挑いどむように、艶えん然ぜんと微笑む自分の顔。一気に沸ふつ点てんへ達した怒りで、カナイは目の前が赤く染まったような気がした。

「こ、の……っ！」

　自制できない感情に突き動かされ、勢いよく右手を振りかぶったが、その手を振り下ろすよりも先に本能の身体がひらりと離れてしまう。

「早とちりしないでよ。私は別に、魔物と戦わないとは言ってないでしょう？　だけど、タダで戦うとも言わないわよ」

（それって、どういう意味よ？）

　真っ向から精一杯の威圧感を込めて睨にらみつければ、本能は怯ひるみもせずに余裕の微び笑しようを湛たたえたままあっけらかんと答える。

「あなたが私との取り引きに乗ったうえで、私の満足するような答えをくれたら、大人おとなしく神鳥の役目に就ついてあげる」

（な、なんですって……っ!?）

「だって私は、あなたの代わりに命を懸けて魔物と戦うんだから、それくらいの対価をもらっても罰ばちは当たらないはずよ？」

　口では冗談めかしてそう言う本能の眼まな差ざしは、怖いくらいに本気だった。

　相手も自分自身であるのには変わりないはずなのに、どうしてこうもすんなり言うことを聞いてくれないのだろう。自分と同じ顔で信じられない高たか飛び車しや発言を連発するものだから、いい加減腸はらわたが煮えくり返りそうだ。

（それじゃあ聞くけど、あんたは私にいったい何を望むっていうの？）

　どうせごねたところで、要求が取り下げられることはないだろう。それならばさっさと言う通りにして、早いところ解放してもらうに限る。

　あからさまに苛いら立だった態度のカナイに、本能は待ってましたとばかりに口こう端たんを吊り上げた。

「私が望むのは、あなたの命よ」

「え……っ」

　その時、ドクリと心臓が不規則に脈打ち──咄嗟に胸を押さえて青あお褪ざめたカナイの様子に、本能は小憎らしい笑みを満面に湛たたえた。

「あなた、わかってないようだから教えてあげるけど、いくら人格が二人分存在したところで、使える身体はひとつしかないのよ？　つまり、私が魔物と戦っている間にヘマをすればあなたの身体が傷つくってことだし、最悪の場合、あなたが気づかないうちに死んじゃうわね」

　それでもいいのかしら──と問うてきた本能は、もうふざけた笑みを浮かべてはいなかった。

　感情の消えた紺碧色の瞳にひたと見つめられ、カナイは僅わずかにたじろぐ。それは、お前も自分とともに戦いへ命を懸ける覚悟はあるのかという、率そつ直ちよくすぎる問いだった。要するに本能は、意識が入れ替わっている間に命を落とすようなことになっても、決して後悔しないかどうかを知りたいのだろう。

　口内が、急速に乾いてゆく。それに反して、きつく握り締めた手のひらには汗が滲んだ。

　きゅっと唇を嚙み、一度固く目を閉じてゆっくりと深呼吸する。

（……馬鹿みたい）

　閉ざしていた瞼まぶたを静かに上げ、カナイは握り締めていた拳から余分な力を抜く。小さく笑みを零こぼしながら呟かれたその発言は、本能にとって予想外なものだったようで、それまで取り澄ましていた彼女の表情が初めて崩れた。

（魔物との戦いに自分の命を懸ける覚悟くらい、とっくの昔に固まっているのよ。だってそうじゃなかったら、継承式で神様に誓った言葉が噓うそになっちゃうじゃない）

「それじゃあ、死んでも文句はないのね？　死ななくたって、腕とか折ったりするかもしれないわよ？　足が片方失なくなったりするかもしれないし……」

（別に構わないわよ。あんただって『私』なんだもの、同じ物を背負って行く覚悟なら私にもあるわ。──っていうか、あんたは私の百倍強いんでしょう？　それなら、そんな悲観的にならないでよ。あんたが魔物に勝ち続ければ、私が死ぬこともないんだから）

　今度はこちらから強気に笑いかければ、呆あつ気けに取られていた本能が、やがて負けを認めたように両手を上げた。

「さすがは私ね。そこまで言われたら、降参するしかないじゃない」

　呆あきれたように苦笑した本能は、またもふわりと宙へ舞い上がり、カナイの胸へ正面から抱きついた。

「私を呼び出したい時は、強く戦いたいと望みなさい。そうしたら、あなたの代わりに表へ出て、華麗に魔物と戦ってあげる」

　そう言ってにっこりと微笑んだ本能の身体が、いきなり紅蓮の炎となって燃え上がる。

　その炎はすべて、額の御印へと溶け込み──。







「熱あつ──ッ!!」

　思わず口から飛び出した自分自身の声に、一瞬遠とお退のいていた意識が完全に覚醒する。

　火傷やけどしそうなほどの苛か烈れつな熱を訴えた額を押さえて、カナイはその場に膝をつく。既に額に感じた熱は引いているが、脳内の混乱が収まらない。

「これは、いったい……？」

　今まで薄靄の漂う白い世界で、もう一人の自分と対峙していたはずだ。それなのに、気がつけば目の前には聖水の張られた水盤が現れていた。

「お前は今、意識だけが精神世界へ飛ばされていたんだ」

「え……」

　傍かたわらに片膝をついてそう説明してくれるのは、気き遣づかわしげに眉まゆを寄せているイナミだった。

　水盤があり、彼がいるということは、自分はもとの世界に戻ってくることができたのだろう。まずはその事実に、カナイはホッと息をつく。

「もう一人の性悪な自分との問答は、疲れただろう？　だが、これでお前は退魔の力を得ることができた。──よくやったな」

　手放しに褒ほめられ、穏やかに笑いかけられる。少し前までは怒られてばかりいたイナミの笑顔に、カナイはなんだか照れてしまったが、それでもはにかむように微笑み返した。

　そしてイナミは、祭壇に座り込んだ彼女の手を取って立たせてやりながら、中断されていた儀式へと速すみやかに意識を戻す。

「神鳥の力が完全に覚醒した今、何より優先して行うことがある。覚えているな？」

「えぇ。守護者の神器を作ることよね」

　装束の乱れを手早く直しながらカナイが答える。

　守護者の神器は、彼らの最も愛着ある品に、主たる神鳥が自らの神気を宿すことで精製される、退魔の力を秘めた強力な武器である。

「さあ、守護者から神器の元となる品を受け取ってこい」

　イナミから軽く背中を押されたカナイは、祭壇の下に控えている二人の守護者のもとへ、静かに歩みを進めた。

　まずカナイが向かったのは、普段と変わらぬ微笑を湛えたグレスの前だった。

「お待ちしておりましたよ、カナイ様」

　そう言って目元を和なごませたグレスは、既に用意していた品物をカナイへと差し出す。

　彼が己の神器を精製するために選んだ品は、数日前まで片時も離さず身につけていた古めかしい片眼鏡だった。

「グレスさん、これはっ」

「守護者に選ばれたからには、もう魔物を恐れて震えていることはできません。ですから、最も愛着があると同時に、共に魔物と戦う証あかしとして、この片眼鏡を選びました。──受け取っていただけますか？」

「……本当に、いいの？」

　カナイが念を押すと、グレスは片眼鏡の代わりにかけている眼鏡の蔓つるに触れながら笑う。

「姉に贈られてずっと仕舞いきりだったこの眼鏡を、ようやくかけることができますからね。だから、大丈夫です」

　新品の眼鏡越しに見つめてくる翡ひ翠すい色の瞳には、決して揺らぐことのない決意の光が宿されている。彼は、恐怖に満ちた陰惨な過去と決別したのだ。その力強い輝きに、カナイは微笑みながら頷くと、差し出された片眼鏡を大事に受け取った。

　そしてカナイは、グレスの右隣に立つ鷹雅の前へと移動する。

「今の俺おれが差し出せるものは、これだけだ」

「──っ!?」

　潔く差し出された品を見て、カナイは愕がく然ぜんとした。

　男らしい無ぶ骨こつな手に握られているのは、金こん色じきに輝く蓮れん華かの簪かんざし。それは、今は亡き遠い異国の少女が、今いま際わの際きわに彼へ託たくした思い出の品だった。

「鷹雅さん、早まっちゃ駄目よ！　これはお里さとさんからもらった大切な簪でしょう？」

　それだけは受け取れないと、カナイは断固拒否する。しかし鷹雅は、そんなカナイの手に蓮華の簪を強ごう引いんに握らせながら頭を振る。

「俺にとって思い入れのある品は、この簪以外に存在しない。それに、たとえ神器として形が別物に変わろうとも、こいつが俺の手元を離れるわけではないんだ。この簪から新たに作り出された神器を、これからは簪の代わりに大切にすればいいことだろう？」

「鷹雅さん……」

「だから、この簪を受け取ってくれ」

　迷いのない、覇は気きのある口調。励まされるように力強く微笑まれ、カナイは蓮華の簪を握り締める手へ僅かな力を込めた。

　二人から託された品に込められた意味を知るからこそ、目頭が熱くなるのを止められない。

「二人とも、ありがとう」

　片眼鏡と蓮華の簪を胸に抱き、カナイは二人の守護者へ向かって深々と頭を下げる。次に顔を上げた彼女は装束の裾を翻ひるがえして踵きびすを返すと、再び祭壇の上に置かれた水盤の前へ立った。

　先程まで目が眩まんばかりに白銀の閃せん光こうを逬ほとばしらせていた水盤は、今や何事もなかったかのように聖水を湛えているばかり。カナイは凪いだ水面へ、守護者達から受け取った品をゆっくりと沈め、側に立つイナミを振り仰あおいで問う。

「この後は、どうすればいいの？」

「心を落ち着けて、水盤に張られた聖水へ手を浸つけるんだ。そうすれば自然とお前の神気が水盤の中の品へと宿り、神器へと精製されるようになっている。後は完成した神器の名を聞き、守護者達へ手渡すだけだ」

　守護者が神器の力を万全の状態で使いこなすのに必要なのが〝名前〟だ。神器は精製される時に一度だけ、神鳥へ自らの名を告げる。

　いわば、これが本当の神鳥としての初仕事だ。またも緊張している素振りを見せるカナイに、イナミが微笑みかける。

「神器の声は、頭の中にはっきりと聞こえるから安心しろ。ただ、気をつけなければならないのは、神器を水盤から引き上げる時だ。神器の精製にはかなりの神気を消費するから、意識を失いそうになっても根性で倒れるんじゃないぞ？」

　ぽんとイナミから肩を軽く叩たたかれると、気負いしすぎてはち切れんばかりに膨ふくらんでいた気持ちから、余計な空気が抜けて心に余裕が生じた。

「よしっ、やるわよ！」

　両頰をぴしゃりと叩き気き合あいを入れると、カナイは指先まで隠れるほど長い装束の袖をしっかりと捲まくった。これで、準備は万全だ。

　勢いよく水盤へ両手を突っ込めば、ばしゃりと聖水が跳ねて装束の前を濡ぬらす。それと同時に、水面へ白銀の波紋が広がり──次の瞬間、水盤の中にたゆたう聖水が、光り輝く銀色に染め上げられた。

（な、なによこれ……っ）

　水盤に浸けた両の手のひらから、急速に全身の力を吸い出されているのがわかる。一瞬でも気を抜けばその場に崩れ落ちそうで、貧血を起こした時のような倦けん怠たい感かんに、額に冷や汗が滲む。

　大量の神気を削そがれ、重度の疲労状態に陥るカナイに対して、水盤内の聖水は更に輝きを増してゆく。聖水はカナイから吸い上げた神気によって光り輝いているようで、その内部では着実に神器の精製が行われていた。

　やがて白銀に輝く聖水が、まるで鼓こ動どうするようにドクリと震えた。それと同時に生じた波紋は金色に輝き、その波紋が水盤の縁ふちへ到達した次の瞬間、複雑な光の魔ま法ほう陣じんが水面へと浮かび上がって弾けるように消えた。

　魔法陣が消えると、手のひらから力が抜けてゆく感覚が噓のように収まり、カナイは奥歯を食い縛って折れそうになる膝へグッと力を込める。

（まだ、儀式が終わったわけじゃないわ。完成した神器の名前を聞いて、それをグレスさんと鷹雅さんへ伝えるまでは、何があっても倒れたりするもんですか……っ！）

　血管に鉛なまりでも流れているのではないかと錯覚するほど、身体が馬鹿みたいに重い。それでも半なかば意地になって輝き続ける水中を探り、完成した神器を探す。

　手首までしかないと思っていた水盤の底は、いつの間にか消え去っていた。だるい身体を水盤の縁へ凭もたれさせたカナイは、二の腕まで水中へ沈めて、ようやくひとつ目の神器へ触れることができた。

　その刹せつ那な、脳裏で鈴が鳴るような澄んだ声が弾けた。

（……それが、あなたの名前なのね）

　はっきりと聞こえた神器の声に、カナイは小さく頷いた。

　手て触ざわりのよい柄えをしっかりと摑つかみ、渾こん身しんの力で一気に引き上げれば、幾多の水晶が連なる先端が現れた。

　水面から完全に姿を現わしたその神器は、カナイの身の丈以上もある純白の杖だった。細部まで凝こった装飾が施され、少し動かすだけでも先端にぶら下がる水晶が触れ合って、耳に心地ここちよい涼すずやかな音ね色いろを奏かなでる。

「グレスさん、きて」

　杖を支え、その場から一歩も動くことができないカナイが呼ばうと、グレスはすぐさま祭壇の階段を駆け上がってくる。

　自分の前へグレスが跪くのを待ち、カナイは手にした長い杖を横に捧ささげ持った。

「この杖の名前は、〝白はく銀ぎん雷らい〟よ。白銀に輝く雷のように強力な神術で、私のことを助けてね」

　背中にのしかかるような疲労感に耐え、カナイは淀よどみない口調でその名を告げながら、優美な神器をグレスへと手渡す。

　自分の髪と同じ純白の杖を受け取ったグレスは、今一度カナイの紺青色をした瞳をひたと見み据すえたのち、主への敬意を示すように深々と頭こうべを垂れた。

「我が右手に刻まれし紅蓮の御印に誓い、この命尽きるまで終しゆう生せいあなた様にお仕つかえ致いたします」

　儀式の作法に則のつとった誓いの言葉を述べると、グレスは速すみやかに立ち上がり、祭壇を後にする。

　そしてカナイは、再び白銀に光り輝く聖水の中へ両手を沈めた。

　水中を探っていると紐ひものような物が指先を掠かすめ、咄嗟に腕を伸ばせば刀の鍔つばのような突とつ起きを摑むことができた。すると今度は先程とは違い、川のせせらぎに似た声が脳裏で弾ける。

　名前を聞くと同時に摑んだ神器を勢いに任せて引っこ抜けば、刀身の長いひと振りの刀が水中から現れた。

　聖水が滴したたる鞘さやは黒い漆うるし塗ぬりで、柄つかに近い位置に金色の月が刻まれている。鍔つばや柄つか頭がしらには蓮華の模様が細かく刻まれ、簪だった頃の面おも影かげが僅かでも残っていることに、カナイは目元を緩め安あん堵どした。
















「鷹雅さんに、ぴったりの刀ね」

　かねて祭壇上に跪いて待機していた鷹雅を振り返り、カナイは捧げ持った刀をそっと手渡す。

「この刀の名前は、〝蒼そう黒こく月げつ〟よ。夜空に浮かぶ月のように、私のゆく手を照らしてくれることを期待しているわ」

　主の言葉を心に刻むよう耳にした鷹雅は、研とぎ澄まされた刃やいばのごとき漆黒の瞳を伏せ、受け取った蒼黒月の柄をきつく握り締めながら頭を垂れる。

「我が面おもてに刻まれし紅蓮の御印に誓い、この命尽きるまで終生あなた様にお仕え致します」

　鷹雅の誓いが済むと、それまで白銀に輝いていた聖水から急速に光が失われ、あっという間に水盤の中はなんの変哲もない透明に落ち着いてしまう。

　その急激な変化の一部始終を見ていたカナイは、これで儀式は無事に終了したのだと実感した。すると、一気に身体が重くなったように感じ、もはやどう踏ん張っても立っていることができなくなった。

　ぐらりと身体が傾かしぎ、自分がこれから倒れようとしていることを知る。白い大理石で作られた祭壇は見た目こそ綺き麗れいだが、ぶつかったらきっと痛いだろう。頭を打って瘤こぶができたら嫌だなぁと、どこか他人事に思いながら床との衝突を待っていれば──その寸前、誰かの逞たくましい腕に抱き留められた。

　あの夜に感じたのと同じ、腕の温もり──。

　暗くなり始めた視界を凝こらして見上げた先には、海のように青い光が瞬いている。

　その優しい輝きに安堵して、カナイの意識はそこでぷつりと途切れた。
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　継承式の行われた晩のこと。

　神殿の書庫の一角が仄ほのかに明るく照らし出されていた。

　本棚の僅かな空間に置いたランプの灯りを頼りに、分ぶ厚あつい書物を読み耽ふけっているのは、質素な寝巻きの上にいつものフードをかぶったグレスだった。普段ならば既に就寝している時間帯だったが、どうにも気き懸がかりなことがあったので、神官長に無理を言って書庫の使用許可を取ったのだ。

（やはり、カナイ様の力の消費量はおかしい……）

　歴代神鳥について記された文面を辿たどりながら、予感が確信へと変わってゆくのを感じる。

　自分の故郷であるヴィオレを案内した時も、彼女は感情の高ぶりから神鳥の力を暴走させて体調を崩した。力の暴走自体は、継承式を済ませる前の不安定な神鳥にとってはそう珍しいことではない。だが、一度の暴走で、カナイのように聖水へ浸からねばならないほど神力を消費する例は稀まれだ。

　そのことについては、以前から神官長と姫巫女に相談して原因を探っているのだが、異変は再び起こってしまった。

（守護者の神器を精製する際、主となる神鳥から大量の神気が消費されることはわかっている。そして、儀式を終えて疲労した神鳥が倒れることもあり得ることだ。しかしそれでも、過去の神鳥達は半日以内に意識が回復している……）

　儀式が終了したのは、正午を少し回った頃だったはずだ。けれどカナイは、日が暮れて月が昇っても目覚める気配がない。

　大神官の称号を持つルイーズの診断では、未いまだ意識が回復する水準まで神しん力りきが達していないという。かといって、回復がまったく行われていないわけでもなく、彼女の身体は一定量の神気を順調に取り戻しているらしい。

　カナイは確実に回復している。けれど、目を覚ます気配はない。そこにはなんらかの理由があるはずだと思い、先程から過去の記録を調べているのだが──現在のカナイと同じ症状を訴える神鳥の記述は、どの書物にも記載されていなかった。

「これも駄目か……」

　今こ宵よい三冊目の書物も外はずれ、グレスは肩を落として軽く嘆たん息そくする。

　手にしていた本を棚へ戻すと、眼鏡を外して微かに熱を持った眉み間けんを揉もみほぐす。眠気はそれほどではないが、身体は疲労を訴え重だるく感じる。それでも、主の神鳥に起きている異変の原因を解明するまではとても休む気分になれず、グレスは再び眼鏡をかけると新たな本へと手を伸ばした。

　と、その時──書庫の扉とびらが派手な音を立てて開かれた。

「わかりましたよ、グレス！」

「……アルーナ様？」

　軽い足音が近づいてきたかと思えば、やがて部屋中を埋め尽くす本棚の陰から、きらびやかな巫女装束を纏った少女が飛び出してきた。

　彼女はフレイムローズ神殿建こん立りゆうの昔から存在し続ける、不老不死の姫巫女だ。十二歳くらいのあどけない少女の容姿をしているが、実年齢は不詳である。なんでも、二百を過ぎた辺りから数えるのが面倒になったらしい。

　小さい両手で、よく見る辞典の倍以上はある巨大な本を抱えてやってきたアルーナは、白い頰を興奮したように真っ赤に染め上げていた。

「長いこと生きていると、物忘れが酷ひどくなって困りますね。たった今、五百年前にも今回と同じようなことがあったことを思い出して、部屋に保管してあった禁書を片っ端から調べたら、この本にすべての答えを見つけました」

「それではその本が、禁書なのですね？　しかし、このような場所に持ち出してきても大丈夫だったのですか？　お呼びいただければ、こちらからお部屋の方へ伺うかがいましたのに……」

「別に、気にしなくてもいいのですよ。この本はわたくしの手でなければ開くことができないように、特殊な神術がかけられていますもの。不届きな輩やからに奪われたところで、わたくしの手から離れた瞬間にただの開かずの本になるので、困ることはありませんわ」

　それよりも──と甲かん高だかい声で続けたアルーナは、窓辺に置かれた勉強用の長机の上へ、抱えていた巨大な書物をズバンと勢いよく叩き置いた。

　机の上にランプを移動させれば、色いろ褪あせた紙面に書き込まれた文章が淡く浮かび上がる。

「これは禁書と呼ばれてはおりますけど、実はわたくしの私し的てきな日記でして……。文字が掠かすれて見にくいかもしれませんが、ここのところをよく読んでみてください」

　挟んでいた栞しおりをどけて、子供特有のふっくらとした指先が指し示したのは、とある神鳥について記された文面だった。

　ずり落ちた眼鏡を鼻の上へ押し上げ、グレスは流りゆう暢ちような文字で記された文面を速やかに辿る。速読の得意な彼はすぐに該当の頁ページを読み終えたが、二度、三度と同じ文面へ視線を這はわせた。

「……これは、本当なのですか？」

　やがて四度目の読み直しが済むと、グレスはようやく書物から顔を上げ、黙って傍らに控えている姫巫女へ驚きよう愕がくを隠せずに問う。

　もしこの書物に記されていることが事実だとすれば、カナイの抱えている問題は想像以上の難題だ。世界にとって大きな利点であると同時に、大きな欠点にもなり得る。最悪の場合、これから待ち受ける魔物との戦いに支障をきたすことにもなるだろう。

「わたくしがこれを書いた頃、この国は人間同士の諍いさかいによって情勢が不安定になっておりました。ちょうどその時に神降ろしされた神鳥様が、ここに記されている通りの偉大なお方です。彼女の記録が正式に残されていないのは、お恥ずかしながら当時の神殿が争いに巻き込まれ、確かな記録を取れるような状況になかったからです」

「それでは、やはり……」

「姫巫女とは、噓をつくことのできない生き物です」

　その言葉が事実の肯定であることを察したグレスは、心を落ち着かせるように深く息を吐き出すと、まずは重要な情報を持ってきたアルーナへ深く頭を下げて礼を述べる。

「アルーナ様、ご報告ありがとうございました。僕はひと足先にこの事実をイナミ様へお伝えしてきます」

「えぇ、そうした方がよろしいでしょう。神官長への報告はわたくしに任せて、あなたは早くお行きなさい」

　机の上に置かれたランプを手渡し、アルーナは長い袖の奥から廊ろう下かへの扉を指差す。

　その毅き然ぜんとした表情は、悠ゆう久きゆうの時を神鳥の補佐役として生きてきた、堂々たる姫巫女のものであった。
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　継承式から数えて、二日目の夜や半はん。

　甘い香気に導かれるようにして、カナイは長い眠りから緩やかに目を覚ました。

「こ、こは……？」

　ひどく掠れた声で呟き、どうにか身体を起こそうと試みるが、指先一本すら動かせないほど全身が重い。頭の中が靄もやがかり、現状をいまいち把は握あくできないのだが──どうにも背中に感じるたゆたいは、聖水のようだ。

「よかった、気がついたんだな」

　いつかのように聖せい水すい槽そうの中で半身を聖水に浸けて動けずにいると、優しく身体を抱き起こされ、カナイはゆっくりと目を瞬しばたたかせる。装束が濡れるのもお構いなしに、濡れた身体を抱き締めてくるのは、心の底から安堵したように微笑むイナミだった。

「……私、どうなったの？」

「お前は継承式が終了した直後、神力を消費し尽くして祈り場で倒れたんだ。とにかく、目が覚めてよかった」

　痛いくらいの力で抱き締めてくるイナミからは、甘い花のような香りが漂ただよってくる。

　前にも嗅かいだことのある、とても心地よい香りだ。未だ寝ね惚ぼけたような状態のカナイは、イナミの胸に顔を埋うずめて小さく微笑んだ。

　その時、視界に青い輝きが飛び込んできた。

「それ、綺麗な宝石ね」

　だるい身体をイナミの胸へ凭れさせ、カナイは彼の首から下がる首飾りをじっと見つめる。

　それは、純度の高い青せい玉ぎよくのあしらわれた簡素な作りの首飾りだった。色いろ褪あせた鎖を見るだけで、長年大事にされてきた品だとわかる。思えばイナミは、常にこの首飾りを身につけているような気がして、カナイの脳裏に嫌な予感が過よぎった。

「ね、ねぇ……その首飾りのことなんだけどね」

「これが、どうかしたのか？」

「あの、その……っ。ず、随分大事そうにしているけど、誰かにもらったの？　もしかして、メイドの女の子から？　あ、意表を突いて巫女からって線もあるわよね？　それとも、心に決めた大切な人からってことは──」

「お、おいおい。何を勘違いしているのかは知らんが、あまり馬鹿なことを言うな。確かにこの首飾りはもらい物だが、これを私に託したのは男だぞ」

「え……っ、それ、男の人からもらったの？」

　イナミは綺麗な顔をしているから、女装をしていた頃でも案外異性から好意を寄せられていたのではないかと推測したカナイは、てっきり青玉の首飾りは彼を慕したう女性からの贈り物だと思っていた。けれど実際は、男性から贈られた物であるという。

　新たな疑惑が生じ、カナイの眉間に小こ難むずかしい皺しわが刻まれる。

「まさかその人、女装していたあなたのことを本当の女と間違えたわけじゃないわよね？」

　女装したイナミは、女の自分から見ても惚ほれ惚ぼれするような美女だった。だから、うっかり骨抜きにされた男がいてもなんらおかしくないような気がする。むしろ、メイドや巫女から言い寄られるよりも、こちらの線の方が濃厚かもしれない。

　そんなカナイの考えは筒抜けだったようで、イナミは呆れたようにため息をつく。

「お前なぁ、頼むから私で気色悪い想像をするのはよしてくれ。この首飾りは、お前が考えているような甘ったるい理由でもらったわけじゃない。これは──私が神降ろしされた直後に亡なくした守護者の形見だ」

「え……」

　予期せぬ真実に、カナイは怯んだように息を吞のんだ。

「国王軍に在籍していた、屈強な戦士だった。私が戦うことを躊ちゆう躇ちよしたばかりに、魔物の足止めをするために一人だけ先に出陣したあいつは、奮闘も虚しく命を落としてしまったんだ」

　カナイの背を支えるのとは逆の手で、イナミは自分の胸元に下がる青玉の首飾りに触れる。

　胸が締めつけられるような哀切な面おも持もちに、自分がとんでもなく無神経な発言をしていたことを、カナイは今更ながらに思い知った。直ただちに謝罪しなければと口を開くが、罪悪感で一杯になった胸が苦しくて、言葉がどうにも出てこなかった。

「継承式が済んでなお、魔物と戦う決心がつかずにいた私へ、あいつは信じて待っているという言葉とともにこの首飾りを寄よ越こしてきた。家族の形見だとかで大切な物だから、さっさと返しに追いかけてこいと言われたが、私が追いついた時にはもう……」

　そこで、言葉が不自然に途切れる。

　イナミは高ぶった感情を鎮しずめるようにきつく目を閉じると、一度強く息を吐き出した。

「すまない、情けない話を聞かせてしまったな。こんな臆病者が先代の神鳥だったなんて、幻げん滅めつしただろう？」

　自じ嘲ちようするような言葉の響きに、悲しみと苦しみがない交ぜになって目の前がじんわりと滲にじむ。

「ふざけたこと、言わないでよ」

「……カナイ？」

「家出した私が森に迷い込んで狼おおかみに食べられそうになっていた時、助けてくれたのはあなたよね？　その首飾りの光を、私はしっかり覚えているもの。絶対に、違うとは言わせないわ」

　未だ上う手まく力の入らない手を伸ばし、イナミの装束の襟えり元もとを必死で摑んだカナイの目から、透明な雫しずくが零こぼれ落ちる。

「あなたは私の恩人で、しかも私の目標なんだから、自分のことを臆病者とか言わないでよ。私が追いかけたいのは、どんな状況でも魔物に立ち向かう、あなたの背中なんだから……っ」

　最初は心底憎んだ相手だったが、それでもいつしか彼に対する認識は自分の中で変化して、今ではイナミという神鳥のことを心から尊敬している。

　男の神鳥として生を受けたがために、彼は普通の神鳥よりも辛つらい立場に置かれていた。そんな逆風が吹き荒れる中でも、イナミはまっすぐに自らの運命を受け入れ、少しでも万ばん民みんから見て立派だと思えるような神鳥を目指してきたのだろう。

　逆境にめげることなく、常に努力し続けてきた彼のどこが臆病者だろう。

　この目に映るその背中は、とても大きくて遠いというのに──。

「イナミ様、大変ですッ！」

　その時、しんと静まり返った室内に扉の開け放たれる派手な音が響き渡り、巫女装束を纏った少女が、つんのめるようにして部屋の中へ転がり込んできた。

「騒がしいぞ、いったい何があった？」

　慌あわただしく部屋へ飛び込んできた巫女へ厳しい眼差しを注ぎ、イナミは鋭するどく問う。

　扉を潜くぐってすぐの床に座り込み、荒い呼吸を繰り返している巫女は、喉のどの奥から必死で言葉を絞しぼり出す。

「お昼過ぎから祈り場に籠こもられていた姫巫女様から、予言が下されました。今回出現する魔物は、セレシェイア国内のネイサム村と、隣国コルターニャのソエラ湖に一体ずつです！」

「なんだと……!?」

　報告された予言の内容に、イナミは眦まなじりが裂けんばかりに大きく目を瞠みはった。

「同時に二体の魔物が出現するなど、ありえないことだ！　何かの間違いではないのか!?」

「わたくしとて、間違いであってほしいと思います。しかし、姫巫女様の予言は絶対です」

　大粒の涙を浮かべた巫女の言葉に、イナミもそれ以上は何も言うことができず、苦渋の表情で押し黙った。

　神から特別な力を授けられ、悠久の時を生きてきた姫巫女アルーナの予知は、驚くほどの高確率で、未来に起こる出来事を言い当てることができた。不確かな予言では、戦う神鳥を補佐することなどできない。当たる予言を紡ぐからこそ、姫巫女は神鳥に次いで敬うやまわれるべき立場にある。

「ネイサム村付近に出現予定の魔物の討とう伐ばつは、セレナ様とその守護者の皆様へお頼み申し上げる予定ですが、問題はソエラ湖付近に出現するだろうと思われている魔物の方です。今回は人数・距離的に考えても、イナミ様とダリア様のみでコルターニャへの討伐に向かっていただかなければならないとのことですが……」

　そこで巫女の視線が、イナミの額に浮かぶ薄紅の御印に注がれた。

　気まずそうに口を閉ざした巫女の様子から、彼女の言わんとしていることを察したイナミは、迷いのない眼で毅然と答える。

「今回の場合は、戦力の分散を覚悟で二手に分かれることが最も堅けん実じつな手だろう。今の私では力不足かもしれないが、出陣せぬわけにもゆくまい。──悪いが、戦いくさ装しよう束ぞくの用意を頼む」

　イナミから指示を出された巫女は、座り込んでいた床から慌てて立ち上がると、大げさな動作でお辞じ儀ぎをしてから部屋を飛び出して行く。

　そして室内には、耳に痛いほどの静寂が訪れた。

　虚うつろな瞳でカナイが見上げた先には、イナミのひどく思い詰めたような顔がある。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳が怖いくらいに真剣で、彼が今何を考えているのかを知り、カナイは全身から一斉に血の気が引いてゆく音を聞いた。

「あなた、まさか……死ぬ気なの？」

　震える声で問えば、イナミは虚きよを衝つかれたように目を見開いた。彼はそのまま無言をつらぬき、カナイの問いには答えようとはしなかったが、その沈黙が何よりの答えであった。

「……やっぱり、死ぬ気なのね」

　今のイナミがどのような状況に立たされているのか、エディーラの町に滞在していた時、カナイはこっそりとルイーズから打ち明けられていた。

　イナミの額に刻まれた御印は日増しに薄くなり、彼の身体からは現在進行形で神鳥の力が失われようとしている。この状況下で彼が魔物の討伐に赴おもむくのは、自殺行為以外の何物でもない。現に、前回の討伐では戦闘の最中に額の御印が一瞬消えてしまい、その隙すきに魔物に捕らえられ、長く美しい髪を喰くわれたのだという。

　前回はルイーズとユージィがすぐ後から駆けつけたので死なずに済んだが、果たして今回はどうだろう。セレナ達と分かれて討伐に臨のぞむということは、窮きゆう地ちに陥おちいった時、イナミは己おのがたった一人の守護者であるダリアしか頼ることができないということだ。

　もしも、ダリアの助けが一瞬でも遅れたら──神鳥の力を失ったイナミは抵抗する術すべを持たぬ徒ただ人びとのごとく、易やす々やすと魔物に喰われてしまうだろう。

「私も、連れて行って」

　イナミの胸元へ縋すがりつくようにして、カナイははっきりとした口調でそう言った。

　しかしイナミは、きつく眉根を寄せて頭かぶりを振る。

「駄目だ。今のお前を戦場へ連れて行くことはできない」

「ど、どうして？　魔物と戦うことは、私の使命でもあるのよ？」

「それでも、駄目なんだ……ッ！」

　イナミは焦りや苛いら立だちを押し殺した低い声で叫ぶと、しがみついてくるカナイの身体を無理やり引き剝はがして、聖水の張られた聖水槽へと横たえる。

　傷ついたような表情で固まったカナイの顔を、イナミは真上から覆おおいかぶさるように見下ろすと、未だ彼女が知らずにいる事実を淡たん々たんと語り始めた。

「……どうやらお前は、私の次に、天界の『涙の卵』から生まれた神鳥らしい。男の神鳥は力が完全に成熟する前に生まれ落ちるため、次に生を受けた女の神鳥にその分が上うわ乗のせされ──通常の二倍近い力を持って生まれてくるそうだ」

「え……」

「そのため、一度神力を使い果たせば、完全にその力が回復するまで三日はまともに動けなくなる。つまり、継承式の最中に一度神力を完全に使い果たしたお前は、せいぜいあと一日は絶対安静で力の回復に努めなければならないんだ」

「そ、そんなの噓よ。そんなすごい力が、私にあるはずないわ……っ」

「噓ではない、これは紛まぎれもない事実だ。力が十分に回復していないうちに戦おうとすれば、お前の命に関わる。──幸い私は、役目を終えるばかりの神鳥だ。これからの未来を託されたお前とは違い、たとえ死んだとしてもなんら問題はない。それどころか、名誉の戦死で銅像くらいは作られるだろうさ」

　わざとおどけた調子でそう言ったイナミは、とても苦しげに微笑んでいた。

　その胸が締めつけられるような笑顔を、自身に宿る特殊な力のことも忘れ、カナイはただ呆ぼう然ぜんと見上げることしかできなかった。何か言おうと口を開いても、喉の奥で言葉が詰まり、みっともない嗚お咽えつばかりが漏れる。瞬まばたきすれば目尻から涙が溢あふれ、こめかみへと静かに流れてゆく。

　悲しみに満ちたイナミの瞳は、言葉よりも雄ゆう弁べんにその辛い心の内を語っている。そんな瞳で見つめられてしまえば、「死なないで」なんて陳ちん腐ぷな台せり詞ふなど、どの口で言えようか。

「これは、賭かけだ」

　小さくしゃくり上げながら涙を拭ぬぐっていれば、驚くほどの至近距離からイナミの掠れた声が聞こえ──次の瞬間、目元を擦こすっていた両手の自由をいきなり奪われた。

　放心状態で見上げた先には、吸い込まれそうな紺青色が広がっている。それがイナミの瞳であることに気がついたのは、唇に柔らかな感触が押し当てられてからだった。

　……生まれて初めての口づけは、強い眠気を誘う。

　急速に遠退いてゆく意識の中で、塞ふさがれていた唇が解放されたのを感じた。

「私はお前を信じている。後を頼むぞ、カナイ……」

　悲しいのに優しいイナミの声を遠くに聞きながら、カナイの意識は完全なる闇やみに包まれた。
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　セレナとイナミ達が二手に別れ、姫ひめ巫み女この予言した魔ま物ものの出現地へ向けて出しゆつ立たつしてから間もなく、事件は起こった。

「いけません、カナイ様！　そのようなお身体からだで、どちらへ行かれるというのです！」

　それまで聖せい水すい槽そうの中で眠っていたせいで、装しよう束ぞくは重く濡ぬれている。しかしカナイは、重い装束の長い裾すそを引ひき摺ずりながら、不機嫌の絶頂にあると言わんばかりのあからさまに険けん悪あくな目つきで、神殿の出口を目指してのしのしと前ぜん傾けい姿し勢せいで突き進んでいた。

　制止するために伸ばされた女官の手を乱暴に振り払い、カナイは脅おどすような低い声で嚙かみつくように言う。

「どこへ行くですって？　私は神鳥なんだから、そんなこと決まってるでしょう。イナミの奴を追いかけて、どつき倒した後、この私が魔物を華麗に倒してやるのよ」

「何を仰おつしやいますか！　未いまだカナイ様のお力は完全に回復なされてはおりません。魔物と戦うなんて無理です。ですからどうか、お部屋にお戻りください。このままでは、わたくしが神官長様と姫巫女様からお叱しかりを受けてしまいます！」

「……っ、叱られるくらいなんだっていうの！」

　唐突に歩あゆみを止めたカナイは、険しい目つきで、自分よりもずっと年上の女官を殺意すら込めて睨ねめ上げた。

　いきなり神鳥から怒鳴りつけられた女官は小さく息を吞のむと、怯おびえた様子で口を噤つぐむ。

「イナミは死ぬのを覚悟で魔物の討とう伐ばつへ向かったのに、どうして正式な神鳥の私が安全な場所でじっとしていられるっていうのよっ!?」

「し、しかし……っ」

「私はあの自分勝手な人に、言いたいことや教えてもらいたいことが山程あるのよ。だから私は、イナミを助けに行くって決めたの。──絶対に、死なせてなんかやるもんですかっ！」

　ひと息にそう宣言したカナイは、再び重い足取りで前進を開始する。

　彼女の胸には、家出をした時に少女からもらった小鳥の木飾りとともに、青せい玉ぎよくの輝く古い首飾りも揺れていた。

（人の唇くちびるを勝手に奪っておきながら、何が賭かけよ……っ！）

　目を覚ました時、イナミが大切にしていた形見の首飾りが自分の首にかけられていることに気がついた瞬間から、カナイは激しい怒りを爆発させていた。

　水分を含んだ装束は重く身動きは取りにくいが、身体からは先刻目を覚ました時に感じていた倦けん怠たい感かんが噓うそのように消えている。聖水に浸つかって神気を取り込んでいた効果もあるだろうが、あまりに突然すぎるイナミからの口づけが最も怪あやしかった。

　彼は、口こう腔くうから神気の移動を行ったのだ。その直後に無理やり眠りに就つかされたのは、きっと急激な神気の遣り取りをして身体に負担がかからないよう考慮されてのことで、その眠りも直ぐに覚めた。

　口づけする前にイナミが口にしていた「賭け」という言葉の意味を、目が覚めて青玉の首飾りを目にした途端、カナイは瞬時に理解した。

　自分の神気が回復したということは、その分イナミの神気が削けずられたということ。つまり彼は、本当にギリギリの状態で戦場に立つことになったということだ。

　ただでさえ神鳥の力が弱まり、いつ完全に力が消失するかわからない不安定な状態にあるというのに、イナミは更に自分を危険な状態へと追い詰めた。しかしそれは、別に捨て鉢ばちになったがゆえの行動ではなく、彼が生き残るための賭けであったのだ。

　どうせまともに戦ったところで、神鳥の力が途中で消えてしまう恐れがある。それならば、完全な神鳥であるカナイへ神気を分け与え、完全に回復した彼女が後を追ってくるまでの時間稼かせぎをした方が、賢い戦法であると考えたのだろう。

　青玉の首飾りに纏まつわる過去の話を聞いていたので、イナミが何を意い図としているのかは、なおのことカナイにはよくわかった。

（こんな回りくどいことをしなくたって、追いかけて行くに決まってるじゃない。初めての接せつ吻ぷんを奪った以上、絶対責任を取らせてやるんだからっ！）

　残された首飾りに込められた、後を追ってきてほしいという無言の願いに、負けず嫌いなカナイの闘争心は燃え上がる。イナミが命を賭けたこの大勝負にだけは、何があっても勝たなければ意味がないのだ。

「おい、お前は俺おれ達を置いてどこへ行くつもりだ」

　その時、等間隔にランプが吊つるされた仄ほの暗ぐらい回廊の先から、呆れを含んだ声に問いかけられた。床ばかりを睨にらんでいた視線を億おつ劫くうそうに上げたカナイは、そこに立っている二人組の姿を認めた瞬間、思わず立ち止まって調子外れな声で叫んだ。

「グレスさんに、鷹たか雅まささん！　どうしてここに……？」

　瞠どう目もくするカナイの視線の先には、二人の守護者が自らの神器を手にして佇たたずんでいた。

「カナイ様も水臭いですね。このような非常時こそ、僕達守護者を頼るべきですのに、なぜご自分だけ危険に飛び込んでゆこうとなされるのですか？」

「まったくだ。馬すら一人で乗りこなせないくせに、お前はどうやって隣国まで向かうつもりだった？」

　困ったように微笑ほほえむグレスに、険しい皺しわを眉み間けんに刻んで厳しい指摘をしてくる鷹雅。

「二人とも……っ」

　助けてくれと訴えずとも、救いの手を差し伸べてくれる心強い仲間。それは、地上に神かみ降おろしされたカナイが初めて得た、掛けがえのない財産だ。

「準備は既に万端整っておりますので、カナイ様のお召し替えが済み次第、すぐにでも出立いたしましょう」

　そう言ったグレスから手渡されたのは、ひと抱えもある大きな風呂敷包みだった。

「これは……？」

「カナイ様のためだけに作られた、特注の戦いくさ装しよう束ぞくです。その装束では、満足に魔物とは戦えませんからね」

　風呂敷包みを抱き締めるカナイは、自分が濡れ鼠ねずみ状態にあることを改めて思い出し、急に肌に纏まとわりついてくる生き地じを気持ち悪く感じて身震いした。

　未だ戸惑い顔で傍かたわらに控えている女官を振り返ると、カナイは声高らかに命じる。

「あなた、私の着替えを手伝いなさい！」

　これには女官も勢いに押され、頷うなずくことしかできなかった。
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　女官の手を借りて、頑がん丈じようさと軽さを併あわせもつ戦装束へ着替え、長い髪も邪魔にならないように頭の高い位置で結い直したカナイは、神殿を出てすぐのところにある城の中庭へやってきた。

「カナイ様、お待ち申し上げておりました」

　篝かがり火びが幻想的に揺らめく中庭でカナイを待っていたのは、二人の守護者と、特別にきらびやかな巫女装束を纏った小さな少女だった。

　あどけない顔立ちをした小柄な少女は、勇いさましい衣装に身を包んで現れたカナイへ、恭うやうやしく頭こうべを垂たれる。

「わたくしは太古の昔より神鳥の補佐役を務めております、姫巫女のアルーナです」

「えっ、あなたが姫巫女なのっ!?」

　魔物の出現を予知する力を持ち、神から予言を賜たまわる姫巫女の存在は、天界にいた頃に教わっていたので知っていた。けれど、不老長寿の姫巫女が、自分よりも小さな少女の姿をしているとは予想外だった。

　幼おさない外見に驚かれることは慣れているようで、アルーナは何食わぬ顔でカナイの正面へ立つと、彼女の右手を自分の小さな両手でそっと包み込む。そして次の瞬間、アルーナが曇くもりなき眼を閉じれば、カナイの右手を包む小さな手が仄ほのかな金色に輝き、脳のう裏りへ勝手に言葉の羅ら列れつが流れ込んできた。

「……これで、わたくしの役目は終わりました」

　カナイの脳裏に流れていた言葉の羅列が止まると、アルーナの両手から出ていた金色の光も収まり、優しく包み込まれていた右手が解放される。

　今のはいったいなんだったのだろうかとカナイが当惑していると、アルーナは髪を飾る簪かんざしをしゃらりと鳴らしながら純真に微笑んだ。そして彼女は、その細く小さな指先で中庭の奥を静かに指差し、可か愛わいらしい声ではっきりと言う。

「今お教えしたのは、神鳥の重要な移動手段となる朱あけ鳥どりの召しよう喚かん呪文です。神しん速そくで天空を飛ひ翔しようする朱鳥ならば、イナミ様に追いつくことができるやもしれません」

「ほ、本当!?」

「姫巫女は真実の語かたり部べ、噓をつけぬ生き物です。──さあカナイ様、後は実じつ践せんあるのみです」

　そう言われたところで、これからどうすればよいのだろうかとカナイが眉を寄せていると、それまで少し離れて待機していた二人の守護者が側そばにやってきた。

「カナイ様、こちらへどうぞ」

　左手に純白の杖つえ・白はく銀ぎん雷らいを携たずさえたグレスからさり気なく手を取られ、カナイは中庭の奥へと誘われる。

　美しく手入れされた垣かき根ねに、春らしい色合いの花々が咲き乱れる花壇の間の小道を進んで行けば、やがて煉れん瓦がの敷き詰められた広い円形の空間へ辿たどり着いた。

「この場所ならば、召喚した朱鳥も降り立つことができるでしょう。呪文は精神を集中させ、落ち着いて唱となえさえすれば、失敗することはありません」

「あ……」

　繫いでいた手を離された瞬間、カナイは急に心細さを感じて、グレスの顔を見上げてしまった。すると、今度は別の方向から伸びてきた無ぶ骨こつな手に、頭をぽんぽんと数回軽く撫なでるように叩たたかれる。

　振り返ると、闇やみに溶けるような黒髪を穏やかな夜明け前の風になびかせながら、鷹雅が柔和な微び笑しようを湛えていた。

「俺達が側で見守っているんだ、何も恐れることはない。自信を持ってやってみろ」

　大きな手に背中を優しく押し出されると、胸を満たしていた不安感が噓のように消えて、代わりに勇気とやる気が溢あふれ出す。

　拳こぶしを固く握り締めて二人の守護者を振り返ったカナイは、紺こん碧ぺき色の瞳ひとみに強い意志を燃やし、力強く頷いてみせた。

　円形に敷き詰められた煉瓦畳の中央へ歩み出たカナイは、胸一杯に夜明け前の冷えた空気を吸い込む。見上げた夜空はイナミの瞳のように冴さえわたり、これならきっと天界にいる朱鳥のもとへ声が届くはずだと、自分自身に言い聞かせる。

　胸の前で両手を組むと、カナイは長い睫まつ毛げを伏せて精神を統一した。

　深くゆっくりとした呼吸を心がけ、緊張から早まろうとする鼓こ動どうも鎮しずめる。風に揺らぐ木々の葉は擦ずれすらも聴覚から遮しや断だんすれば、自分という存在が自然界へ溶け込んだような錯覚に陥おちいった。

　そこでカナイは、脳裏に刻まれた召喚の呪文を厳おごそかに唱え始める。

「我が声よ、遙はるかなる虚こ空くうを越え、この身に宿りし紅蓮の炎と共鳴せし紅くれないの眷けん族ぞくへと届け」

　形のよい唇から紡つむがれる呪文へ呼応するように、カナイの立つ煉瓦敷きの地面に紅の光がぼんやりと灯ともる。

「この身に流れる聖なる血の下に、我は命ずる」

　凜りんとした声に、足元の紅の光が一気に眩まばゆい閃せん光こうを放はなち、急速に展開して巨大な紅蓮の魔法陣を形成した。

　地面に輝く複雑な魔法陣の外円には、五つの紋章の刻まれた円が等間隔に並び、やがてその円から天を穿うがつように、光の柱が轟ごう音おんを立てて噴ふき出す。その刹せつ那な、魔法陣が時計回りに回転を始め、光の柱がなぞった空に紅蓮の光の輪が生み出された。

「朱鳥よ、天空を裂き、汝なんじの主たる我がもとへ降り立て──っ！」

　最後の一節をカナイが叫べば、天空に生じた光の輪の中心に五ご芒ぼう星せいが現れる。

　次の瞬間、甲かん高だかい鳥の鳴き声が上空から響く。その声にカナイが目を開けて頭上を振り仰げば、空の魔法陣を切り裂いて現れた巨大な赤い鳥が、雷のごとき勢いで急降下してきた。

「これが、朱鳥……っ！」

　自分目がけてまっすぐ突っ込んでくる朱鳥を見上げたまま、カナイは驚きと感動が混交してその場から動けずにいた。

　あわや地面と激突かと思われたその時、朱鳥は巨大な翼を広げて大きく羽ばたく。翼を動かす度たびに巻き起こる突風に、カナイは腕で顔を庇かばうと、吹き飛ばされないようにその場で必死に踏ふん張ばった。

　地上へ降り立った朱鳥が空へ向かって咆ほう哮こうのようなひと声を上げれば、それまで地面に展開していた魔法陣が光の粒りゆう子しを散らしながら静かに溶け消える。

「なんと素晴らしい！　通常の朱鳥の二倍近くはありますわ……っ」

　羽ばたきによって舞い上げられた、中庭に咲いていた花の花弁が夢のように降り注ぐ中、主の神鳥へ頰ほおを寄せる朱鳥の姿に、アルーナがため息のような感嘆の声を漏もらす。

「あなた、私のために飛んでくれるの？」

　撫でてくれと言いたげに顔を擦すり寄せてくる朱鳥に、恐る恐る手を伸ばしてカナイはそっと頰に触れてみる。すると巨大な朱鳥は、機嫌良さそうにクルクルと喉のどの奥を鳴らす。どうやらそれは、問いに対する「是ぜ」という返答でもあるようだ。

　これで、イナミを助けることができるかもしれない──。カナイが希望を見出すと同時に、東しの雲のめ色に染まる東の空へ、燦さん然ぜんと紅に輝く朝日が姿を現す。

　朝の眩い光に照らされ、朱鳥の羽毛は燃え盛る紅蓮の炎のようにきらめいた。
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　周囲を小さな森に囲まれた早朝のソエラ湖は、頭上を覆おおう梢こずえ越しに差し込む柔らかな朝日を受け、安穏すぎる静寂の中で鏡面のように澄んだ水面を神秘的に輝かせている。

　その湖こ畔はんに佇むイナミは、ただじっと空を見上げていた。

「緊張してるの？」

　背後からかけられた声に、強張っていた肩がぴくりと震える。肩越し振り返った先には、神器・赤せき橙じよう巌げんを両手に装着するダリアが、いつになく萎しおれた笑顔で立っていた。

　彼女もまた、これから挑いどまなければならない戦いに怯おびえているのかもしれない。

「すまない、ダリア。このようなことに、お前までつき合わせてしまって……」

「そんなことは、あんたが気にするようなことじゃないって。なんたってあたしは、あんたのたった一人の守護者なんだからさ」

　男のように大口を開けて闊かつ達たつに笑ったダリアに、イナミは端たん整せいな顔を歪ゆがめて俯うつむく。

　天界から神降ろしされてから、ずっと側にいてくれたのがこのダリアだった。本当は自分だって辛つらい状況にあるはずなのに、決して弱音を吐くことのないその強がりな性格が、今はとても痛々しく感じられる。

　この戦いは、一いちか八ばちかの大勝負だ。自分に残された神鳥の力は、手のひらから零こぼれ落ちる砂のようなもの。最後まで戦い抜けないことなど、もとより承知だ。

　今の自分に与えられた役目は、カナイが到着するまでの時間を稼かせぐことだ。

「まぁ、最初から負けが決まってるわけじゃないんだし、そう悲観する必要もないって。いざとなったら、あたしがこの身を張って盾たてになってやるから、あんたは生きて城へ帰るんだよ？」

「……お前、それは本気で言っているのか？」

「それじゃあ逆に聞くけど、今この状況でつまらない冗談が言えると思う？　いくら暢のん気きなあたしだって、自分の命を懸かけてこの大勝負に挑むんだ。どうせ死ぬなら、あんたの盾になって死んだ方がいくらかマシってもんよ」

　いつも浮かべている太陽のような笑顔を消したダリアは、どこまでも鋭い真剣な光を翡ひ翠すい色の瞳に宿していた。

「あたしは、腐くさってもあんたの守護者だからね。だから、もしもの時はあたしを置いて逃げるんだよ？　泣きべそかいてグズグズしてたら、尻を蹴けっ飛ばしてやるからね」

　そう言って、ようやくいつもの笑顔に戻ったダリアだったが、イナミが何事か言おうと口を開きかけたその時、急に険けわしい表情になり、鼻の頭をひくつかせ始めた。

「あたしの大嫌いな、血の匂においだ」

「……っ」

　ダリアは、生物の気配を嗅かぎ分ける特殊な嗅きゆう覚かくを持っている。その彼女が血の匂いと称するのは、強い悪意を持った者の気配だ。

　もうしばらくは、森の静寂に浸ひたっていられるかと思っていたが、どうやら今回の獲物は相当せっかちなようである。

　それまでゆらゆらと波打っていた湖面が突如凪なぎ、大気が恐怖に慄おののくかのごとく震え始めた。木々の枝にとまっていた鳥達は一斉に羽ばたき、逃げるように空へ飛び立ってゆく。気がつけば地面からは黒に近い紫むらさきの霧きりが漏れ始め、それらはゆっくりと湖の中央へ集まり、小さな渦うずを形成し始めた。

「勝つぞ、ダリア」

　渦巻く紫の霧を睨みながら、イナミは己おのれの気を練ねって右手へひと振りの剣つるぎを出現させる。

「もしものことなんて、もう考えない。こいつの首を土産みやげに、二人で城へ帰るぞ」

「珍しいね、イナミがそんな強気なこと言うなんて。だけど、それは名案かもしれないわよ。しっかり、人数分ありそうだしね──首」

　赤橙巌の装着された拳を構えたダリアは、瞬またたく間に巨大化した渦の向こうに、幾つもの首を持つ竜の姿を見た。

　地上に生じた目に見えない歪ひずみから噴き出る、地界の濃密な瘴しよう気きから形作られた異い形ぎようの魔物。その周囲では黒い影のような悪鬼が湧わき始め、不気味に蠢うごめいている。

「今回は一気に攻せめるぞ。周りの悪鬼は、お前に任せた」

「はいはい、任されてあげる。その代わり、一人じゃ無理だと思ったら必ずあたしを呼びなさいよ？」

「ああ、わかっている」

　そして二人は視線を合わせると、どちらともなく笑みを零した。

　生きて帰ると心に決めたからには、何がなんでも勝利を摑つかまねばならない。もうここまできてしまえば、後は全力で目の前の敵と戦うまでだ。

　湖の中央で渦巻いていた瘴気が四散するのと、イナミが自我を心の奥深くへ沈めたのはほぼ同時だった。

　ついに確かな姿を現した魔物は、七つの長い首を持つおぞましき巨大な竜。それぞれ違う色の瞳を持つ七叉首の竜は、天高く首を伸ばして大地に轟とどろく咆哮を上げる。

　次の瞬間、一陣の風が吹き抜けたかと思えば、青色の瞳をした竜の首が切り落とされた。どす黒い血ち飛沫しぶきとともに、目に鮮やかな紅ぐ蓮れんの羽が一枚はらりと宙を舞う。

「──残り、六つだ」

　背中に紅蓮の翼を生やして空中に浮かぶイナミは、生気の欠落した瞳で七叉首の竜を無感動に見つめ、ぽつりと呟つぶやく。

　その右手には、生臭い墨ぼく汁じゆうのような魔物の体液が滴したたる剣が握られていた。
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　セレシェイアの南部と国境を接する、商業の盛んな熱帯の国コルターニャ。その中でも比較的涼すずやかな気候の北部に、魔物の出現地として予知されたソエラ湖はある。

　ソエラ湖は周囲を深い森に囲まれていて、朱鳥の巨体では降り立つことは不可能だった。それゆえカナイ一行は、街道沿いの草原地帯から徒歩で湖を目指すことになった。

「あの人達、いったいどこへ行くのかしら？」

　街道から少し外れた草地を三人で森へ向かって歩いていると、遠くに見える砦とりでの方から大荷物を持った人々がこちらへ向かって移動してくるのが見え、カナイは小首を傾かしげる。

　その問いに答えたのは、杖つえの水晶飾りを鳴らしながら歩くグレスだった。

「彼らは、この先にあるベルゼンという街から逃げ出してきたのでしょう。魔物の出現についてはアルーナ様が各地の神殿へ通つう達たつを出しておりますので、少しでもそこから離れようとしているのですよ」

「そうなんだ……」

　うず高く家財道具を積んだ荷車を引く夫婦に、泣く子の手を引く老人もいる。美しいドレスを纏った女性も、継つぎだらけの作業着姿の男性も、皆一様に暗く思い詰めたような表情で歩みを進めていた。

　誰もが、魔物から逃のがれるために必死なのだろう。そんな彼らの生死が自分の戦いぶりにかかっているのかと思うと、血が冷えていくような緊張感に包まれた。

「神鳥のお姉ちゃーん！」

　その時、遠くから自分を呼んでいるらしい少女の声が聞こえ、カナイは何事かと周囲を見回す。すると、街道の方から大人おとな達の制止を振り切って、見覚えのあるお下げ髪の少女がこちらへ向かって走ってくるのを発見した。

　息せき切ってやってきた少女は、カナイの胸元へ飛びついて叫ぶ。

「お姉ちゃん、お姉ちゃん……助けてっ！」

「あなた、クルス村のっ！」

　ボロボロと大粒の涙を零しながら抱きついてきたのは、家出中に出会い、小鳥の首飾りをくれた少女だ。まさかの再会に、カナイは思わず呆あつ気けに取られてしまった。

「お父ちゃんが、お父ちゃんが……悪鬼に襲われて、足を食べられちゃったのっ！　ベンおじちゃんも、マーサおばちゃんも怪け我がして……ニナ、みんなが痛い思いをするのを見るのは、もう嫌だよっ！」

　しきりに大きくしゃくり上げながら、震える声で悲痛な叫びを上げた少女に、カナイは心臓を鷲わし摑づかみにされたような衝撃を受けた。

「ニナ、神鳥様になんて無礼を……っ！」

　やがて血相を変えて飛んできたのは、クルス村で得意の手料理を振舞ってくれた恰かつ幅ぷくのよい母親だった。彼女はカナイに抱きついて離れようとしない娘を強引に引き剝はがすと、申し訳ないと何度も頭を下げる。

「あ、あの……旦だん那なさんは、大丈夫なんですか？」

　足を悪鬼に喰くわれたという少女の父親が心配で、カナイは遠慮がちに女性へ尋ねてみた。すると、娘を胸に抱きかかえた女性は、薄く隈くまの浮いた目元を無理に和なごませながら笑う。

「うちの人は職人ですから、手が無事ならこれからなんとでもなります。たとえ足が一本なくなったとしても、命があっただけマシってもんですよ」

「……私がもっと早く駆けつけていれば、こんなことには……」

「もう、過ぎたことですよ。それよりも今は、これ以上の犠ぎ牲せいが出ないうちに、早く魔物のところへ──」

　辛い状況下でも気き丈じように振舞う女性に、カナイは不覚にも涙が零れそうになった。

　母親の小脇に抱えられた少女は、真っ赤に腫れ上がった両目で縋るようにカナイを見つめ、不安げに問う。

「ねぇ、お姉ちゃんなら大丈夫よね？　怖い魔物なんか、やっつけてくれるでしょう？」

「もちろんよ、ニナちゃん」

　気がつけば考えるよりも先に、口が勝手にそう答えていた。

「あなたのくれたお守りがあるから、お姉ちゃんは絶対に負けたりしないわ。魔物なんかすぐにやっつけてあげるから、信じて待っていて」

　胸をどんっと叩いた拳は未だ恐怖に震えていたが、それでもカナイは強気な笑顔で少女に微笑んでみせる。すると少女は顔をくしゃくしゃに歪め、堪えきれず大声を張り上げて泣き出してしまった。

　大切な人が傷ついて、悲しい涙を流す人をこれ以上増やさないためには、この手で魔物を倒すしかない。そんな強い想いを胸に、イナミの首飾りとともに揺れる、不ぶ格かつ好こうな小鳥の首飾りを握り締めたカナイの手は、もう震えてはいなかった。

　湖へと続く森をまっすぐに見み据すえた彼女の澄んだ瞳には、今までにない闘志が燃えていた。







「ねぇ、お母ちゃん……」

　遠ざかって行く神鳥達の背中を見送りながら、少女が弱しい声でぽつりと呟く。

「神鳥のお姉ちゃん、前に会った時よりもずっとキラキラして、すっごくカッコよかったね」

「あぁ、そうだね。お母ちゃんにも、今日の神鳥様はキラキラ輝いて見えたよ」

　城から抜け出した彼女を、夫が村まで連れてきた時には、今度の神鳥はどうなることかと不安になった。だが、今の決然たる輝きを瞳に宿した彼女なら、きっと立派に魔物を倒してくれるに違いない。

（どうか神鳥様に、御ご武ぶ運うんがありますように……）

　娘を力一杯抱き締めた母親は、透けるような青空に小さな神鳥の勝利を願った。
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　不意に飛びかかってきた悪鬼を踏み台に、天高くへ飛翔したイナミは、頭上で大口を開けていた紫の瞳を持つ竜の首を、手にした剣で斬きり落とした。

　どす黒い魔物の体液が雨のように降り注ぐ中、次の首が牙きばを剝むいて迫ってくるのが見え、イナミは剣から滴る露つゆを払いながら微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

「……しつこい」

　ひと言呟き、紅蓮の翼をはためかせて急加速する。イナミは真正面から漆しつ黒こくの瞳をした首へ突っ込み、振り上げた剣で竜の上うわ顎あごと下した顎あごを縫ぬい留めると、口早に呪文を唱えて自由な左手を背後へかざす。咄嗟に発動した炎の攻撃術は、気配を感じさせずにすぐ側まで迫っていた三体の悪鬼を焼き払い、灰かい燼じんと化した。

「これは、かなりヤバイかも……っ」

　次々と地面から湧いてくる悪鬼の群れに、自慢の拳を叩き込んでいきながら、ダリアは珍しく焦あせりを感じていた。

　七叉首の竜はイナミが首を落としても、未だ殺さつ戮りくのためだけに暴れ続けている。むしろ、幾つもの首でイナミを翻ほん弄ろうする様は、余裕すら感じられて気味が悪いほどだ。

「それになんだか、さっきから焦こげくさい臭いがしてるのよねぇ」

　嫌な予感は、いつも焦げくさい。それはまるで、長い導火線がじりじりと燃えているかのような臭いだ。いつ何が起こるかわからない不安に、冷や汗が頰を伝う。

　その時、肉が焦げるような悪臭が鼻び腔こうを掠め、ダリアは飛びかかってきた悪鬼を長い足で蹴り飛ばしつつ、臭いの流れてくる方へ視線を向けた。

「──イナミ、逃げてッ！」

　目の当たりにした光景へ驚くよりも先に、空中で竜の首を二本同時に相手しているイナミへ向けて、ダリアは叫んだ。

　嫌な予感の元凶は、斬り落とされた竜の首の断面にあった。キレイに切断されたはずの傷口は不穏にぼこぼこと蠢き、新たな頭が生え始めている。しかも、一つの断面から生じた頭は二つに分裂していた。

　耳を劈つんざくような絶叫とともに、新たな首が天高くへと伸びる。ダリアは脚力を増強させる呪文を口内で呟くと、ひしめく悪鬼の頭を踏みつけながら、毒液の滴る牙の標的にされているイナミのもとへ跳躍した。

　凶悪な竜の毒牙に捕らわれるよりも早く、イナミの身体を横から搔かっ攫さらったダリアは、背中を鞭むちのようにしなる竜の尾で打たれ、地面へと叩き落される。その際、腕に抱いたイナミを庇い右肩から落ちたせいで、腕がありえない方向へ圧へし折れた。

　少量の血を吐き、一瞬意識が遠とお退のきかけたが、それでもダリアは奥歯を食い縛り、気絶することだけは避けた。しかし、受けた衝撃が半端ではない。

「ダリア、大丈夫かッ!?」

　地面に倒れたまま動けずにいると、イナミに身体を抱き起こされた。そして、彼の額を見たダリアは、血の伝う口元を歪ゆがめて思わず苦笑いを零してしてしまう。

「あーあ、間に合わなかったか……」

　生せい気きを取り戻してしまった瞳に、御み印しるしの消えた額。覗のぞき込んでくるイナミの顔色は紙のように蒼そう白はくで、昔の泣き虫だった頃と同じ顔をしている。

　そこにいるのは、ただの青年。ついに神鳥の力を失ってしまったイナミは、どこにでもいるような平凡な人間になってしまっていた。

「イナミ、あんたは逃げて」

　神鳥の力が消えてしまった以上、イナミはもう戦うことができない。身体を地面に強打した挙あげ句く、利きき腕を折ってしまった自分とて、そう長く戦うことはできないだろう。

　それでも──と、ダリアは悲鳴を上げる己おのが身体に鞭打って、ゆっくりと立ち上がった。

「今のあたしが足止めできるのは、せいぜい一分が限界だろうね。あんたはその隙すきに、できるだけ遠くへ逃げるんだよ」

「馬鹿なことを言うな！　お前を残して、どうして私だけ逃げることができる!?」

「馬鹿なこと言ってんのはあんたの方よ！」

　軋きしむ節ふし々ぶしの痛みを堪こらえ、イナミに襲いかかろうとした悪鬼を蹴り飛ばしたダリアは、切せつ羽ぱ詰まった声で喉が張り裂けんばかりに怒ど鳴なる。

「このままだと二人とも死んじゃうってこと、あんたわかってんの!?　それなら、どっちかが生き残った方がずっといいでしょう！」

　太陽のようにキラキラと笑う少女が、声を荒げて本気で激げつ昂こうする姿にイナミは怯ひるんだように息を吞んだが、それでも彼女の言葉に従うことはどうしてもしたくはなかった。──否いな、できなかったのだ。

　先程ダリアとともに地面へ叩きつけられた際、イナミも足を負傷してしまっていた。酷ひどい打ち身で、くるぶしは見る見る青黒く変色して腫はれてゆく。そのことに今頃気がつき、イナミは冷や汗を流しながらも皮肉げに笑う。

「残念だが、私は足に怪我をしている。これでは当然、逃げることもできないぞ」

「ふざけんじゃないわよ！　人がせっかく庇ってやったのに、よりにもよって足なんぞに怪我するなんて、もうホンっと信じらんないっ！　この大馬鹿者！」

「でも、これでいいんだ……」

　折れた右腕を庇うことなく、群がってくる悪鬼を大胆な足技で蹴散らすダリアの背中をぼんやりと眺ながめ、イナミは場違いなほど穏やかに微笑する。

「未熟な男の神鳥に、お前はたった一人の守護者として仕えてくれた。そんな恩人を、一人で死なせるわけにはいかないだろう」

　ぽたりと、イナミの頭上から濃い紫の雫しずくが滴したたり落ちて地面を焦がす。覚悟を決めて見上げた先には、牙から毒と涎よだれを垂らす金の瞳の竜が、大口を開けて待っていた。

　ここまで大きな口ならば、一瞬で頭から丸ごと喰われてしまうだろう。せめて痛みを感じることがなければいいと、どこか他人事のように思いながら、無駄な足あ搔がきは一切せずにイナミは静かに目を閉じた。

　しかし、目を閉じたのも束つかの間ま。魔物の絶叫が頭上から響き渡り、イナミが閉ざしたばかりの目を慌あわてて開けて仰ぎ見た先には、どこから現れたのか、小柄な少年が手にした短剣を深々と竜の目に突き刺していた。

「おーい、大丈夫かぁ？」

　痛みに暴れ狂う竜の頭からひらりと飛び降り、イナミの目の前へ綺き麗れいに着地したのは、狼おおかみの毛皮から作った外がい套とうを纏う、十代中頃ほどの少年だった。ぼさぼさと長い青せい碧へきの髪を頭の高い位置で結い、耳や首元には動物の牙を加工した装飾品が揺れている。

　謎の少年は邪魔な外套を後ろへ跳はね除のけると、背負っていた弓を手に取った。そして矢や筒づつから抜いた矢を慣れた手つきで番つがえると、イナミの喉のど笛ぶえに狙ねらいを定めていた二頭目の竜の目を軽々と射抜きながら、緊張感の欠片かけらもない朗ほがらかな声で喋しやべり続ける。

「いやー、酷ひどい目に遭あったぞ。狩りの最中に見慣れない赤い鳥が飛んでるのを見つけて、ばっちゃんの土産にしようと追いかけてたら、こんな遠くまできちまったからなぁ」

「……は？」

「まさかあの鳥が、オレを新しい神鳥のもとへ導く初代神鳥の羽だったなんて驚きだぜ！　オレの右腕に溶け込むのがもう少し遅かったら、危うく射い殺ころすところだったぞ」

　連続で三本もの矢を射た少年は、呆ぼう然ぜんと自分のことを見上げてくるイナミへ向かって、どこかの民族衣装と思われる上着の右みぎ袖そでを豪快に捲まくって見せた。

　露あらわになった少年の右腕には、手首から肘ひじにかけて燃え立つような紅蓮の御印が刻まれており、イナミは思わず頓とん狂きような声を上げてしまう。

「まさかお前、カナイの守護者なのかっ!?」

「おう、そうだぞ。つーか、御印って便利なのなぁ？　刻まれた瞬間に、自分の役目とかこれから何をすればいいのかわかるなんて、マジでスゲェじゃんか！」

　そう言って能天気に笑う少年のお気楽さ加減に、イナミは激しい眩暈めまいに襲われた。

　命に危険が迫る状況で、遠い異国の地から召喚された鷹雅のような場合を除き、初代神鳥の羽は赤い鳥の姿で、守護者を主となる神鳥のもとへ誘いざなうものだ。どうやらこの少年は自分が守護者に選ばれたことも知らず、迎えに現れたその鳥をあろうことか射殺そうとしたようで、その攻防が長引いた末に神鳥の城への到着が遅れていたようだ。

　──前代未聞にも程があるだろうと、こんな状況でなければ力一杯叫んでいただろう。

「あ、自己紹介がまだだったな？　オレの名前はココシュカ。仲間内ではココって呼ばれてたから、お前もそう呼んでくれていいぞ。なんたってお前、魔物と戦ってるんだからオレの神鳥なんだろ？」
















　どうにも頓とん珍ちん漢かんな発言が続き、張り詰めていた緊張の糸が緩んでしまったせいで、いつ魔物に喰われてもおかしくない状況にあるにもかかわらず、イナミは堪こらえきれずに苦笑する。

「私はカナイではなく、その先代に当たる神鳥のイナミだ。いや、もう神鳥ではないか……」

「ありゃ、そうだったのか？　あーあ、オレってばまた早とちりしちまった」

　背後に音もなく迫っていた悪鬼を、弓に矢を番える片手間に裏拳を食らわせて吹ふっ飛とばしたココシュカは、相変わらず白い歯を覗かせて笑っている。彼があまりに晴はれ晴ばれしく笑っているものだから、折れた腕の痛みを堪えて悪鬼を蹴倒していたダリアは、耐え切れずに本気の怒声を張り上げた。

「あんたら、自分らが今どんな状況にあんのかわかってんの!?　食うか食われるかの瀬せ戸と際ぎわなんだから、もう少し緊張感ってもんを持ちなさいよねッ!!」

「キンチョーカンって、そりゃあなんだ？　食い物か？」

「このお馬鹿っ！　食い物になるのは自分の方だって、この状況でもまだわかんないの!?」

　普段おちゃらけた発言の目立つダリアに突っ込みを入れさせるとは、いったいどれほどお気楽な思考回路をしているのだろうかと、イナミはわりと本気でココシュカの脳内構造を疑った。軽口を叩きながらも正確に竜の目を射抜いていることから、戦闘能力がずば抜けて高い事は一いち目もく瞭りよう然ぜんではあるが、一般的な知識には疎うといようだ。

「あーっ！」

　唐突に絶叫したココシュカに、次はなにを言い出すのかとイナミが訝いぶかしげに眉を顰めて振り返れば、彼は空っぽになった矢筒を逆さまにして振っていた。

「やっべー、どうしよう！　全部射うちきっちまった！」

「な、なんだと？　他に使える武器はないのか!?」

「そんなもん、最初に突き刺した短剣だけだっての！　あーあ、これでオレの人生もお終しまいってことかぁ。……でも、これが運命だったんだろうな。うん、仕方ない仕方ない」

　矢が尽きたことにココシュカが慌てていたのは、ほんの一瞬だけだった。今や魔物の腹に収まる事を受け入れた彼は、そのことを仕方ないのひと言で済ませている。

「諦あきらめるくらいなら、イナミを連れて少しは逃げる努力をしなさいって！　あんたホンと、いったいどんな神経してんのよっ!?」

　二体の悪鬼を一気に後ろ回し蹴りで沈めながらダリアが叫ぶが、ココシュカは既に潔いさぎよく魔物に喰われる気満々で、イナミの前にどっかりと胡坐あぐらをかいて目を閉じていた。

　ココシュカの登場に、いったんはカナイが到着するまで持ちこたえることができるかもしれないと希望を抱いたが、彼は未だ神器を手にしていないのだ。神器以外の武器で魔物を傷つけてもすぐに回復してしまうので、結果的には悪足搔きにしかなっていない。

　見れば幾多に蠢く竜達の目に突き刺さっていたココシュカの矢は、いつの間にか抜け落ちていた。潰れていた目はボコボコと再生を初め、今や数え切れないほどの首を胴体から増殖させた竜達は、怒り狂ったように思い思いの咆哮を上げ始める。

（賭けは、失敗だったか……）

　敢えて確認しなくても、頭上に複数の竜が大口を開けているのを気配で感じる。

　ふと脳裏を過よぎった後悔は、最後にもう一度だけカナイの笑顔が見たかったという、自分でも意外すぎるものだった。もし自分が死んだら、あの小さな神鳥は泣いてくれるだろうか。そんなことを考えながら、すうっと瞼まぶたを閉ざす。

　──せめて最後は、彼女の笑顔を思い浮かべて逝いきたい。

「こらーッ！　何諦めて目を閉じてんのよぉ!!」

　本日二度目の死の覚悟は、甲高い少女の声によって搔き消された。

　一瞬、幻げん聴ちようかとも思ったが、今聞こえたのは確かにカナイの声だった。目を開いてその姿を探そうとすれば、いきなり眼前に竜の首が三つ同時にぼとりと落ちてきて息を吞む。

「我が蒼そう黒こくの太た刀ち筋すじから逃れられると思うな！」

　勇ましい男の声が響いたかと思えば、ココシュカ目がけて迫っていた竜の首が一刀両断にされる。何が起きているのか理解できず、啞あ然ぜんと事態を見守るイナミの耳に、今度は神術の呪文を唱える明朗な声が聞こえてきた。

「天に御お座わす大おお御み神かみへ乞う。紅蓮の劫ごう火かにて、悪しき者を焼き払え！」

　幾多の水晶が触れ合う澄んだ音が鳴り響いたかと思えば、ダリアを取り巻いていた黒くひしめく悪鬼の群れが、突如として生じた大火に飲み込まれて一瞬にして焼失する。

「お前達は……っ！」

　ようやく視界に捉とらえることができた二人の男は、カナイの守護者である本ほん間ま鷹たか雅まさとグレス・リーベルだった。

　次の瞬間、イナミは正面から突っ込んできた物体の直撃を受け、悲鳴を上げる間もなく地面へ仰あお向むけに押し倒された。

「い、たた……っ」

「やっと追いついたわよ！」

　地面で強したたかに打った頭の痛みに呻うめいていれば、腹の上へ馬乗りになった人物からものすごい勢いで襟えり首くびを摑まれ、イナミは思わず引き攣つった声を漏らしてしまう。

　驚きに瞠みはった視界に飛び込んできたのは、怒りに頰を上気させた少女の顔。形のよい眉を精一杯に吊り上げているのは、先程まで笑顔を見たいと思っていた相手で──イナミは確かな喜びを感じる前に、大きく振りかぶられたカナイの小さな手によって、頰を一切躊ちゆう躇ちよされることなく力一杯引ひっ叩ぱたかれた。

　頰を打たれた衝撃にイナミが目を丸くしていれば、鼻の頭へ暖かな雫が落ちてくる。見ればカナイは、肩を怒らせながら大粒の涙を零していた。

「残念だったわね、イナミ！　あんたは名誉の戦死をして銅像を作ってもらいたかったみたいだけど、そんな物を作る予算なんて、この私が絶対に出させないんだからっ！　っていうか、そんなに銅像が欲しいのなら、自分でお金を貯めて勝手に作りなさいよね!?」

「お前、開口一番に銅像と金の話か……」

「うっさい、笑うなッ！」

　可愛らしい声で妙に的まと外はずれなことをがなり立てられ、堪えきれず微苦笑を漏らせば、胸板を思い切り殴なぐられて噎むせた。

「その様子なら、神力は完全に回復したようだな？」

　軽く咳せき込みながらも含んだような笑みとともにイナミが問えば、カナイは瞬時に顔を沸騰したように真っ赤に染め上げた。昨夜交わした口づけを思い出してか、鼓膜を劈つんざくような大声で怒鳴る。

「神力なら、もう完璧に回復してるから心配無用よ！　むしろ、力が有り余って大変なくらいだわ！　っていうかね、あんなやり方は反則でしょう!?」

「文句なら、後でいくらでも聞いてやる。それよりも今は、魔物をどうにかする方が先だ。それだけ威勢よく騒げるのだから、余程立派な戦いぶりを見せてくれるのだろうな？」

　イナミが挑いどむような笑みを口元に刻んでそう問えば、カナイはしばし意外そうな顔でぽかんとしていたが、やがてにんまりと口の端を吊り上げて笑って見せた。

「当然じゃない。あんたはそこで、大人しく私の勇姿を見てなさいよね！」

「う、おっ……!?」

　摑まれていた胸むな倉ぐらを突き飛ばすように離されたイナミは、背中から地面へ倒れ込みそうになったが、いつ間にか背後に現れていたダリアの胸に抱き留められて事なきを得た。

　折れていない方の腕でイナミの頭を小突きながら、ダリアは眉尻を下げて疲れたように笑う。

「どうやらお互い、死なずに済んだみたいね」

「……そうだな」

「馬鹿ねぇ。せっかくカナイちゃんが神鳥としての第一歩を踏み出す覚悟を決めたってのに、後見人のあんたが、なんでそんなしみったれた顔をしてんのよ？」

　どうやら無意識に、心境が顔に出てしまっていたようだ。眉間に寄っていた皺しわをダリアから指先でぐりぐりと弄いじられながら、イナミは戦う仲間のもとへ走って行くカナイの小さな背中を呆然と見つめ、ぽつりと呟く。

「親鳥が何をしてやらずとも、雛ひな鳥どりは自分の力で巣立って行くものなんだな」

　遠ざかってゆく背中は、もう自分の力でどこまでも飛んで行くことができる。

　役目を終えた親鳥にできることは、雛鳥の旅路の無事を祈ることのみだった。







　容よう赦しやなく鼻腔を突く悪鬼の体液の臭いに、辺り一面を満たす色濃い瘴気。

　戦うグレスと鷹雅の背中に守られながら、カナイは小刻みに身体を震わせていた。

（うぅ……心臓、吐きそう）

　今、目の前にいるのは、想像以上に巨大で不自然なほど首の多い不気味な竜だ。その周囲には大量の悪鬼が耳障りな奇声を発しながらひしめき合い、見ているだけで背筋を凄まじい悪お寒かんが駆け抜ける。

　ここまできても、魔物と戦うことは怖くてたまらない。けれど、自分が戦わないせいで他の誰かが傷つくことの方が、ずっと怖くて辛いのだ。だからこそカナイは、心臓が押し潰されそうな恐怖と重圧に苛さいなまれながらも、震える両足を突っ張って戦場に立っていた。

「カナイ、何も案ずることはない。お前のことは、俺達が命を懸けて必ず守り抜く！」

　鋭く研ぎ澄まされた刃の神器・蒼そう黒こく月げつで、悪鬼を次々と斬り伏せながら、鷹雅が力強い声で宣言する。休む間もなく呪文を詠えい唱しようし続けているグレスも、きっと想いは同じだろう。

　誰かに守られていると自覚すれば、不思議と魔物に対する恐怖が萎しぼむ。大きく深呼吸したカナイは、覚悟を決めてゆっくりと瞼を閉じ、己の中に眠る本能へ向けて強く願った。

（大好きな人達を守るために、私は戦いたい……っ！）

　そう胸に強く切願した次の瞬間、雷に打たれたような衝撃を受け、カナイの自我は光の届かぬ魂の奥深くへと沈み始める。

　薄れゆく意識の中で最後に聞こえたのは、少し生意気な自分の声。

『守るために、戦う──ね。いいわ、その愚かでまっすぐな心意気。気に入ったから、あなたの望みを叶えてあげる』

　その高たか飛び車しやな物言いに安あん堵どして、カナイは暗い闇へと完全に自我を沈めた。







　無風の状態であるにもかかわらず、カナイを中心にして緩やかに空気が動き出す。

　戦装束の裾が波打ち、頭の高い位置で結った髪が軽やかに宙へ舞い上がる。やがて、胸を搔き抱くように身体を丸めたカナイの背中からは、燃え盛る炎を思わせる紅蓮の翼が生はえ始めた。

　焚たき火びほどの翼が途中まで生えた頃、閉ざされていたカナイの両眼が静かに開かれる。

　一切の生気が排除された、海の底を思わせる仄暗い瞳だ。カナイが完全に開眼した瞬間、背中から生えていた小さな翼が、風に震える炎のように妖あやしく揺らめき──次の瞬間、火柱のごとく天空高くへと燃え上がった。

「……少し、大きすぎるわね」

　無感動にぽつりと呟けば、天をも焦がさんばかりに燃え上がっていた翼が急速に縮小し始め、その代わり背中には更に二対の翼が生える。

　六枚羽の神鳥の出現に、今や数え切れないほどの首を生やした竜が、歓喜するような咆哮を上げた。全ての頭部が殺意にギラギラと両眼を輝かせ、鋭い牙の生える口元からは強烈な異臭を放つ涎を垂れ流している。

　魔物にとって神鳥は天敵であり、極上の餌えさでもあった。先程の神鳥よりも、数段芳かんばしい神気を放つ新たな神鳥の登場に、それまで守護者二人を翻ほん弄ろうしていた魔物は、急に猛たけり狂ったように暴走を始める。

「鷹雅、グレス。あなた達は、後ろの三人を守っていなさい」

　重力を感じさせぬ動作でふわりと空中に浮かび上がると、悪鬼と魔物の相手をしている己が守護者へ、カナイは淡々と命令を下す。

　カナイの右手には、いつの間にか神力を練って作られた身の丈以上もある大たい剣けんが軽々と握られ、空あいている左手はまっすぐ眼前の魔物へと突き出されている。やがて彼女が何事か口内で呟けば、掲かかげられた左手の中心へ見る間に竜りん胆どう色の輝きが集まった。

「逆さか巻まけ、湖水。彼かの者へ纏まとわり、氷結の果てにその巨軀を封ぜよ」

　暗い瞳で命ずれば、魔物の足元に広がる湖が激しく波打ち始める。ゆらゆらとさざめく波は短時間で水竜のごときうねりとなり、暴れ狂う魔物の巨体へ襲いかかっては、瞬時に凍りつく。

　縄なわのように竜の身体を雁がん字じ搦がらめにして氷結した湖水は、ただの氷ではなかった。神鳥の言こと霊だまに縛られた湖水は、たとえ魔物が研ぎ澄まされた刃のように鋭い牙で喰らいつこうとも、決して砕くだけることはない。神術を使わずとも、言葉だけで自然をも従えることができるほどの恐るべき力を、カナイはその身に秘めていた。

「これで、動けないわね」

　身動きが取れず、先程とは打って変わって焦あせったように吼ほえている魔物を、感情の欠落した冷たい眼差しで見下ろすカナイは、左手に生じさせた竜胆色の光を右手の大剣へと宿らせた。

　曇りなき刃に光を灯した大剣は、凄まじい冷気を放つ。それを両手で構えたカナイの口元からは、春も終わりだというのに吐息が白く染まって立ち昇っていた。

　六枚の紅蓮の翼がひときわ激しく燃え上がり、大剣は刃の周囲に吹雪を呼ぶ。

「──さぁ、覚悟しなさい」
















　そう口にするや否や、カナイの身体が僅かな残像を残して消えた。

　次にカナイが姿を現したのは、それまでいた地点から魔物を挟んだ向こう側の空中。

　そして、耳が痛くなるほどの静寂が突如として訪れた。それまで甲かん高だかい奇声を発していた悪鬼も、時が止まったかのようにぴくりとも動かない。魔物の方も無様にもがくことをやめ、まるで石化したようにじっとしている。

　やがて静寂を破ったのは、氷がひび割れるような音だった。その音は伝染するようにして、うるさいくらいに相あい次ついで響き始める。

　消えてから再び姿を現すまでの一瞬のうちに、カナイは幾度となく大剣を閃ひらめかせていた。冷気を纏う刃の餌え食じきにされたのは、増えすぎた竜の首。すべての首を凍てつく刃で一刀両断にされた竜は、その傷口から急速に肉体を氷漬けにされ始めていた。

　完全に竜の身体が凍結された頃、カナイは言葉少なに呟いて大剣に吐と息いきを吹きかける。

「冷気よ、燃え上がれ」

　その刹那、真冬の冷気を纏った刀身が主の言霊に従い、熱された鉄のように赤く染まる。それと同時に、カナイは凍りついた魔物目がけて火の気に包まれた大剣を投げつけた。

　刀身を燃え上がらせた剣が深々と魔物の胴体に突き刺さった瞬間、その足元に広がる凍りついた湖面に、薄っすらと紅蓮に輝く複雑な光の魔法陣が浮かび上がった。

「神鳥の劫ごう火かにて、悪あしきを滅する。砕けよ、氷ひよう塊かい」

　そのひと言が合図となり、湖面に浮かんだ魔法陣が巨大な火柱を噴き上げた。

　氷漬けにされた魔物の身体は、砕けると同時に跡形もなく灰燼に帰し、地界から延々と湧き出ていた悪鬼も地面へ溶けるようにして搔き消える。

　カナイは最後に自分の翼から抜き取った数枚の羽を、すっかり淀よどんでしまった湖へと落とす。すると、羽が舞い落ちた部分が淡い金色に輝き、波紋が広がるように、汚水がもとの清らかな水へと戻ってゆく。

　再びソエラ湖が鏡面のように澄んだ水面を取り戻した時、空中に浮かんでいたカナイの背中から紅蓮の翼が燃え尽き、彼女の小さな身体は水面目がけて落下を始めた。

「天に御お座わす大御神へ乞こう。彼の者を大気の衣ころもで包みたまえ」

　咄嗟にグレスの唱えた神術により、水面目がけて真っ逆さまだったカナイの身体が、僅かに落下速度を緩めた。その間に湖へ飛び込んだ鷹雅が、泳いでカナイのもとへと向かい、力を使い果たして気絶したその無防備な身体を、しっかりと抱き留めた。

「……よく、頑張ったな」

　鷹雅が汗の浮いた額に張りついた前髪を搔き上げてやれば、それまでの無表情とは打って変わって平和そうな寝顔を浮かべているカナイは、微かに口元を緩める。

　それはどこか、誇らしげな笑顔であった。
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　隣りん国ごくセレシェイアと国境を接する、コルターニャ北部の主要都市ベルゼン。

　強固な砦とりでに囲われた街の中心部に建つ、白壁に模様硝子ガラスの美しいリリアベール大神殿の一室にて、見事な初うい陣じんを飾った新たな神かみ鳥どりが一日ぶりに目を覚ました。

「う、ん……っ」

　このふわりと鼻び腔こうをくすぐる、花のような甘い香りに誘われるように目覚めるのは、果たして何度目のことだろうか。ずっと寝ないで手を繫つないでくれていたのか、両手で握り締められた右手がとても温かい。

　うっすらと瞼まぶたを開けて見上げた先には、思った通りの人物の顔があり、カナイは小さく笑みを零こぼす。

「……酷ひどい顔ね」

　魔ま物ものとの戦いで大量の神気を消費してしまったらしく、未いまだ呼吸することも辛つらい。それでも掠かすれた声でそう言えば、思い詰めたような顔をしていたイナミが今にも泣きそうな顔で微笑ほほえんだ。

「お前のことが心配で眠れなかったんだ。文句あるか？」

　寝不足で赤くなった目元を穏やかに綻ほころばせて、あまりに嬉うれしそうに笑うものだから、カナイも肩を小刻みに揺らして笑った。

　大人びた笑顔も好きだけど、こんな風に子供っぽい笑顔の方がずっと彼らしいと思える。自分一人だけに向けられた歳相応の明るい笑顔が、どんな宝石にも勝る宝物のように思えた。

「ねぇ、みんなはどうしているの？」

　ひと頻しきり笑った後、カナイはこの場にいない仲間の事を尋ねた。

　自分とイナミが生きているということは、魔物は無事倒すことができたのだろう。しかし、戦っている最中の記憶がないので、他の仲間がどうなったのかまではわからなかった。

　つい不安げに眉まゆを寄せれば、右手を包むイナミの手が片方だけ離される。その自由になった手はどんどん視界へ近づいてきて、そろりと頰ほおを優しく撫なでられた。

「心配することはない。皆無事だ。セレナ様達にお任せした魔物の討とう伐ばつも、無事に済んだと先程報告が入った。グレスは今、ダリアの治療に当たってくれているし、鷹たか雅まさにはちょっとした問題児の相手をしてもらっているところだ」

「……みんなが無事なのはわかったけど、ちょっとした問題児ってなによ？」

「今回の討伐最中に現れた、お前を守る三人目の守護者のことだ」

　三人目の守護者の出現に、カナイは当然ながら強い興味を抱く。

「ねぇ、三人目の守護者ってどんな人なの？」

　好奇心から率直に問えば、なぜかイナミは片頰を引き攣つらせた。

「ど、どんな人と聞かれてもなぁ……」

「まさか、とんでもない悪人だったりする？」

　何事か言いあぐねている様子のイナミに恐きよう々きようと尋ねれば、そんなわけじゃないと慌あわてたように否定される。それではどういうわけなのだと眉を顰ひそめていれば、遠くから騒々しい足音が近づいてくることに気がついて、カナイは右手に繫つないだままになっているイナミの手を、怯おびえたように握り締めた。

「なんか、誰だれかくるみたいだけど……」

「ん？　──あぁ、この足音ならそう警戒せずとも大丈夫だ。噂うわさの三人目が、さっそく主あるじの顔を拝みにきたのだろう」

　イナミは呆あきれたように笑いながら、カナイの頭を安心させるようにくしゃりと撫でた。

　無理をして首を扉とびらの方へと傾かたむけると、次の瞬間には、木製の分厚い扉が蹴け破やぶるような勢いで開かれる。びっくりしたカナイはくぐもった悲鳴を上げて、ベッドの中で自由に動かない身体を精一杯に強こわ張ばらせた。

「……あれ？」

　乱暴な足音からして、どんな凶暴な人物が登場したのかと思えば、開け放たれた扉から室内に駆け込んできたのは、自分と同じくらいの小柄な背格好をした少年だった。

「なあイナミ、オレの神鳥は目が覚めたか？」

　声変わり前の声で無邪気に尋ねてきた少年に、イナミはそれまで浮かべていた笑みを引っ込めて、厳しい顔つきになる。

「お前……そんな滅茶苦茶な装しよう束ぞくの着こなし、私は見たことがないぞ」

「えー、これでもかなり妥だ協きようした方だぜ？　つーかお前ら、よくもこんな窮きゆう屈くつな服を平気な顔して着てられるな。そのうち息が詰まって死んでも知らねぇぞ」

　あっけらかんとした笑顔でそんなことをうそぶいた少年は、確かにイナミの言うように滅茶苦茶な着こなしで装束を身に纏まとっていた。なにせ、どこかの民族衣装と思われる服の上から、装束の一番上に着る着物だけを羽織っているだけなのだから……。

　彼を問題児と称したイナミの気持ちを、カナイもこの時すんなりと理解した。

「あーっ！　なんだよ、オレの神鳥起きてるじゃん！」

　その時、ようやくカナイが起きていることに気がついた少年は、ずかずかとベッド脇まで乱暴な足取りでやってくる。

　間近で顔を覗のぞき込んできた大きな瞳ひとみは、太陽のような金色。動く度たびに頭の天てつ辺ぺんでひとつに束ねられたぼさぼさの髪があっちこっちへ跳はねて、草木を思わせるような、弾ける緑の香りを振り撒まく。

　せっかく容姿が整っているのだから、下へ手たに着崩したりなどせずにきちんと装束を纏えばいいのにと、カナイはなんとなく残念に思った。髪を丁てい寧ねいに梳とかして服装を整えるだけでも、野や生せい児じから良家の子し息そくっぽく、印象も一変するだろうに。

「なあ、お前がオレの神鳥のカナイなんだよな？」

「そ、そうみたいね……」

　若じやつ干かん戸惑いながらも肯定すれば、少年は口元に笑え窪くぼを刻んで無邪気に笑った。

「オレの名前は、ココシュカって言うんだ。仲間内からはココって呼ばれてたから、お前もそう呼んでくれよな。そんでもって、これは見舞いの品だ」

　ひと息にそう言って破顔したココシュカと名乗る少年は、手に持っていた品をいきなりカナイの頭に乗せる。一瞬視界に映ったそれは、様々な花を編んで作られた大きな花はな冠かんむりだった。

「ほぅ、見事な花冠だな。しかしココ、この花はいったいどこから摘つんできたんだ？」

「適当に神殿の中に生えてたやつだけど、なんか問題あるか？」

「……しまった。こいつには花壇の花も、自然に生えている花に見えるのか……」

　けろりとした笑顔で小首を傾かしげたココシュカに、さすがのイナミも怒ど鳴なる気力をなくしてがっくりと肩を落とす。

　そんな時、どこからか鷹たか雅まさの何事かを叫ぶ声が聞こえてきたかと思うと、ベッド脇に座り込んでカナイの顔を覗き込んでいたココシュカがいきなり立ち上がり、開け放たれたままの扉へ素早い動きで駆けて行った。

「それじゃあ、鷹雅に見つからないうちにオレは退散するわ！　あいつがここにきたら、適当にごまかしといてくれよな」

　最後にシュビッと片手を上げると、ココシュカはさっさと退出してしまう。

　扉の閉まる音を境に、室内には耳に痛いくらいの静けさが戻ってきた。

「なんか、嵐のような子ね……」

　呆ぼう然ぜんとするカナイが正直な感想を漏もらせば、イナミはうんざりといったように嘆たん息そくする。

「嵐は去ってくれるが、あの嵐はこれからずっとお前にべったりだぞ？」

「まあ、ちょっと騒がしいところは問題かもしれないけど、いい子なのは確かよね」

　頭に乗せられた花冠の感触に、自然と口元が緩む。花壇の花を無断で毟むしってしまうのは問題だが、そのくらいのことはあの眩まぶしい笑顔に軽く弾き飛ばされてしまい、彼の印象が悪くなるようなことは決してなかった。

「ココのこともそうだが、お前にはもっと大変なことが待っているぞ」

　笑ったせいでずり落ちた布ふ団とんをかけ直してやりながら、イナミは意い味み深しんに口こう端たんを吊り上げて笑ってみせる。

「私への宣言通り、お前は未だかつてないほどの素晴らしい戦いぶりを見せた。そのため、セレシェイアの王都トレス・ラーグリマで大規模な凱がい旋せん式しきが行われることになったそうだ」

「……凱旋式って、何？」

「大勢集まった国民に祝福されながら、砦の南門から街の大通りを王城へ向けてゆっくりと馬で移動する、一種の儀式みたいなものだな。それが終われば、国王主催の宴うたげが王城で開かれることになっている」

「何それっ!?　すっごい大おお事ごとじゃないの！」

　想像以上の事態に、カナイは全身を支配する倦けん怠たい感かんを忘れて絶叫した。

　そんな彼女の反応が予想通りのものだったようで、イナミは浮かべた笑みを深くする。

「きっと今頃、魔物の討伐成功の報告を水盤で受けたアルーナ様が、凱旋式用のど派手な衣装を張り切って巫み女こや女官に用意させているだろうな。お前が乗る馬の馬具だって、金銀宝石をふんだんに使ったきらびやかなものが特注で作られるんだぞ？」

「そ、そんなぁ！」

　自分の知らないところで、とんでもないことの準備が着々と進められているようで、カナイは情けない声で呻うめく。国民から祝福されることは素直に嬉しいと思うが、あまり盛大に祝われたりするのは、逆に恐ろしくすらある。

「仮け病びようを使って、ずっとここに居い座すわりたい気分だわ……」

　頭に花冠を乗せたまま、もぞもぞと口元まで掛け布団の中に潜もぐれば、イナミが堪こらえ切れずに笑い出した。

「これも神鳥の務めだと思って諦あきらめろ」

　そう言って笑う彼は、仮病発言に込められたもうひとつの意味を知らない。

　体調が悪い間はイナミが側そばで優しくしてくれるから、しばらくこのままでいたいだなんてことは言えるはずもなく、胸の奥深くにこっそりとしまい込んだ。
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　いつの間にか春は終わりを告げ、神鳥の城は初夏の端みず々みずしい空気に包まれていた。

　本日正午より王都での凱旋を控えたカナイは、気分が高揚しているせいかいつもより早く目を覚ましてしまった。自室にいても手持ち無沙汰で、気晴らしに外の空気でも吸おうかと向かった先は、色鮮やかな花々が柔らかく咲き乱れる中庭だった。

「なんだ、お前も早く目が覚めたのか？」

　やってきた早朝の中庭で、カナイは思いがけない人物と鉢はち合あわせた。

　噴水の縁へりに腰を下ろし、膝ひざに載せた美しい装飾の小箱を整理していたのは、既に凱旋用の衣装に着替えを済ませたイナミだった。

「ねぇ、何をやっているの？」

　ちょうどいい暇ひま潰つぶしの相手が見つかり、いそいそとイナミの隣へ腰を下ろしたカナイは、彼の膝の上の小箱を覗き込んだ。

　金銀の優美な蒔まき絵えの施された小箱の中には、白おし粉ろいや口紅などの化粧道具がひと通り揃そろっていた。美しい薔ば薇ら飾りの蓋ふたがついた小こ瓶びんからは甘い香りが漂ってくるので、中身は香水なのだろう。その花のような芳香は、いつかイナミから漂っていたものと同じで、カナイは自然と小瓶を手に取っていた。

「これって、あなたがいつもつけている香水よね？　甘いお花みたいで、すごくいい香りだわ」

　薔薇飾りの蓋を外はずして香水の香りを吸い込んだカナイは、白い頰を朱に染めて夢見るように微笑む。そんな彼女の笑顔を穏やかな眼差しで見つめるイナミも、自然と頰を綻ほころばせていた。

「それほど気に入っているのなら、その香水はお前にやろう」

「えっ、本当!?　でもこれ、あなたがつけている香水でしょう？　それを私なんかがもらっちゃってもいいの？」

「神鳥の役目から解放された今、私が女装する必要はもうないからな。香水は女らしさの演出で、別に好きこのんでつけていたわけではない」

　それに──と言葉を続けたイナミは、化粧箱の中へ視線を落とす。

「実はこの化粧箱も、お前にやろうと思って整理していたところだ。正午からの凱旋には、これを使って化粧をするといい」

「……でも私、お化粧がすっごく下手なんだけど」

　カナイはそれまで浮かべていた無邪気な笑顔を曇くもらせ、恥ずかしそうに俯うつむく。

　白粉をつければ噎むせ返り、紅をさせばなぜか口の周りが真っ赤に染まる。女装をしていた頃のイナミは、男であるにもかかわらずあれほど麗うるわしい化粧をすることができたというのに、どうして女の自分がまともに化粧することもできないのかと、カナイは不器用な自分自身を心底恥じた。

「顔を上げてみろ」

　静かに響いたイナミの落ち着いた声に次いで、カチャカチャと陶器の擦すれ合うような音が聞こえ、なんだろうと不思議に思ったカナイは、赤くなった顔をそろそろと上げてみる。すると突然、湿った綿わたを頰に押しつけられ、思わず裏返った悲鳴を上げてしまった。

「な、なに……っ!?」

「安心しろ、ただのカミツレ水だ。今日のところは私が化粧してやるから、もう少しこっちにきてじっとしていろ」

　淡々とした口調でそう言いながら、イナミは手早くカナイに化粧を施してゆく。

　よくわからない軟なん膏こうに似たものを顔に塗ぬられ、その上から軽く白粉をつけられるまでが、本当にあっという間だった。それから、目元に薄っすらと色を入れられ、頰には薔薇色の頰ほお紅べにをさされて──そこでふと、今まで淀よどみなく動いていたイナミの手が止まった。

「お前、紅くらいは自分でさせるか？」

　そう問うてきたイナミの手には、紅の小さな容れ物が載せられている。

「私が紅をさすと、口の周りまで真っ赤になるわよ？」

「そうか。なら、仕方ないな……」

　質問の意味はわからなかったが、それでも素直に答えたカナイに、イナミはどこか気まずそうな表情で軽くため息をつく。

　やがて彼は陶器でできた入れ物の蓋を開けると、右手の薬指でそっと紅を取った。

「すぐに済むから、絶対に動くな」

「え」

「動くと変になる。だから、絶対に動くんじゃないぞ」

　紅のついた薬指がどんどん顔に近づいてくることに、ようやくイナミが何をしようとしているのか気がついたカナイは、咄とつ嗟さにその場から逃げ出そうとしたが、時既に遅し。肩を摑つかんでくる彼の左手は、頑がんとして逃走を許さないほどの力が込められていた。

　一瞬、イナミの身体を突き飛ばしてしまおうかとも考えたが、彼の膝には化粧箱が載っている。化粧品を壊してしまうことを恐れたカナイは、結局何をすることもできなかった。

　そうこうしているうちに、唇くちびるへ触れた長い指先。

　思わずピクリと肩を揺らしてしまい、羞恥心から頰が燃えるように熱くなる。

（うわっ、やだ……っ）

　唇をなぞる指先の感触に、胸の中にどうしようもなくむず痒がゆい感情が芽め生ばえ、カナイは震えそうになる拳こぶしをぎゅっと力を込めて握り締めた。

　狂ったように鼓こ動どうする心臓は、全身へ勢いよく血液を送り出している。熱くなった顔からは火が出そうだし、背中にはじっとりと嫌いやな汗をかいているうえに、頭の中など真っ白だ。

（よりにもよって、どうして今、そんな顔をしてんのよぉ……っ！）

　恥じらいの涙で歪みそうになる視界の先には、化粧っ気のない男の顔をしたイナミの端整な顔。今の彼は女装していた時とは違う色香を醸かもし出し、カナイの脳内を痺しびれさせる。

　頰を紅潮させて成なす術すべもなく動きを止めているカナイの唇から、紅を差し終えたイナミの指が離れ、二人の間に言い知れぬ気まずさが流れた──まさに、その時だった。

「あれー、お前らそこでいったい何してるんだ？」

　早朝の静寂を破った明るい声に、カナイとイナミが同時に振り向けば、晴れやかな笑顔を満面に湛たたえたココシュカが、大広間へと繫がる外そと回かい廊ろうに立っていた。しばらくして、グレスと鷹雅までもが回廊に現れ、噴水の縁に身を寄せ合うようにして腰かけている主と先代の神鳥の姿を見つけ、彼らもまた驚いたような表情で立ち止まる。

　完璧に関係を誤解されたと察したカナイは、慌てて飛とび退のくようにしてイナミから距離を置いた。

　しかし、その不審な挙動が更なる誤解を生み出すことになる。

「あー、わかったぞ！　カナイがそんなに慌ててるってことは、イナミとこっそりセップンでもしてたからだろ？」

「ち、ちが──っ！」

　実際はイナミから化粧をされていただけなのだが、今さっきまで唇に触れていた彼の指先の感覚を不意に思い出してしまい、カナイは言葉を喉の奥で詰まらせて赤面する。

　この反応が、無情な決定打となってしまった。

「そうかー、イナミとカナイは深い仲ってやつなんだな！」

「ぎゃあああっ！　なんてこと言ってんのよ、ココの馬鹿ぁ！　そんな根も葉もない恥ずかしいこと、無駄に大きな声で言うんじゃないわよっ!!」

　茹ゆで蛸だこのような顔色で絶叫したカナイは、度たび重かさなる爆弾発言の連発を食い止めるために、ココシュカのもとへ全力疾走する。するとココシュカは、どうやら鬼ごっこが始まったと勘違いして、追いかけてくるカナイを翻ほん弄ろうするように、軽い身のこなしで中庭の奥へと消えて行く。

　二人の姿があっという間に見えなくなり、残された守護者二人は、噴水に腰かけたまま思考を停止させている先代神鳥のもとへ歩み寄った。

「ココはああ言っていますが、実のところはどうなんですか？」

　グレスから苦笑交じりに問われ、ようやく我に返ったイナミは微かに頰を朱に染めると、慌てたように頭を振った。

「あれはまったくの誤解だ！　私はただ、化粧ができないと言うカナイに化粧をしてやっていただけで……っ」

「やはり、そんなところだったか……」

　珍しくしどろもどろなイナミの説明を聞いた鷹雅は、険けわしい皺しわを刻んでいた眉み間けんから力を抜く。グレスの反応も同じようなもので、ずれた眼鏡の位置を修正しながら、ホッと安堵したようにため息をついた。

　事の真相を知れば、誰ともなく零れる苦笑い。

「ココの言動は、大きな問題を引き起こす前にどうにかしなければな……」

　遠くから聞こえてくるカナイの叫び声とココシュカの笑い声に、鷹雅が呆れたように額を手のひらで覆おおう。ベルゼン滞在時に、自由奔ほん放ぽうなココシュカの世話を任されていた彼にとって、それは意外と切実な本音であった。

　グレスは困ったように笑いながら、空を見上げて話題を変える。

「それより、本日はいい天気になりそうでよかったですね。カナイ様の凱旋式には最適の一日になりそうで、安心しました」

　雲ひとつなく澄みきった青空からは、春のうららかな陽光が降り注いでいる。

　同じように空を見上げたイナミは、火ほ照てった頰を撫でる風に目を細めて頷うなずく。

「カナイには私達だけでなく、きっと強大な運も味方しているのだろう」

　困難にめげず現実を受け止め、カナイは今立っている場所まで必死で這はい上がってきた。そんな彼女の頑がん張ばりを見たら、運だって味方につきたくもなるだろう。

　この凱旋式は、そんな頑張り屋のカナイにとって最大の褒ほう美びとなるはずだ。

「さて、そろそろ今日の主役をつかまえるとするか。このままでは、せっかくの化粧が台なしになってしまうからな」

　膝に載せていた化粧箱を小脇に抱え、イナミは静かに立ち上がる。

　その瞳には、中庭を駆け回る小さな神鳥の姿が映っていた。
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　閉ざされている門の内側からは、人々の楽しげな声が聞こえてくる。

　通常の三割り増しほど豪ごう奢しやな装束を、大勢のメイド達から寄り集まって着つけられたカナイは、髪飾りの重みに頭をふらつかせながら馬の鞍くらに跨またがっていた。

「こうなったら、もうやるっきゃないわね……っ！」

　自らを奮ふるい立たせるようにバシッと頰を叩けば、腹は括くくれた。背中に馬の手た綱づなを握るイナミの体温を感じることができている分、一人でいるよりかは遙はるかにマシである。

　一人で馬に乗る事のできないカナイは、先代の神鳥であるイナミの操る馬へ共に乗ることになった。ちなみに、ココシュカは予想外の行動に及ばないとも限らないので、最も馬術に長たけ腕力のある鷹雅の馬へ半ば無理やり二人乗りをさせられており、グレスだけが余裕の表情で白馬に一人乗っていた。

　神鳥の城に仕える騎士達に周囲を守られ、カナイが騒ぐ鼓動を鎮しずめようと大きく深呼吸した次の瞬間、腹に響くような祝しゆく砲ほうが連続して打ち上げられた。次いで、高らかなトランペットの音色が鳴り響き、巨大な門がギシギシと軋きしみながらゆっくりと開き始める。

　門が完全に開ききり、周囲を取り囲む騎士の先頭が甲かつ冑ちゆうを鳴らしながら歩き出し、手綱を握るイナミの手に僅わずかな力が込められる。

「行くぞ、カナイ」

　静かな声で告げられた出発の合図に、カナイは動き出した馬上でピンと背筋を伸ばした。

「う、わぁ……っ！」

　緊張にきつく引き結ばれていた唇からは、自然と感嘆のため息が漏れていた。

　カナイの乗った馬が門から姿を現すと、広場に集まった黒山の人だかりが一斉に歓声を上げる。民衆は口々にカナイの名を呼び、褒ほめ称たたえた。

　空には祝砲が次々と上がり、向かう先に見える王城からは、楽団の奏かなでる勇壮な調べが流れてくる。子供から老人まで、ここに集まったすべての人々が眩まばゆいばかりの笑顔を湛え、馬に揺られるカナイへ向かって手を振っていた。

「どうだ、すごいだろう？」

　門前の広場から大通りへ入った頃、イナミが耳許でそっと囁ささやいてきた。

「これがお前の守ってゆく、人々の姿だ」

　誰もが手を取り合って笑い、自分のことを祝福してくれる。

　二階の窓から色とりどりの花弁が撒まかれる中、カナイは胸の内からこみ上げてくる熱い感情を堪えきれなかった。

「……イナミ、私はこの笑顔を守りたい」

　晴れわたる空と同じ色をした瞳に涙を溜ためて、カナイは背中を支えてくれるイナミへ力強く宣言する。

「魔物なんかのせいでこの笑顔が曇らないように、私は神鳥として戦い抜くことを誓ちかうわ」

　戦いの意味を、今ようやく手に入れた気がする。

　固い決意を胸に喜びの涙を流すカナイは、いつしか晴れやかな笑顔を浮かべていた。
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あとがき






　初めまして、小こ柴しば叶かなうと申します。

　自分の書いた小説が本になるのも、こうしてあとがきを綴つづるのも初体験ですが──想像していた以上に、ドキドキしますね。この胸の高鳴りも出版の醍だい醐ご味みとして、精一杯楽しんでおります。




　この物語は、わがままで泣き虫な神かみ鳥どりの少女カナイが、迷ったり反発しながらも過酷な運命に立ち向かい、自みずからの足で未来へ向かって歩き出す過か程ていを記したものです。

　テーマはもちろん、「成長」です。主人公のカナイはもちろんですが、彼女の周囲に集うキャラクター達も、それぞれの形で成長して行きます。過去のトラウマや悲しみを乗り越え、それでも前へ前へと進んで行こうとする──そんな前向きな物語で、記念すべき作家デビューができて、私はとても幸せです。




　ではここで、お世話になりました方々へ御おん礼れいを──。

　まずは、担当編集様。いつも的確なアドバイスをくださり、ありがとうございます。お陰でキャラクターや世界観が、更にグッと濃密になりました。これからもよろしくお願いします！

　それから、美麗なイラストを描いて下さった[image: 楢]なら咲さきコウジ様。イメージ通りすぎるキャラクター達に、嬉しい悲鳴を上げました。小動物のように可か愛わいらしいカナイに、思わず守られたくなるような凜り々りしい男性陣は、眼がん福ぷくものです。本当に、ありがとうございました！

　最後になりましたが、賞の選考及び出版に携たずさわって下さったすべての皆様に、心から御礼申し上げます。皆様が与えてくださったこの素晴らしい機会を、決して無駄にしないよう精しよう進じんして行きます。

　私を支え続けてくれた家族にも、改めて最大限の感謝を贈ります。投稿作を書いている時に、「お前の撒まく種はいつ芽めを出すんだ？」と、父から尋ねられたことがあるんですけど──受賞後、「やっと芽が出たな」と言ってもらえて、嬉しかったです。今回の受賞を一番喜んでくれた母には、私を産んでくれたことを深く感謝したいと思います。本当にありがとう。

　そして、この本を手に取ってくださった読者の皆様。

　この物語を通して、皆様が少しでも明るく前向きな気持ちになってくださることが、私にとって大きな幸せです。ご意見ご感想など、よろしかったらお聞かせください。




　それでは、またいつかお会いできることを願いつつ──。


小柴　叶拝










著者

小柴 叶

Kanau Koshiba




春生まれの、Ａ型。

緑豊かな千葉県の田園地帯に育ち、実家の農業を手伝いながら、のんびりと執筆活動に励んでいます。

趣味は、読書と音楽鑑賞。

執筆中に遊んで欲しいとやってくる三匹の愛猫と、熾烈な攻防を繰り返す日々──。

そんな平凡な毎日を、愛して止まない今日この頃です。










イラスト

[image: 楢]咲コウジ

Kouji Narasaki




12月21日生まれ。射手座。Ａ型。

綺麗なもの、美味しいものが大好きです。

薔薇のジャムの美味しさを、最近になって知りました。ヨーグルトとよく合いますよ。オススメです。
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